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　砲ほう撃げきの音が夜の聖都を揺ゆるがし、静せい寂じやくが訪れてしばし──聖女暗殺を企たくらんだ獣けもの堕おちを仕留めたという報告が入り、当の聖女であるリアは力なくソファに崩くずれ落おちた。

「そんな……どうして？　殺さないでって言ったのに！　傭よう兵へいさんが私を殺そうとしたなんて、そんなの間ま違ちがいだって言ったのに！」

　傭兵さん、と震ふるえる声で呟つぶやき、両手で顔を覆おおって泣き始める。

　その肩かたを侍じ女じよのサナレが抱だき寄よせ、「どうしようもなかったのです」と優しく慰なぐさめた。

　そんな二人を、テオは部屋の隅すみに控ひかえながら黙だまって眺ながめていた。

　──傭兵が、死んだ。

　そんな事があるものか。

　あんなに大きくて強い獣堕ちが、そんなに簡単に死ぬはずない。

　噓うそだと叫さけんで泣き出したいのに、体が凍こおりついたように動かなかった。たださめざめと泣く聖女の姿を見つめ、頰ほおの内側を嚙かみ締しめる。

　そうでもしていないと、今にも「お前のせいだ」と叫び出してしまいそうだった。

　傭兵を殺したのは聖女だ。聖女の衛兵が殺したのだから、聖女が殺したのと変わらない。

　橋の上で砲撃を受け、傭兵は神父ともども湖へと落ちていった。──今はその死体を捜さがしている最中だと、衛兵の連中が定期的に報告に来る。

　恐おそろしい化物を殺したと言って、嬉き々きとして。

　──どちらが、化物だ。

　テオは内心吐はき捨すてた。

　素す性じようも知れない貧乏人の子供を、一人の人間として扱あつかってくれた獣堕ちか？

　それとも、獣堕ちだからと言って事の真しん偽ぎも確かめず、人殺し扱いで追い回す連中か。

　あるいは、無実の人間を自分の部下に殺させておきながら、被ひ害がい者しや面づらをして涙なみだを流す聖女様か。

　どうして、とテオは拳こぶしを握にぎり締しめた。

　どうして自分ばかりがこんな目に遭あうのだ。大切に想う人ばかりが、次々にテオを残して死んでいく。

　またいつか一いつ緒しよに旅に出ようと言ったのに、こんなところにテオを一人置いていくなんて。

　──その上、死んでしまうなんて。

「酷ひどいよ、おじさん……」

　乾かわいた声がぽつりとこぼれ、テオは手に巻かれた包帯に深く爪つめを立てた。
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　千切れ落ちた吊つり橋ばしと共に悲鳴が長く尾おを引いて、闇やみの底へと落ちていく。

　その悲鳴を聞きながら、傭よう兵へい、と叫さけんだ。その声をかき消すように、羽目板が湖の水面に叩たたき付つけられる音が連続して弾はじけ、一転してしんと静まる。

　そんな、と。思わず声に出して呟つぶやいて崖がけ淵ふちに膝ひざをつき、崖下を覗のぞき込こんだ。「お前のせいで面めん倒どうな事になった」と、いつものように苛いら立だったような顔をして文句を言う姿が見えはしないかと期待を込めて。──だが、そこには闇があるばかり。

　切れて崖から垂れ下がった吊り橋は闇に向かって長く伸び、その先にある死を想像させた。

　死んでしまったのだろうか。砲ほう弾だんを受けて、吊り橋が切れて、湖の水面に叩き付けられて。

　もう二度と、その顔を見る事はできないのだろうか。声を聞く事はできないのだろうか。

「嫌いやだ……傭兵……傭兵！　我わが輩はいの声が聞こえないのか、返事をしろ！　獣けものの戦士が、その程度で死ぬわけがないだろう！」

　声をかければいつだって、いかにも面倒そうな顔をしながら答えてくれた。

　けれど今は、何度呼びかけても返事はない。

　全身から力が抜ぬけていくようで、へたりと、その場に座り込んだ。

　初めての友だった。一いつ緒しよにいるのは楽しく、これからもずっと一緒にいられたらいいと思っていた。それがこんなにも無ぶ遠えん慮りよに、第三者の手で、なす術もなく奪うばわれるなど──。

　顔を上げると、湖に浮うかぶ小さな島に、いくつもの明かりが輝かがやいているのが見えた。その明かりの中から、落ちたぞ、死んだか、小船を用意しろと、口々に怒ど鳴なり合う声が聞こえる。

　その瞬しゆん間かん、抗あらがい難がたい強い感情が全身を突つき抜ぬけた。

　──あの町の、せいか。

　あの町に住む人間達が傭兵を殺し、唯ゆい一いつにして初めての友を奪ったのか。

　経験した事のない感情の濁だく流りゆうに吞のまれてしまいそうだった。

　憎にくい、ただただ憎くて、どうしようもなく許せない。

　──あの、町が。傭兵を殺したあの町が。そこに住む全ての人間が。

　そのとき。

「おい魔ま女じよ……！　そこにいるんだろ？　ちょっと、手ぇ貸してくれ……！」

　闇の底から、声がした。

　慌あわてて崖淵に飛びつくと、垂れ下がった吊り橋を登ってくる巨大な白い獣が見える。

　その瞬間憎しみが霧む散さんして、代わりにかっと目頭が熱くなった。

「傭兵！　傭兵、傭兵！　ああ、よかった……無事だったのだな！」

「俺おれはな。──悪いが、こいつを先に引っ張り上げてくれ」

　傭よう兵へいが担いでいた荷物を摑つかみ、言われた通りに引き上げる。すると、生温かく、ぬるりとした感かん触しよくがあった。

　──それは、血ち塗まみれになった神父の体だった。
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　運が良かったのか、運は悪かったが悪運が強かったのか──どちらにせよ、とにかく五体満足で生きている。

　俺おれは右みぎ腕うでを負傷しているし、瀕ひん死しの神父を抱かかえた状じよう況きようではあるが……まあ、聖女暗殺の疑いをかけられて聖都を追われ、襲おそってきた神父もろとも砲ほう撃げきされたうえ、吊つり橋ばしが落ちたにしては最高に幸運だったと言えるだろう。

「傭兵、これは……」

　俺がぶら下がっている崖がけの上からゼロの声がした。血塗れの神父を引き上げて、さすがに困こん惑わくしているようだ。

「見ての通り、瀕死の神父だ。で、運がいい事に気絶してる。今のうちにお前の魔ま法ほうで命だけでも助けてやってくれ。致ち命めい傷しようだけ塞ふさげばいい。傷が全部消えてたら、あとあと神父への説明が面めん倒どうになるからな」

　崖を這はい登のぼりながら答えると、ひょこりとゼロが崖から顔を出して険しい表情で俺を見た。

「この神父を助けるのか？　君をさんざんこきおろし、あまつさえ殺そうとした男だぞ？　こんな男のために、我わが輩はいの魔ま力りよくを使っていいのか？」

「俺は心が広いんでな。──なにより、そいつと俺はもろとも殺されかけた仲だ。何か面白い話が聞けるかもしれんし、神父に恩を売っとくといろいろ得だろ？」

「君がそう言うのなら、我輩は構わないが……」

　お人よしだな、と極めて不ふ名めい誉よな評価を俺に言いい渡わたし、ゼロは頭をひっこめる。直後に崖の上から暖かな光がこぼれてきて、ゼロが守護の章の魔法を使ったのだろうなと思った。光の感じから、おそらく初歩の魔法の〈癒手コーデイア〉だろう。

「──なんて、自然に考えちまうんだから、俺もすっかり魔ま女じよに毒されちまったなぁ……」

　魔女に毒された獣けもの堕おちなんて、御お伽とぎ噺ばなしの悪役にぴったりだ。願わくば、勇ゆう敢かんな騎き士しの剣けんで心臓を貫つらぬかれて死にませんように。──などとどうでもいい事を考えながら、俺は平らな地面に両手足を投げ出して仰あお向むけに寝ね転ころがった。

「あー……死ぬかと思った。クソ、腕の感覚がねぇ……」

「実際、死んだと思った。さしもの我輩も憎ぞう悪おにかられ、危うく町を一つ吹き飛ばすところだ」

「本当に危ねぇな！　一歩間ま違ちがえば俺も巻まき添ぞえで吹っ飛んでたじゃねえか！」

　折角生き延びたってのに、仲間の勘かん違ちがいで改めて地じ獄ごくに突つき落おとされたんじゃ笑い話にもならない。

「大体なぁ、傭よう兵へいってのは死ぬのが仕事みたいなもんなんだ。なのに傭兵が一匹死んだ程度でいちいち町を吹き飛ばしてたら、国がいくつあっても足りねぇぞ」

「心配する事はない。そもそも君は一人しかいないだろう？　ならば君は一度しか死ねないし、我わが輩はいの憎ぞう悪おも一度きり。だから町も一つしか消し飛ばない」

「そういう話をしてるんじゃねぇんだがな……大体お前、大勢の仲間を十三番に殺されても大して気にしない、冷れい酷こくな魔ま女じよなんじゃなかったのかよ」

　聞くと、ゼロはびっくりしたように目を瞬またたく。

「……そうだな。我輩は冷酷な魔女だ」

　だが、と今度は難しげに顔を顰しかめる。

「傭兵が死ぬのは嫌いやなのだ」

　またこの女は、「君は特別だ」とでも言うような台詞を簡単に吐はきやがる。

　俺おれが返答に困って黙だまると、急にゼロが怪あやしむように目を細めた。

「しかし……本当に生きているのだろうな？」

「はん？」

　ゼロの両手がぬっと伸びてきて、何を思ったのかがっしと俺の顔を摑つかむ。そのまま、顔やら体やらを無ぶ遠えん慮りよに撫なで回まわし始めた。

「お、おいこら……！」

「大たい砲ほうの砲ほう撃げきを受けて、吊つり橋ばしが吹き飛んだのだぞ？　水面に叩たたき付つけられたのではないか？　それにしては濡ぬれていないな……これは我輩の幻まぼろしで、君は実は死んでいるのか？　ならば我輩、やはりあの町を吹き飛ばさなければならないのだが……」

「幻でたまるか！　俺は生きてる！　あーもーベタベタ触さわるな鬱うつ陶とうしい！」

　あまりの鬱陶しさに、俺は上体を跳はね起おこしてゼロの手を振ふり払はらった。

「いいか？　俺は片かた腕うでがほとんど使えない状態で、神父を担いだまま落ちた吊り橋を登ってきたんだぞ？　ちったぁ落ち着いて休ませろ！」

「ほら、水だ。飲むといい」

　すかさず蓋ふたを開けた水筒を差し出され、それ以上怒ど鳴なる事ができなくなる。俺は諦あきらめてゼロから水筒を受け取り、一気に中身を飲み干した。

「しかし……どうやって生き延びたのだ？　君がぶら下がっていたのは、切れた吊り橋のあちら──聖都側だっただろう？　どうやってこちらの崖がけ側がわに跳とび移うつったのだ」

「神父の鎌かまだよ。──神父の指輪と鎌は、丈じよう夫ぶな糸で繫つながってる。だから落ちる瞬しゆん間かんに鎌をぶん投げて、こっち側の吊り橋に引ひっ掛かけたんだ。で、橋が完全に落ち切る前に、鎌から伸びてる糸を辿たどって吊り橋の縄なわを摑んだと」

　しかしそうすると当然、水面に叩き付けられる事態は回かい避ひできても崖の岩いわ肌はだに叩き付けられるという大だい惨さん事じが待っている。神父を抱かかえた状態でどうにか体勢を整え、両足で崖がけに着地できたので被ひ害がいは最小限におさえられたが、怪け我がはしなくても純じゆん粋すいに足が痛い。

　だが、神父の傷はその比じゃない。毛皮もない軟なん弱じやくな体に、砲ほう弾だんで砕くだけた木片をもろに被かぶったんだからな。

　ゼロの魔ま法ほうで傷は塞ふさがったはずだが、血ち塗まみれの状態で地面に転がっている姿はどう見ても惨ざん殺さつ死体だ。呼吸も浅く、喉のどの奥おくから時折苦しげな呻うめき声ごえがこぼれる。

「なあ……助かるんだよな？　こいつ」

　聞くと、ゼロは難しげに首を左右に振ふった。

「難しい問題だな……完全に安全な状態であるとは言えないだろう」

「魔法で治したんじゃねえのかよ」

「確かに傷は塞いだが……それだけだ。針と糸で傷を縫ぬい、血を止めても助からない事はあるだろう？　魔法もそれと同じなのだ。確実に人を救える魔法などない。神父はすでに血を流し過ぎているし、この先は体力次第だろう。こういう場合は、魔法よりも体力の回復を補おぎなう安静と薬の方が役に立つのだが……」

「安静と薬つってもな……聖都の近くの町に医者なんかいねぇし、教会に担ぎ込むにしても事情を聞かれると面めん倒どうだし……」

　神父が聖都で衛兵に殺されかけた話をしたら、その瞬しゆん間かんリアは魔ま女じよ扱あつかいで教会に殺される。だがそれではリアに魔法を教えた奴やつに逃にげられてしまう。

　それに、教会に担ぎ込んだところで神父が助からない可能性もあるんだ。その場合、「何故聖女の護衛をしていた神父が死ぬはめになったのか」という話になり、その責任は獣けもの堕おちである俺おれに押おし付つけられる可能性が非常に高い。

「あー……なんか考えていたらすげーげんなりしてきた。教会滅ほろびねぇかな……」

「滅ぼそうか？」

「やめろ恐おそろしい！」

　ぞっとして叫さけぶと、冗じよう談だんだ、とゼロは笑う。

「一度イデアベルナまで戻もどり、領主に助けを求めるというのはどうだ？　神父の治ち療りようもできるだろうし、我わが輩はい達に手を貸してくれるのではないか？」

「いい考えだ──だが、難しいだろう」

　俺は首を左右に振った。

「なぜだ？　いつでも頼たよれと言われたぞ」

「俺達は聖女を暗殺しようとしたって話になってるんだぞ？　クレイオン共和国の権力者のほとんどが『聖女様命！』って状態なんだ。いくらイデアベルナのエロ領主が権力者で、なおかつ反聖女派でも、表立って聖女に敵対したら立場は確実に悪くなる」

「では、こっそりならばよいのだろう」

「魔ま女じよと獣けもの堕おちと死にかけの神父の三人組を、こっそりかくまうのは難しいだろうよ。あのエロ領主に教会と対立する覚かく悟ごがなかった場合、最悪俺おれ達は教会に突つき出だされて処刑される」

　密告される危険って意味では、普ふ通つうの民家に助けを求めるのも不可能だ。俺が獣堕ちで、聖女暗殺の疑いをかけられている以上、めったなところに助けは求められない。

「それに──そもそもイデアベルナは遠過ぎる。町に着く前に神父が死ぬぞ」

「ふむ……では、こういう事か？　ここからさほど遠くない位置にあり、聖女の信しん奉ぽう者しやではなく、しがらみのある権力者でもなく、なおかつ教会に敵対する覚かく悟ごがある者でなければ、我わが輩はい達は協力を求められない、と」

「そういう事だな。さらに言うなら、神父を休ませる環かん境きようが整っていると最高だ」

「なんと我わが侭ままな……悪あく魔までももう少し控ひかえめな要求をするぞ」

　呆あきれたように言うゼロに、俺も同意して肩かたをすくめる。──だが、事実だ。

　神父という要因がなかったとしても、何かしらの助力が必要な状じよう況きようだった。

　リアから写本の情報を聞き出すには聖都に乗り込む必要があるが、聖都への入口は細い吊つり橋ばしただ一つ──しかも、それもついさっき砲ほう撃げきで吹き飛んだ。仮に橋が直ったとしても、暗殺騒ぎが起こった以上リアはしばらく聖都から出てこない。

　そんな状況じゃ、俺とゼロの二人だけではどうやっても穏おん便びんに聖都に忍しのび込こむなんて不可能だ。魔女と獣堕ちの二人組にできる事なんて、立ち向かう人間をかたっぱしから殺して進み、史上最悪の悪党として歴史に名を刻むくらいのもんだろう。

　そして俺は、自分が悪役として活かつ躍やくする御お伽とぎ噺ばなしを作りたくはない。

「──待てよ。悪党？」

　何か、あったような気がする。

　聖女派ではなく。権力者ではなく。それでいて、ある程度の勢力を持った──。

「盗とう賊ぞくが、いたな」

　ぽつりと言って、俺はゼロを見た。

　ゼロは目を瞬しばたたき、ぽんと手を打って俺を見る。

「……おお。うむ、そう言えばいたな、そんなのが。〈犠牲印サクリシグス〉を刻まれ、聖女をさらってどうにかしようとしていた連中が」

　テオが馬車で宿屋に突っ込んできた翌よく日じつ、俺達は森で盗賊と一いつ緒しよにいるリアを見つけた。

　そしてその盗賊の体には山や羊ぎの刻印──〈犠牲印〉が刻まれていた。〈犠牲印〉は、他人の病気や怪け我がを引き受ける魔ま法ほうだ。それが積もり積もれば人は死ぬ。

　その事実に、盗賊の連中は気付いたのだろう。

「……いや、逆か」

　港町イデアベルナで船乗りの腕うでに山羊の刻印を見つけたときにテオから聞いた話が、ふと耳に蘇よみがえってくる。

　──山や羊ぎの印のある奴やつが盗とう賊ぞくになるんだ。

　そう、確かにテオは言っていた。

　──ロータス砦とりでにはね、山羊の印がある奴が集まってくるんだ。

　と。

　ならば盗賊団が気付いたんじゃない。

　気付いたから、盗賊団になったんだ。

「では、その盗賊に協力を求めるのか？　聖女の話では、聖都の近くにある廃はい砦さいが盗賊の根城になっているそうだが……確か、ロータス砦と言ったか」

「聖女の拉ら致ち計画を邪じや魔ました俺おれ達に協力してくれるかは微び妙みようだが、他に行くあてもねぇしな。距きよ離りを考えても当座の目的地としては悪くない」

「しかし……肝かん心じんのロータス砦の場所が地図に載のっていないぞ」

　ゼロが俺の鞄かばんから地図を引っ張り出し、膝ひざの上に広げて唸うなる。

　当たり前だろう、と俺は肩かたを落とした。

「市民や旅行者が使う地図には、基本的に主要な都市の位置と通行料の発生する街道しか載ってねぇんだよ。防衛拠きよ点てんになる砦の位置が他国に知られちまったら面めん倒どうだろう？」

「では、どうやってロータス砦を目指すのだ？　近くと言っても、方角も分からないぞ」

「兵舎を襲おそって地図を奪うばうのが傭よう兵へいの定石だが……さすがにそこまではしたくねぇし、そもそも兵舎が近くにねぇからな」

　何より、聖女暗殺未み遂すいに加えて兵舎襲しゆう撃げきの罪まで加わったら、間ま違ちがいなく国をまたいで俺の首に賞金が懸かかる。すでに各方面から狙ねらわれている首なのに、この上、賞金稼かせぎにまで狙われたくはない。

「今いま更さらではあるが……やはり、テオを連れてくるべきだったのではないか？　テオも一いつ緒しよに来たがっていたように見えたが……」

「盗賊の雑用が聖女の小間使いになれたんだぞ？　そんな奇き跡せきを放り捨てて、獣けもの堕おちの傭兵について来たがる奴がいるかよ。リアのところにいれば、あいつの身元は保証される。リアはお人よしだし、頼たのめば学校に行かせてもらえるかもしれねぇ」

　そうすれば、テオは望んだ通りに医者になる事だってできるのだ。

　その未来を摘つみ取とる権利が、他人である俺にあるはずがない。

「〝あの子のために〟──か。まるで親のような事を言うのだな、君は。我わが輩はいは親を覚えていないが、自分より子の幸福を願うものなのだろう？　親というのは」

　俺は鼻の頭に皺しわを寄せた。

「そんな御大層なもんじゃねえよ。盗賊の雑用よりは傭兵の雑用の方がマシだし、傭兵の雑用よりは聖女の小間使いの方が上等ってだけの話だ」

　何より、俺は「絶対にテオを見捨てない」とは言い切れない。確かに俺はテオを気に入っているが、所しよ詮せんは他人だ。もしテオが俺おれにとって役に立つ雑用でなくなったら、例えば怪け我がをして足手まといになったら、俺はきっとテオを見捨てる。

　こんな化物の俺に向かって平気で笑いかけてくれる心の広いガキを、そんな風に見捨てて死なせたりしたらしばらく悪夢にうなされそうだ。

　──親と言えば、そういやロータス砦とりでにはテオの母親がいるんだったな。

　〈犠牲印サクリシグス〉を刻まれたテオの母親は、反聖女派の集団である盗とう賊ぞく団だんの一員になった。その結果、テオも盗賊の下働きをするようになったのだ。

　テオはもう母親のところには戻もどらなくていいと言っていたが、イデアベルナで盗賊がテオを迎むかえに現れた事を考えると、母親の方はまだテオに未練があるのかもしれない。

　そう考えると、やはり連れてきた方が良かったか……？

　いや、どちらにせよ今いま更さら考えたところでどうしようもない。テオは置いてきちまったんだからな。

「せめてロータス砦に関する品でもあれば、我わが輩はいの占うらないでその場所を特定できるのだが……何か持っていないのか？　傭よう兵へい」

「なんで見た事もない場所に関わる品を俺が持ってると思うんだよ。っつーか占いなんてできたのかよ、お前」

「それは弓兵に〝弓なんて使えたのか〟と言うようなものだぞ、傭兵。君の言葉を借りるなら、なぜ我輩が魔ま術じゆつの基礎たる占いをできないなどと思えるのだ」

「だってお前が占いなんかしてるところ、今まで一度も見た事ねぇぞ」

「意外と面めん倒どうくさいのでな。よほど困らなければやらない事にしている」

「あ、そう……」

　物や人を見つけるには、それらに深く関わる物が必要になるという話は、前にアルバスから聞いた事がある。実際、居場所の分からないゼロを見つけるための占いには、ゼロが長年着ていたローブを使う必要があった。

　しかし、待てよ、と思う。

　何か、頭のどこかにひっかかるものがあった。

　俺とロータス砦を繫つなぐ糸が、どこかに──。

「……なあ、泥どろ闇やみの魔ま女じよさんよ。物から持ち主を探せるなら、持ち主から物を探す事もできるのか？」

「失せ物探しか？　それこそ魔女の得意技だ。──しかし、今は探し物をしている場合ではないだろう。まさか君は世界を滅ほろぼす力を秘めた財宝の所有者で、今からそれを取りに行こうとでも言い出すのではあるまいな？　我輩、そんな面倒くさいもの絶対に見つけたくないぞ」

「そんなわけねぇだろう！　どこの御お伽とぎ噺ばなしだそりゃ！」

「さて、財宝伝説は世界各地に残っていると聞くが……とりわけてどこの御伽噺かと聞かれると我わが輩はいも少し答えに詰つまるな。それはどうしても必要な情報か？　ならば我輩、少しばかり記き憶おくの糸を手た繰ぐるべく瞑めい想そうに入る必要が──」

　わざとらしく困こん惑わくした表情を浮うかべたゼロの眼前にそっと掌てのひらを突つき出だして、俺おれはその続きを押おし留とどめる。

「話を戻もどしても構わねぇか？　お前と遊んでる暇ひまはねぇんだ」

「止めはしないぞ。存分に戻すといい。我輩とはまた今度遊んでくれ」

　俺は軽く脱だつ力りよくし、話を続けた。

「実はイデアベルナでな、盗とう賊ぞくがテオを迎むかえに現れたんだ。そしてその盗賊は、俺達が縛しばり上あげた奴やつらとは明らかに別人だった。──この意味が分かるか？」

　ゼロは目を瞬しばたたく。

　一いつ瞬しゆんだけ考えて、ははぁ、とゼロは頷うなずいた。

「我輩達が縛り上げた盗賊を、何者かが逃にがしたのだな？　そして逃げた盗賊達がロータス砦とりでに帰り着き、テオがイデアベルナにいる事を仲間に伝えたのだろう。その結果迎えが来た」

「さすがは魔ま女じよだ。察しがいいな。テオは元々盗賊の雑用だっただろ？　で、テオは縛り上げられた盗賊達に同情して、こっそりナイフを握にぎらせて逃げられるようにしておいたらしい」

「仲間をみすみす見捨てる事ができなかったわけか……我輩達に気付かれる危険を冒おかしてまで、よくぞやってのけたものだな」

「さて、大事なのはここからだ。テオが盗賊達に握らせたナイフは、俺が長年愛用してるナイフだった。そのナイフを、盗賊達がまだ持ってるとしたら？」

　ついと、ゼロがフードを少し上げ、片目だけで俺を見た。

「君のナイフを探せば、ロータス砦──最悪でも、ロータス砦の場所を知っている人物に行き着くというわけか」

　そういう事なら、とゼロは笑った。

「よかろう、我輩に任せておけ」

　自信満々に胸を張り、直後にゼロは「早速だが」と俺を見た。そして、まるで「上着を貸してくれ」とでも言うような気安さでとんでもない事を口にする。

「君は、絞こう首しゆ刑けいに使われた吊つるし紐ひもを持っているか？」
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　魔ま術じゆつの歴史は千年にもおよび、物を探す占いだけでもさまざまな種類や方法があるという。

　そしてゼロの話を聞く限り、そのどれもが不気味で禍まが々まがしい。

「物を探すのに、死し刑けい囚しゆうを吊るした紐が必要なのかよ……」

「人の死に関わった品というものは、なんであれ魔術的な力を持つのだ。しかしまあ、別に紐ならなんでもいいぞ。我わが輩はい、道具にはあまり拘こだわらない性た質ちだ」

「だったら最初から普ふ通つうの紐ひもって言え！」

「大げさな儀ぎ式しきをしないで簡易的に行う分、道具には拘りたいというささやかな希望ではないか。君だって、何か難しい作業を行うときは馴な染じんだナイフが恋しくなるだろう？」

「俺おれは人を吊つるした紐を恋しがったりはしねぇがな」

「だが君が今恋しがっている愛用のナイフは、さぞかし多くの者を殺しているのではないか？」

　鋭するどく切り返されて、俺は黙だまった。確かに俺が使いこんだ道具は、どれもこれも一度くらいは人の死に関わっている。

　紐──か。俺は鞄かばんの中をそっと探さぐってみる。

「……人をくびり殺した事のある縄なわでもいいのか？」

「なんだ、いい物を持っているんじゃないか。もったいぶりおって」

　人を殺した縄を「いい物」と言っていいのかはなはだ疑問だが、魔ま女じよの価値観に突つっ込こんでも仕方がない。俺は鞄の奥おくから引きずり出した縄を肘ひじから先程度の長さに切って、ばらばらにほぐして作った細い紐をゼロに渡わたした。

　ゼロはその一いつ端たんを中指に括くくりつけ、もう一端を尖とがった透とう明めいな宝石に括りつける。よく見るとその表面には細かく記号が刻まれており、一目で普通の宝石ではない事が分かった。

「また怪あやしげな道具を出しやがって……」

「ただの振り子ペンデユラムだ。少々魔ま術じゆつ的てきな細工をしてはあるがな。しかし肝かん心じんの紐がないのでろくに使えずにいたが、旅に出ればいつか人を吊るした紐も手に入るだろうと思って穴ぐらから持ってきたのだ。それが君のおかげでたった今、完成した」

「で、その振り子をどうするんだ？」

「地図にかざす。すると、我輩達が求める物のある場所で振り子が大きく円を描えがく」

「へーえ。簡単だな」

「今でこそ教会の魔女弾だん圧あつで廃すたれたが、昔はどこの村にも一人は使える人間がいるほど一いつ般ぱん的てきな占いの道具だったと聞いている。ほら、その地図を広げて地面に置くのだ。そして我輩の手を握にぎり、盗ぬすまれたナイフの事を思おもい浮うかべろ」

　言われるままに、俺はゼロの手を握る。するとゼロは振り子を括りつけた手を地図の上にかざし、すとんと肩かたの力を抜ぬいた。地図の上に真っ直ぐに垂れた振り子の紐はまるで金属の棒のようで、不自然なほどぴくりとも動かない。

　完かん璧ぺきな正確さこそが魔術の基本だとゼロは言っていた。そして完璧な正確さは、いつも完全な静止から生まれる。振り子と同じく、髪かみの一筋にいたるまで完全に静止しているゼロの姿はまるで精せい巧こうな彫ちよう像ぞうのようだった。

「傭兵よ……我輩に見とれるのはいつでも歓かん迎げいだが、今は目を閉じてナイフの事を考えてくれ」

「あ、っと……わ、悪ぃ……！」

[image: ]

　咄とつ嗟さに謝って目を閉じてから、別に謝るほどの事もなかったような気がして内心舌打ちする。だが、今はとにかくナイフだ。俺おれは盗ぬすまれたナイフを思おもい描えがく。

　刀身は小さく、細かい作業に適しているが、握にぎりが大きくて獣けもの堕おちの手でも扱あつかいやすい。普ふ通つうの店では買えない品だ。

　まさかテオに盗まれるとは……細々とした雑用を全部テオが済ませていたから、盗まれても気付かなかったのだ。相手がガキだからと警けい戒かい心しんを緩ゆるめるなんて、傭よう兵へいにあるまじき大失態だ。

　リアをさらった盗とう賊ぞくは五人いた。そのうちの誰だれかが俺のナイフを持っているんだろう。夜の森での出来事だし、顔はほとんど覚えていないが、一人だけ記き憶おくに残っている男がいる。顔の半分以上が髭ひげに覆おおわれていて、いかにもな悪人面──他の四人を統とう率そつしていたのもこの男だ。

「余計な事を考えるな、傭兵。我わが輩はいの手と、ナイフだけに集中しろ」

「し、してるっつーの」

「していない。君が集中しないと、探さがす対象を絞しぼれずに振り子ペンデユラムがぶれる。簡単な分、あまり精度の高い占いではないのだ」

　お見通しだとゼロに鋭するどく言われ、ナイフの事に集中する。

　手にしっくりと馴な染じむ握りの感かん触しよくと、嫌いや味みのない重さ。装そう飾しよくはなく無骨な見た目だが刃先の曲線は滑なめらかで、錆さびや刃こぼれは一つもない。

　ナイフは一生物だ。使うほどに手に馴染むし、手入れをするほど長く持つ。あれを取り返したいと素直に思った。

　そのとき、

「よし──見つけた」

　ゼロの声で、俺おれは目を開けた。ゼロの指から伸びた振り子ペンデユラムが、地図の一点を中心にくるくると円を描えがいている。

　アクディオスの南西──山の上。

「丁度、アクディオスとイデアベルナを結んだ直線上のようだな。だいぶアクディオス寄りのようではあるが……」

　ゼロが振り子を巻き取りながら、地図の一点に印を付ける。

「地図が大おお雑ざつ把ぱなせいで、あまりあてにはできないかもしれんが……」

「いや、進む方向が分かれば十分だ。〝砦とりで〟っつう建造物の用よう途とを考えれば、見晴らしのいい山の頂上が妥だ当とうだろう」

　砦の用途──つまりは、侵しん略りやくや防衛の拠きよ点てんだ。

　そしてアクディオスはもとはと言えば、王が籠ろう城じようするために作られた町だとリアの侍じ女じよが言っていた。つまりロータス砦は、王が旧王都──現在の港町イデアベルナからアクディオスまで撤てつ退たいする時間を稼かせぐために作られた防衛拠点だったわけだ。

　それが共和国化の影えい響きようでイデアベルナが王都でなくなり、アクディオスもただの小さな町になり下がった結果、ロータス砦も役目を失って廃はい砦さい化かしたんだろう。

「地図を見る限り、ロータス砦は丘の上で、その近くに村はない──つまり、アクディオスやイデアベルナに続く補給路があるはずだ」

「補給路？」

「今は廃砦かもしれねぇが、昔はそこに兵士が詰つめてたんだ。どうしたって食料が必要になるだろう？　食料を運ぶには荷車が必要で、つまり多少は整備された道を作る必要がある。それを見つければ、砦まで楽に行けるかもしれねぇ」

　そうと決まれば、時間が惜しい。俺は気を失っている神父を荷物と一いつ緒しよに担ぎ上げた。

「しかし……ロータス砦の連中が協力してくれなかったらどうするのだ？　我わが輩はい達は神父を連れているし、奴やつらは我々を聖女の手下だと考えているだろう」

「そのときはそのときだ。まことに遺い憾かんながら、傭よう兵へい特有の交こう渉しように入るしかねぇな」

「傭兵特有の交渉？」

　俺が軽く右手の指を曲げ、全ての爪つめを出して見せると、ゼロは感心したように溜ため息いきをついた。

「極めて有効な交渉術だな。我輩、感心した」

「獣けもの堕おち相手に穏おん便びんに話し合うか、命を賭かけて正面衝しよう突とつするか──お互たがいのためにも、盗とう賊ぞくの頭目が賢かしこい事を祈るばかりだな」

　わざと陽気に笑いながら、ゼロと連れ立って歩き出す。

　夜が来てまだ間もない。

　朝日が昇のぼる前には、ロータス砦とりでに着きたかった。
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　ゼロの占いを頼たよりに補給路を進み、森の中に入って歩いた。

　肩かたに担いでいる神父の呼吸は浅く、血を失って冷たい体が夜の冷気に晒さらされてますます冷たくなっていく。

　人の肩に担がれて移動するだけでも体力を消しよう耗もうする。無理に急いでロータス砦を目指さず、木の洞うろを探して朝まで休ませるべきか。

　そう思い始めたときだった。

「この季節に外で見張りはつれぇよなあ……」

　男の声が聞こえた。俺おれはゼロの足を止めさせ、神父の体を静かに下ろす。

　ゼロにそこで待っているように身み振ぶりだけで伝えてから、俺は体を低くして声のする方に忍しのび寄よった。

　灌かん木ぼくの隙すき間まから、ランタンのぬるい明かりが見える。

「仕方ねぇだろう。俺達は〝聖女様〟を襲おそったんだ。いつ討とう伐ばつ隊たいが来てもおかしくない。きちんと見張ってねぇと、全員殺されちまう」

　寒そうに息を吐はきながら、もう一つの声が答えた。これも男だ。そして、どちらの声も聞いた事がある。──リアをさらった盗とう賊ぞくだ。

　一人は大おお柄がらで背が高く、もう一人は小さく、ずんぐりとしている。

　音を立てないようにナイフを引ひき抜ぬき、腹ばいのまま更さらに近くまで進んだ。狙ねらうのは背が高い方だ。身長差があり過ぎると捕とらえにくい。

　一挙動で手が届く距きよ離りまで近づく。盗賊達が俺に気付く様子はない。

　──やはり、ど素人か。

　ならば、殺すのも忍びない。前回怪け我がをさせた詫わびの意味も込めて、今日は加減してやろう。

「殺されなくたって、どうせ死ぬんだ……セクトみたいに、どうせ……！　なのに、見張りなんて意味あるかよ」

「バカ野郎！　何弱気になってんだ！　お前の刻印は一つだが、俺なんて三つもあるんだぞ！　お頭がなんとかしてくれる。今はとにかく、黙だまって見張れ」

「──そうだな。見張りってのは、もうちっと真面目にやった方がいい」

　一声かけて、俺は長身の盗賊に飛びかかってナイフをその首に押おし付つけた。刃が肉に浅く食い込み、せり上がってきた悲鳴が喉のどの奥おくで辛かろうじて止まる。

　それと同時に、捕らえたのとは別の盗賊が剣けんを引き抜き、ランタンをかざして叫さけんだ。

「なんだてめぇ──何もんだ!?」

「通りすがりの傭よう兵へいだよ。まあ、初対面じゃねぇんだ。堅かた苦くるしい自己紹しよう介かいは抜ぬきにしよう」

　ナイフで盗とう賊ぞくの首を押おさえたまま、俺おれは目深に被かぶっていたフードを脱ぬいだ。俺の顔をランタンの明かりで照らし、あ、と盗賊二人が同時に驚おどろきの声を上げる。

「お前──あの時の獣けもの堕おち……！　アクディオスの魔ま女じよの手下か！」

　やはり、そういう扱あつかいになっているか。俺はそっと溜ため息いきを吐ついた。

「言っても信じないだろうが、そりゃ誤解だ。俺は穏おん便びんな話し合いを──」

　望んでるんだが、と言おうとした俺の声に被せて、指笛が高く森に響ひびいてさすがに俺はぎょっとした。チビの方が指笛を吹いたのだ。そうして、

「敵てき襲しゆうー！　敵襲だぁあぁ！　敵襲──！」

　声の限りに叫さけびながら、ランタンを手に一目散に森の奥おくへと駆かけていく。

　人質の命が惜しくないのか？　さすがにあっさりと見捨てすぎだろう。

　俺が啞あ然ぜんとしていると、取り残された盗賊が苦しげに肩かたを揺ゆらした。

　一いつ瞬しゆん泣いているのかと思ったが、笑っているのだと気付いて、俺はますます啞然とする。

「馬鹿なケダモノ野郎め……！　人質なんか意味ねぇよ。仲間を守るためなら、俺は死んだってかまわねぇんだ！　さぁ！　殺すなら殺せ！　怖こわかねぇぞ、おれぁ怖かねぇ……！」

　恐きよう怖ふに顔色を青くして、ガクガクと体を震ふるわせながら、随ずい分ぶんと勇ましい言葉が出たもんだ。

　ここで一人犠ぎ牲せいにしてでも、砦とりでにいる連中に危険を知らせる──か。

　ど素人だが、団結力は強い。

　どうも、少し甘く見ていたようだ。そしてその感想は、一瞬後に「甘く見すぎていたようだ」へと変わる。

　ぽつりと、森の奥で明かりが灯った。

　その明かりが走るようにこちらに迫せまってきたかと思うと、ある一点から蜘く蛛もの巣のように周囲に広がる。瞬またたく間に、俺は眩まぶしいほどの明かりの大群に取り囲まれていた。

「馬鹿な！　いつのまに囲まれて──」

　夜の闇やみから一転しての眩しさに、俺は思わず目を伏ふせた。

　近くで鳥が──とてつもなく大きな鳥が羽ばたく音が聞こえる。

　それに続いて、弓がしなり弦つるが張はり詰つめる音──俺は腕うでの中の盗賊を木の陰かげに突つき飛とばし、直感で地面に伏せた。放たれた弓が、一瞬前まで俺の頭があった場所を素通りしていく。

　顔を上げてようやく、俺は明かりの正体が森一面に吊つるされたランタンの炎だと気がついた。

　油を染み込ませた紐ひもでランタン同士を繫つなぎ、紐に火を点けると導火線の要領で全てのランタンに明かりが灯る仕組みらしい。

　つまり、取り囲まれているわけではない。気配から察するに相手は一人だ。

「お頭ぁ！　こいつ、魔女の手下の傭兵だ！　こいつが神父と一いつ緒しよに俺達の計画を邪じや魔ましたんだ！　間ま違ちがいねぇ！」

　解放してやった盗とう賊ぞくが、木の陰かげに隠かくれながら叫さけんだ。わざわざ逃にがしてやったのに恩知らずな野郎だ……盾たてにしちまってもよかったんだぞ。

　内心罵ののしりながら、俺おれは先ほど矢が飛んできた方に目を凝こらした。

　お頭と呼ばれた存在──盗賊達の頭目か。

　だがランタンの光が眩まぶしすぎて、こちらからその姿を捉とらえる事はできない。俺は木の陰に駆かけ込こんで、弓での追つい撃げきを警けい戒かいしながら空中に向かって怒ど鳴なった。

「ちょっと待ってくれ！　誤解だ！　俺はただ話をしに来ただけで、何もお前らを襲しゆう撃げきに来たわけじゃ──」

「誤解かどうかは一発殴ってから決める──それがあんたの流りゆう儀ぎじゃなかったか？」

　頭上から降ってきた声に、俺は顔を顰しかめた。

　聞いた事のある声だ。そして何より、聞いた事のある台詞だ。

　港町イデアベルナでテオが盗賊に襲おそわれたとき、「誤解だ」と言って逃にげるフード姿の男に、俺は今言われたのとまったく同じ言葉を吐はいた。

「お前……もしかして、イデアベルナでテオをさらおうとしてた野郎か！」

「だから誤解だと言っただろう。俺はテオをさらおうとしたんじゃなくて、迎むかえに行ったんだ」

「ああそうだったな……テオからあの後話を聞いたから事情は分かってる」

　テオが「助けて」と叫ぶから助けてやったのに、話を聞けば「迎えに来た仲間を追い返したかっただけ」だと言う。

「なんにせよ、テオは盗賊団には戻もどりたくなかったんだ。無理に連れ去ろうとするのは穏おだやかじゃねえと思うがな」

「こっちにもいろいろ事情がある。テオがどっかの老夫婦に引き取られたってんなら考えもするが、聖女と一いつ緒しよに行動してるなんて話を聞いたら放っちゃおけない。また近々探しに行くつもりだったが──」

　一いつ瞬しゆんの間は、テオの姿を探したためだろう。

　だが俺の周囲にテオがいない事を確認すると、声が低く、固くなる。

「あいつは今どこにいる？　あんたと一緒ではなさそうだが……」

　俺が敵てきかどうかを見定めている、恐おそろしく静かな口調だった。

　俺がテオをどうしたか──その答え次第で、恐らく矢の雨が降る。俺は慎しん重ちように口を開いた。

「テオはリアの──聖女のところに置いてきた。聖女に気に入られて、小間使いとして雇やとい入いれられたんでな」

「聖女の小間使いだと？　──あいつが望んだのか？　自分から？」

「そうだ。あいつが望んだ」

　あの馬鹿が、と独り言のように頭目の声が罵る。盗賊団は聖女と敵対しているわけだから、その聖女の小間使いに収まったテオに怒いかりを覚えるのは当然だろう。

「それとは逆に俺おれの方は、聖女の暗殺を企たくらんだ罪で聖都を追われたんだ。完全な濡ぬれ衣ぎぬだが、話を聞いてもらえるような状じよう況きようでもなかったんでな。生きて聖都を出られるかも微び妙みようだったし、そんな俺と一いつ緒しよにテオを連れてくるわけにはいかなかったんだよ」

　だから置いてきた。一切の噓うそも誇こ張ちようもない純然たる事実だ。だが相手からすれば、こんな話を「はいそうですか」と信じられはしないだろう。何せ俺は、成功寸前まで行っていたこいつらの聖女拉ら致ち計画を、間ま違ちがいなくこの手でぶち壊こわしているわけだからな。

　案の定、木の陰かげに隠かくれた盗とう賊ぞくが怒りの籠こもった罵ば声せいを吐はいた。

「黙だまれクソ野郎！　そんな下らねぇ噓、誰だれが信じるかよ！　テオが聖女の小間使いだと？　あいつがそんなもんになるわけねぇ！」

「聖都で暗殺騒さわぎがあった事は、調べりゃすぐに分かるはずだ。白い獣けもの堕おちが聖女を殺そうとしたってな。俺は聖女の手下じゃねえし、砦とりでの連中と正面からやり合う気もねえ。だからよろしければ暖だん炉ろの火の前で、穏おん便びんな話し合いをさせていただきてぇんだがな」

「耳を貸さねぇでくれ、お頭！　そいつのせいでセクトは死んだ……！　そいつがあの聖女気取りの魔ま女じよを助けたせいで──！」

「よせタルバ！　たとえ邪じや魔まが入らなくても、セクトはどの道間に合わなかった」

　頭目に鋭するどく制されて、タルバと呼ばれた盗賊は口を閉ざした。代わりに悔くやしげな歯は軋ぎしりと、唾つばを吐く音で不満を全力で主張する。

　それと同時に第三者が草を揺ゆらす音がして、その場の空気が緊きん張ちようで凍こおりついた。

　全員の視線が集中するなか、灌かん木ぼくをかき分けてひょこりと小こ柄がらな影かげが姿を見せる。

「揉もめているようだな、傭よう兵へいよ。楽しそうでないか。我わが輩はいも混ぜてくれ」

　ゼロだ。──声を聞くまでもなく分かっていた。

「何しに来たんだ……！　待ってろって言っただろうが！」

「騒さわぐな傭兵。我輩、その揉め事を解決する妙みよう案あんがある。──これを見ろ」

　ゼロが灌木から何かを引きずり出した。

　血ち塗まみれの人間──神父だ。

「馬鹿！　そいつは聖女の護衛をやってたんだぞ……！　こんなところに引っ張り出したら、余計話がややこしくなるだろう！」

「むしろ、話が簡単になる。この神父が聖女の護衛をしていた事は、聖女の拉ら致ちを企くわだてた者共が証言できるだろう。だが、神父はその聖女に殺されかけた」

　なんだと？　と木の上の声が息を吞のむ。

「そして我輩達はその神父を救い、共に聖女から逃げてきた。すなわち、神父を含ふくめた我々は、聖女と敵対していると言っていい。君達と同じくな。──異論は？」

　問う声は力強く、あくまでも静かだ。

　髭ひげ面づらの盗とう賊ぞく──タルバが木の陰かげから這はい出だしてきて、神父の姿に息を吞のむ。

「ま、間ま違ちがいねぇ……濃こい緑色の髪かみに、鎌かまに変わる杖つえ……そいつは〈女神の浄火デア・イグニス〉の裁定官だ……！」

「死んでるのか？」

　上空から降ってくる頭目の声に、ゼロは首を横に振ふる。

「今はまだ。──だが、いずれ死ぬだろう。それがどれほどの損失か、わざわざ説明するまでもないだろう。君達が我わが輩はい達を受け入れ、神父の命を救う事ができれば、神父から聖女の情報を引き出せる。上手くすれば教会の協力が得られるかもしれない。どうだ？　少しばかり、この状じよう況きようが簡単になったと思うだろう。これは単純な取引だ」

　神父から情報を引き出したければ、俺おれ達と手を組め──実に、分かり易い取引だった。

　怪け我が人にんを取引のダシにするのかという批ひ判はんが神父当人から聞こえてきそうだが、傭兵と魔ま女じよの二人組相手に倫りん理りを説いてもなんの意味もない。

　頭目はゼロの問いに対して、ほんの数秒考えるような間を挟はさんだ。

「──なぜ神父を教会に連れていかず、俺達のところに連れてきた……と聞くのは野暮だろうな。お互たがいに訳ありというわけだ。だが、分からねぇな。最近まで聖女と一いつ緒しよにいたあんたらが、なぜ今になって聖都を追われ、なぜまた聖女に関わろうとするのか」

「それに関しては少しばかり複雑だな。まあ、簡単に言えば少々調べ物をしていたのだ。そして核かく心しんに近づいたところで、追おい払はらわれた。だが我輩は、やりかけた仕事を途と中ちゆうで放り出して安あん穏のんとしていられる性た質ちではない」

　なるほどな、と男は口の中で呟つぶやいた。

　そうして、

「──いいだろう。悪くない取引だ」

　と言った。タルバが空を見上げて、情けない声を上げる。

「けど、お頭ぁ！」

「よく考えろタルバ。俺が矢を射いたとき、その男はお前を盾たてにせず、むしろ木の陰に突つき飛とばして逃にがした。その時点で敵意がない事は確認できてる。なにより、そいつが本気になったら、人質なんてまどろっこしい事しないで突っ込んできてるはずだ」

　俺は目を瞬しばたたいた。まるで俺をよく知っているような口ぶりだ。

　俺の疑問を察したように、頭目が言いい添そえる。

「気を悪くしないでくれよ、白いの。噂うわさであんたを知ってるんだ」

「噂だぁ？」

「目立つからなぁ、あんたのその見てくれは。大型の猫ねこ科かで、白い毛並みに黒の模も様よう。元がなんだか分からない獣けもの堕おちってな。戦場じゃ有名人だぜ」

　まあ、俺は今までいろんな戦場を巡めぐってきたわけだから、知られていてもおかしくはない。特に相手が盗とう賊ぞくで、仮に傭よう兵へい崩くずれなら、顔を合わせた可能性もおおいにある。

　そういう連中が俺おれについて聞いている噂うわさと言ったら、大体の想像はつく。人質も取らずに敵を皆みな殺ごろしにするとか、目に入る奴やつは仲間だろうと容よう赦しやなく殺すとか、そういう噂だ。

　そのなりふり構わない戦い方のせいでありがたくない渾あだ名なもいくつか頂ちよう戴だいした。最近では呼ばれる事も少ないが──。

「【黒の死し獣じゆう】──たった一人で敵部隊を壊かい滅めつさせ、全身に浴びた返り血で黒く染まった姿から、そんな渾名がついたんだったか。血は一晩経つと黒くなるからな」

　ああ、クソ。一番恥はずかしいのを知ってる奴が来ちまった。できる事なら永遠に隠かくしておきたい過去と渾名だ。気恥ずかしさに首の辺りの毛がざわざわと逆立つ。

「黒の……死獣……」

　じっと俺を見るゼロの視線が、とてつもなく気まずい。やめろ、俺をそんな目で見るな。その渾名を考えたのは俺じゃねぇ。

「ひ……人ひと違ちがいじゃねえのか？　そんな恥ずかしい渾名知らねぇなぁ」

「あんたみたいな獣けもの堕おちは珍めずらしい。そのうえ、その鼻面の傷だ。人違いって事もねぇだろう。最近噂を聞かなくなったが、まだ生きてたか」

「わ、我わが輩はいも今日から君を【黒の死獣】と呼んだ方が……」

「あぁああぁ！　やめろ！　絶対にやめろよ！　絶対に返事しねぇからな！」

　そもそも、当時の俺はせいぜい十七歳だった。それが獣堕ちだからと最前線に送られて、おまけに戦場で孤こ立りつして、わけも分からず恐きよう慌こう状態になった結果、敵部隊が全ぜん滅めつした。

　俺としてはそれを恥ずべき過去だと思っているし、だからその話をされるたびに「昔はやんちゃだったよね」とでも言われるような、どうにもならない居心地の悪さを感じるのだ。

　だというのにわざわざゼロの前でむし返してくれやがって、余計な事を。

「おいてめぇ！　人様の恥ずかしい過去をわざわざ穿ほじくり返かえしやがって──面ぁ見せろ！　降りて来い殺してやる！」

　含ふくみ笑わらいが木を揺ゆらした。巨大な鳥の羽音が響ひびき、木の上から声の主が降りてくる。ようやく姿を現したその姿を見て、さすがに啞あ然ぜんとした。

　両りよう腕うでを広げても足りないほど巨大な翼つばさに、しっかりと地面を摑つかむ鋭するどい蹴け爪づめ。着地と同時に白い羽毛が舞まって、ランタンの光の中でその姿は幻げん想そう的てきですらある。

　白い──。

　鷹たかの、獣堕ち。

「マジかよ……近くで鳥を見るのは初めてだ」

　珍しいだろう？　と、鷹の獣堕ちは笑って翼を軽く広げてみせた。

「さっきは攻こう撃げきして悪かったな。あんたの他に二人分の気配があったんで、一応警けい戒かいと牽けん制せいをさせてもらった。しかしまあ、相手が女と怪け我が人にんなら追い返す理由もない。──タルバ。先に行って砦とりでの連中に客人が来ると伝えてくれ」

「そいつらを信じるのかよ、お頭！　罠わなかもしれねぇだろ！」

「信じやしないさ。罠かもしれん。──だが、神父はどう見ても死にかけだ。ここで追い返したら本当に死んじまう。俺おれがここに来た病人や怪け我が人にんを見捨てた事があるか？　タルバ」

　それは、とタルバは口ごもる。

「それに、俺達は聖女拉ら致ち未み遂すいをやらかしたんだ。どっかのお偉えらいさんが俺達の討とう伐ばつに乗り出すのも時間の問題だろう。どの道討伐される運命なら、俺はこいつらが俺達の力になってくれる方に賭かける」

　行けと命じられて、タルバは俺達の方を気にしつつもロータス砦へと走っていく。

　その後ろ姿を見送って、鷹たかの獣けもの堕おちは小さく息を吐ついた。

「悪いな……親友が死んだせいで神経質になってるんだ。頭ではあんたらのせいじゃないと分かってるはずだが、八つ当たりせずにはいられないんだろう」

「気にしてねぇよ。恨うらみ言ごとを吐はかれるのは慣れっこだ」

　俺が軽く尻尾しつぽを揺ゆらすと、鷹の獣堕ちは「ありがとう」と恐おそろしく素直に礼を言った。

「来な。ロータス砦まで案内しよう」
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　石いし壁かべ全体にびっしりと蔦つたが絡からまった、風化寸前の廃はい砦さい──それが、ロータス砦とりでだった。

　過去には重要な防衛拠きよ点てんとして何度も敵兵を追おい払はらったのだろうが、打ち捨てられて老ろう朽きゆう化かしたその姿には、過去の勇ゆう猛もうさを窺うかがい見みる事すらできない。正門を守る大おお扉とびらも木が腐くさって黒ずんでおり、板切れを何重にも打ち付けてどうにか持ちこたえているような状態だった。

　そして砦の内部に足を踏ふみ入いれると、その陰いん気きな印象はますます強くなる。大広間に入った瞬しゆん間かん、周囲に漂ただよう死の気配に本能的に体が竦すくみ、全身の毛が逆立つのを感じた。

「……これが盗とう賊ぞくの根城か？」

　冗じよう談だんだろう、と思わず引きつった声が出る。

　広間に座り込んでいる、あるいは倒たおれ込こんでいる大勢の中に、盗賊と呼べるような荒あらくれ者は一人としていなかった。

　女子供の数が多すぎるし、男も病人や怪け我が人にんばかりだ。そうでない者でも病気の妻や子供に付つき添そっているという感じで、とても略りやく奪だつに精を出す性分には見えない。

　聖女をさらった男達はいかにも盗賊風だったが、単にそういう人員を聖女拉ら致ちに割いたというだけらしい。

「そうだ。ここがロータス砦──聖女暗殺を企たくらむ、極悪非道の盗賊団の根城だ」

　俺おれが思わずこぼした言葉に、鷹たかの獣けもの堕おち──カルと名乗った──は穏おだやかに答えた。

「そうは見えないか？」

「まあ……俺の知ってる盗賊団の概念からは、かなり外れてるな」

「奇き遇ぐうだな。俺の知ってる盗賊団の概念ともだいぶ違ちがう。──だがこう見えて、結構行動的な連中なんだ。動ける奴やつらが集まって商人の馬車を襲おそう事もあるし、あんたらも知っての通り、聖女を襲う事もある。総勢五十人にものぼる、立派な極悪人の集団さ」

　陽気に笑いながら、カルは軽く腕うでを振ふる。──腕があるんだな、鳥の獣堕ちって。前にどこかでちらっとは見たが、こうして間近で鳥を見るのは初めてだ。

　両手は人間の手よりも鳥の蹴け爪づめに近いが、それなりに器用に動いている。足は完全に鷹のそれで、歩くたびに爪がカチカチと音を立てていた。翼つばさは肩けん甲こう骨こつの辺りから一対──背中を覆おおい隠かくす巨大な羽は、上等なマントのようにも見える。

　まさかこいつ、飛べるのか？

　そう思っていたら、ゼロがつつ、とカルに忍しのび寄より、その翼を無ぶ遠えん慮りよに摑つかんだ。そのまま大きく広げて、羽の構造をしげしげと観察する。

「……なんだ？　お嬢ちゃん」

「君は、もしや空を飛べるのか？」

「まあ、鳥だからな」

　飛べるらしい。素直にすげぇな。

　俺おれが感心したのと同じように、ゼロもどこか嬉うれしそうに感かん嘆たんの息いきを吐つく。

「では君の骨は、鳥と同じく空くう洞どうなのか？　体が重すぎては飛べないだろう。君は傭よう兵へいと同じくらい大きいが、重さはその半分もないのではないか？」

　質問を連発しながら、ゼロはほとんどカルの羽に埋うまるようにして「中は温かい」とか「もふもふだ」とか呟つぶやいている。
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　そんなゼロを、カルは表情を動かさないまま見下ろした。──というか、クチバシに鳥の目じゃあ表情もクソもないのでカルは基本的に無表情だ。だがその代わり、カルは声にやたらと感情を込めて喋しやべる。ゼロの問いに答える声にも、いかにも感心したという気持ちがたっぷりと込められていた。

「へーぇ。物知りだな、お嬢ちゃん。そうだ。俺の骨は鳥と同じで、空洞になってる。俺も骨折してみるまで知らなかったんだがな」

　料理をしない奴やつは知らないかもしれないが、鳥の骨は密度が低く、軽くて脆もろい。部位にもよるが基本的にはすかすかで、おかげで体が軽く、飛べるんだろう。

「見てくれはこんなだが、打たれ弱いんだ。あんたの連れの獣けもの堕おちに、冗じよう談だんでも俺を殴なぐらないようにきつく言っといてくれよ？　人間相手なら危険もないが、相手が獣堕ちじゃあどんだけ手加減されても致ち命めい傷しようになりかねん」

「おいこら、人を凶きよう暴ぼうな野や獣じゆうみたいに言うんじゃねえよ。心配しなくても、俺おれは金にならない暴力は振ふるわない主義なんだよ」

「それはそれは、いかにも〝傭よう兵へい〟らしい主義だ」

　俺が吐はき捨すてると、対してカルは楽しげに笑う。表情は動かないが、声だけで笑っていると分かる。ゼロはそんなカルの羽を一ひと撫なでし、うっとりと呟つぶやいた。

「綺き麗れいな羽だ。とても美しい。傭兵の毛並みも美しいが、それとはまた違ちがう魅み力りよくがある。我わが輩はい、君の羽が大好きだ」

「そりゃ、どうもありがとよ。褒ほめてくれたお礼にこいつをやろう」

　カルは自分の羽を一本引ひき抜ぬき、ゼロに差し出した。それを喜んで受け取ったゼロの頭をフード越しにくしゃりと撫なでて、カルははたと動きを止める。

　──ようやく、まともにゼロの顔を見たようだ。

「こいつは……驚おどろいたな。お嬢ちゃんも綺き麗れいだってお世せ辞じを言おうとしたんだが……綺麗どころの騒さわぎじゃねえな。あんた、信じられんくらい美人だ」

　しみじみと、感心したような言い方だった。ゼロはフードをついと上げて、赤い唇くちびるに笑みを刻んでみせる。

「そりゃ、どうもありがとよ。褒めてくれた礼は何もないがな」

　ゼロはカルの口真似をして、くつくつと肩かたを揺ゆらした。

　しかし、と俺は純じゆん粋すいな疑問を口にする。

「邪じや魔まじゃねえのか……？　その羽。仰あお向むけに寝ねられねぇだろ」

「お察しの通り、死ぬほど邪魔だな。だから寝る時は座って寝てるんだ。低い所を飛ぶと木に引ひっ掛かかるし、何より服を用意するのが至難の技だ。俺の腕うでより長いからな、この羽は」

　カルが大きく羽を広げてみせると、その長さは片かた翼よくだけでも大人一人分はある。俺が感心して肩を落とすと、突とつ然ぜんゼロが両腕を広げ、カルの体に力一杯抱だきついた。

「うわ、お……おい！　お嬢ちゃん!?」

　驚いたせいでカルの全身の羽が逆立ち、そこに顔を埋うめてゼロは子供のような声を上げる。

「我輩、一度でいいから鳥をベッドにして寝てみたかったのだ。幾いく千せんもの鳥を捕とらえて羽をむしろうかと考えた事もあったが、やはり生きた鳥の羽毛でなければ。ああ、この至高の肌はだ触ざわり……！　すべらかでいながら、ふかふかとしていて……温かい」

「う、羽毛って……！」

「こらこらこらこら！　公衆の面前でやめろ痴ち女じよ！　お前にとっちゃ可愛い鳥さんかもしれねぇが、そいつも中身は立派な男なんだぞ！」

　俺は慌あわてて、カルからゼロを引っぺがした。するとゼロは玩具おもちやを取り上げられた子供のように不満そうな声を上げる。

「我わが輩はいの羽毛……！　すべすべのふわふわ……！」

「すまねぇ、この女ちょっとかなり度を越して頭がおかしいんだ」

「いや……おかげで羽毛のために殺される鳥の気持ちが、現実の恐きよう怖ふとして味わえた……今後、羽毛の枕まくらを使ってる奴やつを見るたびに悪夢を見そうだ」

　俺おれが毛皮の敷しき物ものを見るたびに微び妙みような気持ちになるのと同じだろう。基本的には人間だが、自分と似通った動物に対する謎なぞの親近感は確かにある。

　それで、と。カルは気を取り直したように、俺が肩かたに担いでいる神父を見た。

「まずはその神父様を休ませよう。──おい誰だれか！　客間に医者を呼んできてくれ！」

　カルがよく通る声で一声呼ぶと、誰かが「俺が行く」と答えて駆かけていく。ちらと声の方を確認すると、まだ小さな子供だった。

「テオもそうだが……ガキが多いんだな。この極悪人の集団は」

「そうだな。で、ガキももれなく極悪人だ。怖こわいだろう？　俺はガキ共が砦とりでの中で一番怖い」

　あいつらには遠えん慮りよや加減ってもんがないからな、とカルは笑いを含ふくませながら言う。

「さ、ここが客間だ。神父様を休ませてやてくれ」

　廊ろう下かに出て、一番手近な木戸を開けた。元は砦を守る兵士の寝しん室しつだったのだろう。殺風景ながらも清潔なベッドがある部屋で、神父を休ませるには好都合だ。

　促うながされるままに神父をベッドに横たえ、毛布をかける。

　と、ばたばたと騒そう々ぞうしい足音が部屋に近づいてきた。子供が呼びに走った医者だろう。医者って奴らはいつも偉えらぶっていて、動きもゆっくりしてるものだと思っていたが──足音から察するに全力疾しつ走そうだ。そのままノックもせずに、医者特有の黒いローブ姿の男が勢いよく飛び込んでくる。

「血ち塗まみれの重じゆう傷しようだって？　なんだってこんなところに連れてきたんだ！　教会に担ぎ込んだ方がはるかにマシな治ち療りようが受けられただろうに、患かん者じやの命が惜しくないのか！」

　古びた医い療りよう鞄かばんを手に持って、医者は怒いかりも露あらわにどしどしと足音を鳴らした。背は低いががっしりとした体格で、左手の小指と薬指がない。

　──見覚えがある。と、思ったのは、どうやら相手も同じらしい。俺と医者は互たがいに顔を見合わせて、同時に「あ」と声を上げた。

「お前……確か、馬車が突つっ込こんできたときに宿で会った──！」

「君は……あの時の獣けもの堕おちの傭よう兵へいか！」

　テオが馬車で宿屋に突っ込んできたとき、俺の傷を縫ぬった獣じゆう医いだ。

　名前は確か、ティトとか言っただろうか。

「なんだってこんなとこで……！　この国じゃもう医者として食っていけないから、医師ギルドの連中と他の国に行くんじゃなかったのかよ」

「待った。その前に患者だ。重傷なんだろう？　何があった」

「ああ……聖都で砲ほう撃げきを受けたんだ。弾たまは避よけたが、砕くだけた木の破片にやられてな」

「砲撃!?　それは……私じゃ助けられないかもしれんぞ。全力は尽つくすが、所しよ詮せんは獣じゆう医いだ」

　ティトは鞄かばんを広げて針や包帯を取り出した。神父の服を裂さいて血をぬぐい取り、安心したように息を吐つく。

「ああ……よし、これなら私でもどうにかなるぞ。さほど酷ひどい傷じゃない。出血量が多いようだから無理かと思ったが……運のいい神父様だ」

　当然だ。致ち命めい傷しようは事前にゼロが治ち療りようしてある。しかしそんな事を言えるわけもないので、

「神のご加護があったんだろうよ」

　と適当な事を言っておいた。

　ティトは先の曲がった縫ぬい針ばりに糸を通して、神父の皮ひ膚ふに刺さし通とおす。手際よく傷を縫い合わせる様子を興味深そうに観察しながら、ゼロが「傷を縫って終わりか？」と聞いた。

「いや、縫い終えたら化か膿のうを止める軟なん膏こうを塗ぬる。恐おそらく高い熱が出るだろうから、熱を下げる薬もだ。全部、この森で採れた薬草から私が作ったものだがね。少なくとも動物達には効いていたし、砦とりでの患かん者じや達にも効果はあったから、神父様にも効くだろう」

「へーぇ。獣医つっても、立派なお医者様じゃねえか」

　感心して俺が言うと、ティトは苦い笑みを浮うかべた。

「まあ、ある程度の部分はな……だが牛には効いた薬が、人間には毒になった事もある。私のせいで病状が悪化したんだ。──それでも、この砦の患者達は私を責めはしなかった」

　理由が分かるか？　と問いながら、ティトは目を細めて神父の傷を縫い合わせる。

「国がこんな状じよう況きようじゃ、私のような獣医でもいないよりはマシなのさ。それほど切せつ迫ぱくしている。君がさっき言った通り、私も国を出るつもりだったんだがね……ほら、あの子供が。見捨てないでくれと泣いて怒ど鳴なっていただろう」

　テオの事だ。

　──医者が必要なんだ、この国を見捨てるのかよ。

　そんな悲鳴のような叫さけびが、ティトの足を止めさせたらしい。

「だが、この国じゃもう稼かせげねぇんだろ？　金がなきゃ飢うえ死じにだ」

「飢え死になど、しないさ」

　きっぱりと言った。確信を込めた断言というのは珍めずらしく、聞くとぎくりとするものがある。

「聖女の奇き跡せきにあやかれない人々は、なけなしの金を持って医者のところに来る。まだ残っている医者を探して、一人の医者に大勢の患者が殺さつ到とうする。そうなると、金持ち連中は医者を専属で抱かかえ込こむようになるんだ。ますます医者の数は減って、その結果、さして高名でもない町医者の仕事は過か酷こくになる。だが相手は貧乏人だからな。患者一人当たりの実入りは少ない。そういう状況が嫌いやなだけで、食べていけないわけじゃないんだ」

　飢えはしない。だが金と時間と労力をかけて医者になったのに、苦労と実入りの比率が農のう奴どと同程度では割に合わない。しかも、地位と名めい誉よは聖女が根こそぎ持っていくのだ。

　そんな環かん境きように残る医者がどれくらいいるか──。

「私がロータス砦とりでに来たのは偶ぐう然ぜんさ。倒たおれてる人を助けてね。その縁えんでここに来た。そのまま居座る事に決めたよ。ここなら患かん者じやには事かかないし、とにかく寝ねる場所と食事がある。私にはそれだけで十分だと気がついた」

　確かに、このロータス砦は一見しただけで病人だらけだ。ここではそういう人間が寄り集まって、肩かたを寄せ合い、助け合いながら生きている。

「私は誰だれかを助けたいと思って医者になった。獣じゆう医いではあるがね。動物が病めば人も病むし、家畜が死ねば人も死ぬ。──だが、聖女は動物も治せるんだ。まともに金を払はらえる患者があらかた聖女に流れてしまい、生活が苦しくなった。だからと言って目の前の患者を捨てて国外に流れたんじゃ、私は結局金のために医者になった事になってしまう」

　恥はずかしいじゃないか、とティトは苦しげに笑った。

　そんなのは医者として、あまりにも恥ずかしい、と。

「──だが、治せないだろう？」

　急に、ゼロが背筋の凍こおるような言葉を吐はいた。

　ティトはさっと青ざめて、固く強こわ張ばった表情でゼロを見る。

「今、なんと？」

「この砦にいる患者は絶対に完治しないだろう、と言ったのだ。治るどころか、悪化する一方だろう」

「なぜそんな事が分かるね？　治るかもしれないだろう！　やってみなければ分からない」

「いいや、ありえない。彼らに山や羊ぎの刻印がある限り」

　山羊の刻印──その言葉で、カルとティトに緊きん張ちようが走るのが分かった。

「君達とて、気付いていないわけではないだろう。山羊の刻印を持つ者が何を背負わされているか。その結果、どうなるか。そうでなければ、聖女を拉ら致ちしようなどと考えはしないだろうからな」

　カルは羽を軽く開いて、すぐに閉じた。肩かたをすくめるような動作だ。

「なるほど……こっちの事情はお見通しって事か。あんたらの言う〝調べ物〟ってのも、山羊の刻印が関係してるのか？　さしずめ……お嬢ちゃんが聖都で焼き印を押おされて、それをどうにかしたいってところだろう。ここの連中と同じ、聖女の被ひ害がい者しやってわけだ」

　間ま違ちがった推理だが、肯こう定ていしておいた方が楽そうな流れだな。俺おれとしてはどう思ってもらっても構わなかったが、ゼロはきっぱりと「違ちがう」と否定してしまう。

「我わが輩はいは被害者などではない。──むしろ加害者と言っていいだろうな」

「加害者？」

　問い返したカルに馬鹿正直に答えようとしたゼロの口を、俺がすかさず押さえて黙だまらせる。

「悪いが、いろいろ込み入っててな。詳くわしく話せん事もある」

　特にこの部屋には神父がいるんだ。たとえ気を失っていても、ゼロが魔ま法ほうを生み出した魔ま女じよだなんて、口が裂さけても言うわけにはいかない。

「俺おれ達の事はとりあえずおいといて……だ。お前らは一体どうやって気付いたんだ？　山や羊ぎの刻印が怪け我がや病気を呼ぶってよ」

「さぁて……どうだろうな。ただ、このロータス砦とりでで山羊の刻印を持つ連中は、全員が病人か怪我人だ。そしてその病気や怪我は〝増えていく〟。酷ひどいのになると、寝ねて起きたら腕うでが腐くさり落ちたなんて事もあるくらいだ。何が起こっているかは嫌いやでも察しがつくだろう」

　──つまり、状じよう況きようの断片を組み合わせただけで原因に行き着くほど、被ひ害がいは恐おそろしく広がっている、という事か。俺は暗あん澹たんとした気持ちで息を吐ついた。

「我わが輩はい……分からないのだが」

　釈しやく然ぜんとしない雰ふん囲い気きで、ゼロがふいにカルを見た。

「なぜ、こんなにも多くの人々が刻印を受け入れたのだ？　無論、初期には知らずに入れた者も多いだろうが、これだけ被害者が増えればいくらかは周知もされたはず。悪い噂うわさとは広がりやすいものだろう？　それでもなお、聖都には多くの聖女信者が集まっている」

　なぜだ、と繰くり返かえして問うゼロに、カルは端たん的てきに答えた。

「──金だよ、お嬢ちゃん」

　それは、恐おそらく一番予想できた理由で、そして一番聞きたくない理由だった。

　あまりにも現実的過ぎて、やりきれない気分が押おし寄よせてくる。

「〝犠ぎ牲せいと献けん身しんの使徒〟──か」

　俺は聖都アクディオスで見た、聖女の屋や敷しきから出てくる貧乏人の姿を思い出した。

　聖女の屋敷で山羊の刻印を頂けば、施ほどこしの金と療りよう養よう所じよでの治ち療りようが手に入る。たとえその結果病状が悪化すると分かっていても、金のために刻印を欲しがる奴やつは多いってわけだ。

　そういう事だな、と答えるカルの声は冷たく固い。

「ここにいる奴らはみんな、金で自分の健康を売ったんだよ」
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　ティトに神父を任せ、カルに促うながされるまま別室に移った。医師であるティトに「怪我人の近くで不ふ穏おんな話をするもんじゃない」と文句を言われては、頭目のカルであっても客間に居座り続けるわけにもいかない。

　まあ別室と言っても、客間の正面にある、同じような部屋なんだが……その片かた隅すみにあるガタついたテーブルにつき、カルが用意してくれた水をありがたく飲み干す。

　少し落ち着いたところで、

「全ての始まりはこの言葉だ」

　とカルが切り出した。

「〝この刻印を背負う者は、人々の苦痛をその身に引き受け、聖女の敬けい虔けんなる使徒となる。その献けん身しんと犠ぎ牲せいの精神によって、死後に神の祝福を受ける事になるだろう──そしてその身に刻印を受けた者には、献身に報いる清き精神への褒ほう章しようを与える〟」

　いかにも教会らしい文言を、カルが情感をたっぷり込めて語る。俺おれとゼロがきょとんとしていると、カルは楽しげに肩かたを揺ゆらして笑った。

「聖女がアクディオスの領主になって出したお触ふれだよ。〝犠牲と献身の使徒〟を集めるためのな。だが、褒章を手に入れるには焼き印の痛みに耐たえる必要がある。その結果、かなり切せつ迫ぱくした貧乏人が集まる事になった」

「金持ち共は群がらなかったのか？　好きそうじゃねえか、そういう〝痛みに耐えて聖女の使徒となる〟とかいう肩書き」

「群がったが、聖女はそれを門もん前ぜん払ばらいしたんだ。これは金持ち相手の道楽じゃないとな。山や羊ぎの刻印を持つ権利がある者は、清貧に耐える心の清らかな者達だけだと言い切った」

「そりゃあ……貧乏人共に人気が出た事だろうな……」

　日ひ頃ごろから虐しいたげられ、踏ふみつけにされていた最下層の貧乏人達だけが、金持ち達がなりたがっている〝聖女の使徒〟になれるんだ。これほど気分のいい話はないだろう。

「そうだ。爆ばく発はつ的てきに広まった。〝山羊の刻印のおかげで病気が治った〟なんて言い出す奴やつもいたくらいだ。そのせいもあって、医者にかかれない貧乏人は競って山羊の刻印を欲しがった」

　皮肉なものだな、とゼロは苦い声で言う。

「病を治したい一心で集まった者が、他人の苦痛を引き受ける生いけ贄にえにされた……か。上手い計画だと感心するが、同時にひどく苦々しい」

「一部の人間が事実に気付いて、〝山羊の刻印は魔ま女じよの呪のろいだ〟と教会に密告したらしいが、聖女はすでに近きん隣りんの教会からの絶大な信しん頼らいを得ていた。何の力も持たない貧乏人が何を言ったところで、〝それはただの焼き印だ〟と言われて終わり──聖女は最初からこういう状じよう況きようを見越して、最も力のない奴らを対象に刻印をばら撒まいたんだ」

　だが、と俺は質問を差さし挟はさむ。

「前に港町で健康を絵に描かいたような漁師や、羽は振ぶりのよさそうな商人が山羊の刺青いれずみを入れてるのを見たんだが……そいつらに被ひ害がいはねぇのか？　貧乏人以外にも被害が出てりゃ、教会も少しは話を聞くだろ」

　そりゃ別物だよ、とカルは大おお仰ぎように首を左右に振ふった。

「そいつらは聖女への信しん仰こうの証として、自前で刺青を入れてるんだ。聖女は富める者には絶対に刻印を与えない。聖女の屋や敷しきで受けた刻印だけが特別なんだ」

「そりゃ……ますます聞く耳を持ってもらえなさそうだな……」

「ああ、絶望的だな。聖女を告発したりしたら、逆にこっちが火刑台行きって事もあり得る。──そんな状じよう況きようでも、山や羊ぎの刻印を入れると病気になるって噂うわさは確かに立った。だが、そんな噂がどうしたってんだ？　噂は噂──噓うそかもしれねぇ。だが、山羊の刻印を入れれば〝確実〟に金が手に入る。目先の欲望に目がくらんで刻印をいくつも入れて、金を使う前に死んだなんて奴やつもいるくらいだ」

「本ほん末まつ転てん倒とうもはなはだしいな……」

　ゼロが呆あきれたように肩かたを落とした。

「さすがに同情できねぇぞ」

　俺おれも遠えん慮りよなく本心を言わせてもらう。しかしカルは気分を害した風もなく笑ってみせた。

「ああ、まったくの自己責任だよ。同情の余地もねえ。納得ずくで自分の体を売ってる奴は好きにすりゃいいのさ。だが──親が子供を売り始めた」

「捨てるよりも便利な口減らしの手段ができたってわけか。確かに、人買いに売るよりもはるかに効率よく稼かせげそうだ」

「病気になった子供が邪じや魔まになれば、聖都の診しん療りよう所じよに放り込んじまえば済むしな」

「同じガキを捨てるにしても、テオの母親はまだマシな部類か……」

　思わず呟つぶやいて、俺は天井を仰あおいだ。

　すると、カルが怪け訝げんそうに首を傾かしげる。

「テオが母親に捨てられた……？　なんでそう思うんだ、あんた」

「思うも何も、テオが自分で言ったんだ。ロータス砦とりでに母親がいるが、もう帰る必要もねぇってな。夫が死んで別の男でも見つけたんだろ？　で、テオが邪魔になったと」

　突とつ然ぜん、カルが立ち上がった。

「──ついてきな。テオの母親に会わせてやる」

「……は？　なんだ突然。別に会いたくもねえし、会ったところで話す事も──」

「いいから黙だまってついてこいって」

　俺はゼロと顔を見合わせ、仕方なく立ち上がった。




　カルは部屋を出て廊ろう下かを抜ぬけ、砦の裏庭に俺達を連れ出す。荒れ放題の裏庭は半分以上が森に侵しん食しよくされていたが、一部分だけよく手入れされている場所があった。

　整然と並べられた木の杭くいと、盛られた土。供そなえられた花の輪。

「……墓場、か」

　ゼロが呟くと、カルが一つの墓の前で足を止めた。

「これがテオの母親だ。聖女を襲しゆう撃げきする二日前に死んだ」

「なんだと!?　だが、テオはそんな事一言も──」

　俺ははっとして口を閉ざした。

　砦とりでに母親がいるが、もう待っていてはくれない。

　なるほど──こういう、意味か。

「母親に邪じや魔まにされて、捨てられたわけじゃねぇんだな……」

「その逆さ。仲のいい親子で、母親は死ぬ寸前までテオの事を気にかけてた。それで、テオも襲しゆう撃げきに参加したいと言い出したんだ。母親の敵かたきを討つと言ってな」

「今いま更さら言ってもしょうがねぇが……止めるべきだったんじゃねえのか？」

　無意識に咎とがめるような声になった。

　あんな小さなガキに母親の仇あだ討うちを許すなど、俺おれが言うのもなんだがまっとうな大人のする事じゃない。

「もちろん止めたさ。だが、タルバが勝手に連れていったんだ。あいつは……タルバはいい奴やつなんだが、いつも感情で動き過ぎる。善よかれと思ってやってるんだろうがな……で、襲撃は見事に失敗。そんな状じよう況きようでテオが聖女の旅に同行を始めたなんて聞いたら、誰だれだって飛んで迎えに行くだろう？」

　冗じよう談だんめかして言いながら、カルは翼つばさを軽く広げてみせる。笑えるような話ではないのだが、不思議とカルのおどけたような仕草に嫌いや味みは感じられない。

　応じて、俺も軽く肩かたを竦すくめた。

「ああ。どう計算してもイデアベルナに迎むかえが現れるのが早過ぎると思ってたが、お前さんを見て納得したよ。ったく……そうと知ってりゃ屋や敷しきに置いてきたりしなかったのによ……」

　やりたい事があるんだと、そう言って笑ったテオの「やりたい事」が復ふく讐しゆうだなどと想像もしなかった。

　つまり、テオはずっと演技していたのだ。聖女であるリアに笑いかけ、献けん身しん的てきに尽つくし、ときには甘えてみせながら、リアに気に入られようと努めていた。

　ただ、リアに復讐する機会を窺うかがうために──。

「……苦しんで死んだのか？」

「ああ、酷ひどいもんだった。高熱で何日もうなされて、テオと旦だん那なの名前を呼び続けてた。テオは母親が死ぬ瞬しゆん間かんまで、決して側から離はなれなかった。で、死んだ後にこう言ったんだ。〝何もできなかった。自分がガキだから、母親を守れなかった〟ってな」

　カルは鉤かぎ爪づめを隠かくすようにして指を丸め、その背でそっと墓ぼ標ひようを撫なでる。

「だが、テオの母親は聖女を恨うらんではいなかった。〝全部納得の上でやった事なんだから、聖女様を恨むのは筋すじ違ちがい〟だと言ってな。金をもらえたおかげで、しばらくは飢うえずに済んだ。それだけでありがたいってよ」

　だが、とカルは拳こぶしを握にぎり締しめた。

「そもそもテオ達が飢えたのは、稼かせぎ頭がしらの夫を治ち療りようする医者がいなかったからだ。それなのに、頼たのみの聖女は金持ちの治療で忙いそがしい。喰くい詰つめた女によう房ぼうが悩なやんだ末に聖女の屋敷で健康を売ったとして──それは本当に自業自得か？　明日飢うえて死ぬか、〝健康〟なんて曖あい昧まいなもんを差し出して今日のパンを買うかの選せん択たくを強いておきながら、〝そっちの自由で健康を差し出したんだから文句を言うな〟と言えるのか？」

　将来的に苦しむと分かっていても、それをしなければ今を生き延びられない。極限の飢えの中で差し出される、甘く柔やわらかな毒入りのパン──か。

「……人を救うための魔ま法ほうだった」

　突とつ然ぜん、ゼロが白く細い息を吐はいた。

「より多くの人を、少しの負担で救うための……そういう魔法だったのだ」

　湿しめった土に打ち込まれた墓ぼ標ひよう代わりの木をそっと撫なで、すまない、と囁ささやく。

「おい、馬鹿……！」

　カルの前で何を言い出すんだ、この女。慌あわてて止めようしたが、もう遅おそい──カルはすでに〝その言葉〟を聞いている。

「──魔法？」

　怪け訝げんそうに聞き返したカルに、ゼロは静かに頷うなずいた。

　どうやら全部ばらしちまうつもりらしい。

「鷹たかの戦士よ。君は〝魔法〟の噂うわさを聞いた事があるか？」

「ああ……最近よく聞くな。確か、ウェニアスで魔ま女じよの反乱がどうとか……」

「そうだ。魔法はウェニアス王国で広まった魔女の技術だ。そして聖女の使う治ち癒ゆの奇き跡せきは、〈犠牲印サクリシグス〉という魔法なのだ。治ち療りようを受けた者の傷や病を、〈犠牲印〉を刻まれた者に分配するというな」

　カルが大きく顎あごを落とし、啞あ然ぜんとしてゼロを凝ぎよう視しした。

「ちょ、ちょっと待ってくれ……！　急に魔法がどうとか言われても、何が何だか……」

　こうなっちまったら、誤解を与えないように洗いざらいぶちまけるのが一番か……。今一つ理解できていないようなので、仕方なく俺おれが横から補ほ足そくする。

「俺達はウェニアスから来たんだ。ウェニアス王国の主席魔法使いに雇やとわれて、魔法がウェニアス国外に及ぼす影えい響きようの調査をしてる。問題が起こってるようなら、その解決もな」

「魔法の調査って……じゃ、そっちのお嬢ちゃんは……」

　魔女なのか？　と問おうとしたのだろうが、カルはその先を結局口にしなかった。俺もわざわざ口には出さない。

　ウェニアス王国では魔女が公的に認められたが、ここはクレイオン共和国だ。魔女と知られれば火ひ炙あぶりにされる。

「我わが輩はい達は聖女が魔法を使うところを見た。その後聖都アクディオスに赴おもむき、その魔法が〈犠牲印〉である事を突つき止とめた。その直後に命を狙ねらわれ、こうしてここに来たのだ」

　そうか、と。カルは全てを理解したように肩かたを落とした。

「確かに普ふ通つうの女には見えなかったが……そういう事ならむしろ納得だ。──それじゃあ……アクディオスの聖女は本当に、魔ま女じよなんだな……？」

「正確には〝魔ま法ほう使つかい〟だな。聖女は魔ま術じゆつを知らず、魔法が使えるだけのようだから」

「──そう、か……」

　カルの表情は相変わらず動かない。だが、その声に滲にじみ出でる感情──これは落らく胆たんだ。

「もしかしたら聖女はただの飾かざりなんじゃないかと思ってたんだが……間ま違ちがいなくあの女がやってるんだな……」

「飾り？　何を根こん拠きよにそう思ったんだ」

「俺おれの方もいろいろ複雑なんだ。あんたらほどではないにせよ、な」

　その複雑な事情とやらについて詳くわしく聞こうと俺が口を開きかけると、それより先にゼロが顔を上げた。

「傭よう兵へい。鷹たかの。よければ一人にしてもらえるか？　我わが輩はい、少しだけここで死者達に祈っていきたい。──もし、我輩が祈っても構わなければ……」

　ゼロに問われて、カルはどこか気圧されたように頷うなずいた。

「それは……まあ、俺は別に構わんが」

「魔女が死者に祈るのかよ」

　俺が冗じよう談だんめかして笑うと、ゼロも墓標を見つめたまま少しだけ喉のどを震ふるわせる。

「そうだ。あたかも神父のようにな。──おかしいだろう？　滑こつ稽けいな我輩を見て、死者の魂たましいが少しでも笑ってくれればいいのだがな……」

　何か気の利いた言葉の一つくらいかけてやるべきかと思ったが、「お前のせいじゃない」だとか「気にしても仕方ない」だとか、そんなありきたりで上辺だけの言葉ばかりが頭に浮うかんでは消えていく。

　言葉を探しあぐねているうちに、カルが俺の肩かたを叩たたいて砦とりでの中へと促うながした。仕方ないのでカルの後に続いて歩き出し、

「風か邪ぜ引く前に中に戻もどれよ」

　などと、まったく言う必要のない言葉をかける。

　ゼロは軽く手を上げてそれに答え、静かに墓標の前にひざまずき、声もなく祈り始めた。




「妙みような感じだな……魔女ってのはもっと邪じや悪あくで、おぞましい奴やつらだと思ってたが……まさか死者のために祈りたいとは……」

　砦の中に戻るなり、カルが感かん慨がい深ぶかげに息を吐ついた。

「俺はあいつの他に魔女と魔術師を一人ずつ知ってるが、一人はガキで、一人は邪悪でおぞましかった。ま、魔女にも色々って事らしいぜ」

　そうは言うがな、とカルは難しげに首を捻ひねる。

「魔ま女じよは獣堕ちおれたちの首を魔ま術じゆつの道具にするんだろ？　あんた、よく魔女の護衛なんてやってられるな。黒の死──」

「よせ！　やめろ！　今後一度でもその渾あだ名なで呼んだら、首を落として血を抜ぬいて、羽を全部むしったうえで塩振ふってカリッと焼いて魔女の晩飯にしてやるからな！」

「ちょ、おいおい勘かん弁べんしてくれよ！　今、ニワトリの気持ちが現実的な恐きよう怖ふとして理解できたぞ。どうしてくれるんだよ、俺おれも鶏とり肉にく好きなのに」

　共食いじゃねぇか。と、思うには思ったが、さすがに性た質ちの悪い冗じよう談だん過すぎるか。

　獣けもの──こいつは鳥だが──の姿をしていても、中身は基本的に人間だ。

「じゃ、俺はあんたをなんて呼べばいいんだ？　連れのお嬢ちゃんは傭よう兵へいって呼んでたが……」

「ああ、もうそれでいい。傭兵って呼んでくれ」

「傭兵は名前じゃなくて職業だろう」

「ゼロだって名前じゃなくて数字だぞ。いいんだよ、名前なんてもんは個人が識別できりゃあ」

　変わった主義だな、とカルは首を傾かしげる。

　軽く腕うでを振って、俺は名前に関する話題を打ち切った。カルはそれを好機と見たように、随ずい分ぶんと前の話題を引っ張り出してきた。

「結局あんたらの目的は何なんだ？　魔ま法ほうの調査とか、解決とか言ってるが……それはつまり聖女を殺すって事とは違ちがうのか？　お嬢ちゃんが魔女だって事も話したんだ。もうはぐらかす必要もないだろう」

「ま、そりゃそうだわな」

　俺達が握にぎっている全ての情報の中で、最も隠かくすべきは〝ゼロが魔女だ〟という部分だ。それがバレてしまえば、何を隠す必要もない。

「俺達が接せつ触しよくしたいのは、聖女っていうより、その後ろにいる誰だれかなんだ」

「聖女の……後ろ？」

「ああ。俺達の読みでは、聖女に魔法を教えた奴やつがいるはずなんだ。聖女一人をどうこうしても、結局そいつを放置したらまたどこかで同じような事が起こる。だから元げん凶きようであるそいつを見つけたい。そのためには聖女から話を聞く必要がある」

　カルは足を止め、廊ろう下かの半ばで俺に振り返った。

「なんで聖女に魔法を教えた奴がいると思うんだ？　確か……〈ゼロの魔術師団〉とか言ったか。聖女がそこの一員だったって可能性は考えねぇのか？」

「まずあり得ないだろうな。仮にそうだとしても、〝聖女〟って仕組みを考えて、お膳ぜん立だてしたのは別の人間だろう。理由はいろいろあるが……一番の理由は聖女本人だ。あの女にここまで綿密な計画を立てて、実行に移せるような頭と気き概がいがあるようには思えねぇ」

「……そう……思うか？」

「思うな。お前も実際に聖女を見りゃあ分かるだろうが──」

「そうか……ああ、そうか……そうだよな……」

　カルは明らかな安あん堵どを込めて、独り言のように繰くり返かえした。

　リアが魔ま女じよだと知った時の反応と合わせて考えると、どうもこの男は聖女に対して少なからず好意的な立場にあるらしい。

　俺おれはどうしてか、リアが胸から下げていた鳥の羽はね飾かざりを思い出していた。

　前に、リアから孤こ児じ院いんにいた頃ころの話を聞いた事がある。

　その頃は寮りよう母ぼに叱しかられるたび、獣けもの堕おちの子がいつもかばってくれていた。だから獣堕ちに対する偏へん見けんがないのだ──と。

　今いま更さら腹の探さぐり合あいというのもまどろっこしい。俺は素直に質問する事にした。

「逆に聞くが、お前らは聖女をさらってどうする気だったんだ？　もっとはっきり言うなら、なんですぐに殺さなかった」

　ロータス砦とりでの人間達の境きよう遇ぐうを考えれば、自分達の命を吸い上げる聖女を殺しちまおうと考えるのが普ふ通つうだ。

　だがリアはさらわれそうになっていたんだ。殺されそうにはなっていない。

　するとカルは、また羽を軽く閉じ開きしてみせる。

「俺はな、傭よう兵へい。聖女を知ってるんだ。名前はフェーリア。泣き虫、弱虫、役立たずのリアって、孤児院のみんなにバカにされて泣いていた女の子をな」





３






　やっぱりな、という言葉は内心だけに留めておいた。

　リアが後生大事にしていた白い羽の首飾り──あれがカルの羽で作ったものだとするなら、リアが言っていた獣堕ちはカルの事で間ま違ちがいないだろう。

「あの女はとんでもなく臆おく病びようで、虫を踏ふむのが怖こわくて庭を歩きたがらないような性格でな。よく俺が飛んで運んでやった」

　昔を懐なつかしむ穏おだやかな声だった。

　小さな女の子を、これまた小さな鷹たかの獣堕ちが抱かかえて飛んでいる姿を想像して、柄がらにもなく微ほほ笑えましいような気持ちになる。

「その上ドジで泣き虫で……そんなんだから、成長しても引き取り手がいなくてな。結局、俺の方が先に孤児院を出る事になった。傭兵になって金を稼かせいで、いつか俺が引き取りに来てやるなんて約束してな」

「……なんで引き取りに行かなかったんだ？」

「間に合わなかったんだよ。俺が迎むかえに行ったとき、あいつは旅の商人だかに引き取られた後だった」

「孤こ児じに里親を選ぶ権利はねぇからな……」

　たとえリアが行きたくないとごねたとしたって、誰だれか引き取り手が現れればリアはそいつについていくしかない。

「一度は忘れようと思ったんだ。けどあの女はとろいからよ。引き取られた先で酷ひどい目に遭あってるんじゃねえかと心配でな」

　未練たらしいだろう、とカルが自じ嘲ちよう気ぎ味みに言う。

「それで、まあ他に生きる目的もなかったし、最近までずっと行方を捜さがしてたんだ。それであるとき、あの女が聖女として奇き跡せきを広めている事を知った。──正直言って、がっかりしたよ。あいつにはもう俺おれなんかいらないんだと知ってな。だが嬉うれしくもあったんだ。いつも誰かの役に立ちたいと言っていたあの女が、事実今は大勢の人間を助けてるんだってな」

「残念ながら、事はそう単純じゃなかった──と」

「ああ……聖女の考え無しの治ち療りよう方針に振ふり回まわされて大勢が死んだ。金持ち連中は健康になり、貧乏人はとことん病んだ」

　かち、と小さな音が鳴った。カルが壁かべに手をついて、鋭するどい鉤かぎ爪づめが石壁を叩たたいた音だ。

「あの女は馬鹿だからよ……親切のつもりでアリの巣に水を注いだりするんだ。アリさんも暑くて喉のどが渇かわいてるでしょうってな。それでもがいてるのを見て、喜んでると勘かん違ちがいする」

「えげつない馬鹿だな……」

「馬鹿だからえげつなくなれるんだろ。それで……もし今回もそうなら、教えてやらなきゃならんと思ってな。自分が何をやらかしたのか。何をやらかしているのか。誰を食い物にしてるのか。何人死んだか、殺したか」

　カルの鉤爪が石の壁に食い込んだ。

　ぎ、ぎぎ、と耳みみ障ざわりな音を立て、壁に深く爪つめ痕あとが刻まれていく。穏おだやかとは言い難いそんな仕草とは逆に、話を続けるカルの声は静かで落ち着き払はらっていた。

「全部教えて、俺はあいつに責任を取らせなきゃならん。病んだ国を治す努力をさせなきゃならん。俺はあいつを迎むかえに行けなかった──間に合わなかった。そのせいであいつが聖女になって、そして人を殺してるなら、その責任の一いつ端たんは俺にある」

「なるほど……だから獣けもの堕おちが病人どもの頭目なんてやってるわけか」

「そもそもの頭目はタルバだったんだがな。俺には仲間が必要で、奴やつらには目的と力のある統率者が必要だった。俺は傭よう兵へいとしての経験をいかして、当時ここを根城にしてた盗とう賊ぞくどもからロータス砦とりでを乗っ取る事で、奴らの信しん頼らいを勝ち得たわけだ」

　ご理解いただけたか？　というカルの問いに俺は頷うなずく。

　確かに──カルがリアに実情を伝えて、リアが魔ま法ほうを使わないと決めれば、自分の身が可愛い権力者達は慌あわてるだろう。リアが「貧者への施ほどこしが忙いそがしくて、権力者の治療をする余力がない」とでも言えば、権力者達は貧乏人を排はい除じよするために身み銭ぜにを削けずって医者を投入する可能性もある。

　カルはリアという人間の性格を知っていて、だからこそタルバ達に「殺せ」ではなく「さらえ」と命じたんだろう。

　孤こ児じ院いんで出会った二人と、再会の約束。

　ならばカルが反聖女派の頭目である事は、偶ぐう然ぜんじゃなく必然か──。

「しかしなぁ……聖女をさらって状じよう況きようを訴うつたえたからって、そう上手く事が運ぶとは言い切れねぇぞ。俺おれの経験上、臆おく病びような性格の奴やつは自分の罪を認められない」

　自分の身を削けずって人を救っていると思っていたその裏で、大勢の人間が犠ぎ牲せいになっていたという現実に、あの気弱な女がはたして正面から向き合えるのか。──自分の正義を頑かたくなに信じて人を救い続け、そして人を殺し続ける可能性はいくらでもある。

「そのときは──」

　どうする気だ、と俺が最後まで口にする前にカルは答えた。

「殺すしかないだろうな」

　何の感情もこもらない、いっそ清々しいまでの即答だった。

　最初から答えを用意していたような答え方ですらあった。

　殺すしかないと、思い続けていたのかもしれない。ひたすら気弱で、どこまでも善良だったはずの、無力だったはずの幼なじみを。

　人を癒いやす力を持ったという、本来なら祝福されるべき理由のせいで。

「──まあ、そうならない事を祈ってはいるがな」

　重苦しくなった空気を振ふり払はらうように、カルはわざとらしいほど陽気に言った。

「それに、知ってるか？　聖女の屋や敷しきで山や羊ぎの刻印を施ほどこすのは、仮面で顔を隠した下男だそうだ。誰だれに聞いてもそう答える。絶対に、聖女が刻印を施す事はないんだとよ。これがどういう意味か分かるか？」

「分からねぇな」

「俺も分からん。だが、いかにも意味ありげだろ？」

　くつくつと、カルは喉のどの奥おくで楽しげに笑った。

　生かすか、殺すか──全てはリアの行動次第。

　ならば俺達とカルの利害は完全に一いつ致ちしたと言っていいだろう。

　俺はここに来てようやく、ロータス砦とりでについて初めて警けい戒かいを解いた。

「無事に手を組む事ができそうで安心したぜ。何せ俺達は暗殺者の疑いをかけられてる関係上、もう聖都には近づけないからな。しかも橋が落ちちまったから、聖女が聖都の外に出てくる可能性も低い。正直、八はつ方ぽう塞ふさがりだったんだ」

「橋が落ちた？　聖都のか？」

「大たい砲ほうで吹き飛ばされてな」

　そりゃ大事件だな、とカルは声を上げて笑う。

　笑い事じゃねえぞ、と軽く脅おどすと、カルは「知ってるが笑える」と悪びれた風もない。

　ロータス砦とりでの連中が、獣けもの堕おちであるカルのもとに集っている理由がなんとなく分かった気がした。利害の一いつ致ちだけじゃなく、この男には憂ゆう鬱うつな気持ちを笑い飛ばす強さがある。

「聖都の方がドンパチ騒さわがしいと思ってたが、そんな騒ぎになってたとはなぁ」

「だがお前なら、空から聖都に入れるんじゃねえか？　飛べるんだろ。夜の闇やみに乗じて聖女をさらってくるとかよ」

「残念ながら、無理だな。鳥目で夜目が利かねぇから、夜は飛べん」

「ああ……だから森中にランタンを吊つり下さげてあったのか」

「夜に襲しゆう撃げきがあっても、光がないと俺おれはお手上げだからな。おまけに、知っての通り頑がん丈じような体じゃねぇんだ。弓で射いられたら簡単に落ちるし、落ちたら全身の骨が砕くだけて死ぬ」

「獣堕ちとして損な体質してんなぁ……」

　嫌きらわれ、恐おそれられるが、誰だれよりも強い。それが獣堕ちという生き物だ。強さのない獣堕ちなど、ただの差別階級でしかない。

　しかしカルは特に悲観するでもなく、「だが飛べる」と言い切った。

「それに、見た目はご覧らんの通りだろ？　鋭するどい鉤かぎ爪づめもいかにも恐ろしげで、しかも俺は弓が得意だ。物もの陰かげから隠かくれて弓で射殺したり、ナイフを投げたりするだけで敵の数は減らせるし、はったりも利く。少なくとも、このロータス砦を盗とう賊ぞくどもから奪うばえるくらいにはな」

　実際、俺はさっきカルに弓で狙ねらわれたが、相手が獣堕ちだと気付いていない時点でかなりの威い圧あつ感かんがあった。それを考えると確かに効果的なはったりと言えるだろう。

　そうは言っても、とカルは続けた。

「白はく兵へい戦せん向きの獣堕ちじゃないのは確かだ。基本的に、輸送や伝令向きなんだよ、俺は。昼間に飛ぶと目立ち過ぎて絶好の的になるしな。だから聖女拉ら致ちもタルバ達に任せたんだ」

「その節はどうも、邪じや魔まして悪かったな」

　投げやりに謝罪すると、カルは喉のどの奥おくで苦笑する。

「いいさ。あんたらがいなくても、どうせ神父に邪魔されてただろう。──だが今は、その神父がここにいる。手を貸してもらえりゃ心強い。それにもう一人、頼たよりになる協力者がいるんだ。そいつの力があれば、多少の無茶は押おし通とおせる」

「協力者？　こんな弱小盗賊団に、一体どんな協力者が──」

「お頭ぁ！　た、たた、大変だ！　大変だ！」

　突とつ然ぜん、廊ろう下かの向こうからカルを呼ぶ叫さけび声ごえと共に、男が一人大おお慌あわてて駆かけてきた。さっき砦の外で、タルバとかいう男と一いつ緒しよに見張りに立っていたチビだ。

「どうした！　敵てき襲しゆうか！」

　カルが鋭く問うと、チビはぜぇぜぇと喉を鳴らしながら首を大きく左右に振ふり、自分が今走ってきた廊ろう下かを指差した。

「タ、タルバが……！　タルバ、が、神父、を……こ、ころ……！」

「殺したのか!?」

「ち、違う！　殺すって言って、言い出して、それで俺おれ、止めたんだけど聞かなくて……！　あいつ酒飲んでて、それで神父の部屋に……！」

　半泣きでしどろもどろになっている男の説明はまったく要領を得ず、俺とカルは話を聞くのを諦あきらめて廊下を駆かけ出だした。




「離はなせぇ！　この、神をも恐おそれぬ卑ひ賤せんな賊ぞくどもめ……！　なぜ私をこんな所へ連れてきた！　私を一体どうする気だ！」

　神父を寝ねかせていた部屋の前まで来ると、扉とびらの周囲に人だかりができているのが見える。

「どうした！　一体なんの騒さわぎだ！」

　カルが一いつ喝かつするとその輪がさっと割れ、数人がかりで取とり押おさえられている神父の姿が目に入った。地面に押さえつけられてはいるが、その手に刃のぎらつく鎌かまが握にぎられているのを見て、さすがに俺は青ざめる。

「あんの馬鹿神父……！　まさかここで暴れたのか？」

「信じられんな……そもそもまともに動ける体じゃなかったはずなのに……」

　こうなる危険性があったから、武器は取り上げておきたかったんだが……神父の指からどうやっても指輪が外れなかったのだ。たぶん、何があっても絶対に武器を取り落とさないように、指輪を完全に指に固定しているんだろう。

　拘こう束そくから逃のがれようと暴れる神父に対して、ティトが懇こん願がんするような声を上げている。

「落ち着いてくれ、神父様！　怒おこる気持ちは分かるが、誤解なんだ！　あいつは酔よっ払ぱらってたんだよ。タルバは二度とあなたに近づかせないと誓ちかう。だから頼たのむ、ベッドに戻もどってくれ。でないと本当に死んでしまうぞ！」

　カルが近づくと、ティトは真っ青になってこちらに振ふり向むいた。

「ああ、カル……！　すまない、私が迂う闊かつだったんだ……」

「何があった？　タルバが何かやらかしたのか？」

「それが……」

「殺そうとしたのさ！　寝てる神父様の心臓を一ひと突つきにしてな！」

　質問に答えたのは、呂ろ律れつの回っていない陽気なダミ声だった。

　見ると髭ひげ面づらの大男が壁かべにだらしなく背をあずけ、べったりと床に座り込んでいる。

「……タルバ」

　カルが低く名前を呼ぶと、「おう、俺だぁ」とわけの分からない返事を返す。タルバは右手にだらしなく剣けんを握ったまま、ゲラゲラと笑い出した。

「なぁ、お頭よう。あんたぁ、ちと甘過ぎるんだよ！　怪け我がぁしてるからってよぉ……神父を砦とりでに入れるなんてどうかしてるぜ！　おまけに怪我を治してやるなんてよ……そんなのぁ、あんまりじゃねえか。セクトは死んだのによ……そいつのせいで死んだのによ！」

　笑っていたかと思えば、今度は急に怒おこり出だす。どう見ても、完全に酔よっ払ぱらっていた。

　いや見なくても臭においで分かる。凄すさまじい酒の臭いだ。

「その神父が魔ま女じよを聖女だなんて言って守ってるせいでよ……セクトも、ほかの奴やつらもみんな死んじまったんだ。なぁにが〈女神の浄火デア・イグニス〉の裁定官だ！　そいつがあの魔女をとっとと殺してりゃ、セクトは死なずにすんだんだ！　なのによお……セクトはそいつのせいで死んだのに、お頭はそいつを助けるのかよ！　そんなのってあんまりじゃねえか！」

　タルバは剣けんを振ふり回まわして叫さけんだ。どうやら誰だれかが死んだらしいが──。

「おいカル。セクトってのは？　さっきもあの髭ひげ面づら、俺おれ達のせいでセクトが死んだとか叫んでたが……」

「タルバの親友だ。一いつ緒しよに聖女拉ら致ちの作戦を実行して、その帰りに死んだ」

「ああ……そりゃ、こうなるわな」

　俺が納得すると、カルは深く溜ため息いきを吐ついてタルバの前に立ち、その手からやすやすと剣を奪うばい取とった。

　返せよ、と怒ど鳴なるタルバを無視して、カルは口を開く。

「タルバ……俺達の目的は復ふく讐しゆうじゃない。この国に医者を呼よび戻もどす事だ。そのためには神父を殺すのと、助けて協力してもらうのと、どっちが正しい選せん択たくだ？」

「正しい選択だぁ……？　じゃセクトが死んだのに、その原因になった奴を助けるのが正しい選択なのかよ！　そいつが魔女を守ってるのが、正しい選択なのかよ！」

　こりゃ、何言っても無む駄だだな。酔っ払って理論どうこうじゃなくなってる。

「お頭にはわかんねぇよ……お前にゃ山や羊ぎの刻印がねぇんだからな！　分かりっこないさ！　明日死ぬかもしれねぇ俺達の気持ちなんて！　そもそもあんたが聖女を生かしたまま連れて来いなんて言わなきゃ、今いま頃ごろ全部解決してたんじゃねえのかよ！」

　カルは相変わらずの無表情で静かにタルバを見下ろすと、何を思ったのかその手に剣を投げ返した。

「お前の言う通りだ。俺にお前の気持ちは分からない。そこまで言うなら、好きにしろ。復讐を果たしたければ神父を殺せ。俺は止めない」

　酒で酩めい酊ていしたタルバの目に、一いつ瞬しゆんだけ正気の色と迷いが浮うかぶ。

「ぇあ……」

「だが、神父を殺せば聖女への道は閉ざされるぞ。お前の復讐のために、砦の全員を犠ぎ牲せいにする事になる。それが正しいと思うんだろう？　タルバ。全員を道連れにして、お前もセクトと同じように死ねば満足なんだろう。お前はお前の自己満足で、大勢を殺したいんだろう？」

　タルバは投げ返された剣けんを両手で握にぎり、カルと剣を交こう互ごに見た。最後に神父に視線を向けて、くしゃくしゃと表情を歪ゆがめる。

「俺おれぁ……俺ぁ、ただ……セクトが……」

「頭を冷やして、よく考えろ。──おい誰だれか！　こいつを連れていって、水を飲ませて酔よいを覚まさせてやってくれ！」

　カルが怒ど鳴なると、人がきの中から数人がぱらぱらと駆かけ寄よってきて、ぐにゃぐにゃとしているタルバを支えて立ち上がらせる。

　カルはタルバの姿が見えなくなるのをしばし待ち、神父に向き直った。

「悪かった、神父様。こんな状じよう況きようで言っても信じてもらえないだろうが、あんたを傷つけるつもりはないんだ。ただ、助けてもらいたいだけで……」

「助ける……？　神の僕しもべたる私が、賊ぞくに協力などするわけがないでしょう。分かったら今すぐ私を解放しなさい。私には聖都に戻もどり、聖女様をお守りするという神より与えられた使命があるのです……！」

　あのなぁ、と。俺は思わず呆あきれのこもった声を出す。

「聖都に帰るって……そんな状態で帰れるわけねぇだろうが。〈女神の浄火デア・イグニス〉の裁定官様が、訓練もされてない一いつ般ぱん人じんに情けなく取とり押おさえられてるんだ。まともに立てもしねぇんだろ？」

「そう思うのならば、試してみますか……！」

　俺の声に反応して、神父が顔をこちらに向けた。

　廊ろう下かの壁かべには松たい明まつがあり、周囲は明るい。──つまり、神父は目を開けていられない。

　それでも、きつく閉じられた瞼まぶたの奥おくに怒いかりに燃える瞳ひとみが見えるようだった。

　神父が鎌かまを持つ手に力を込める。

　その凄すさまじい殺気に気圧されて、俺も咄とつ嗟さに剣に手をやった。

　そのとき、

「何をしているのだ、君達は。まずは明かりを消してやれ！」

　背後から鋭するどい怒ど声せいが飛んだ。

　ぎょっとして振ふり返かえると、廊下の向こうから歩いて来るゼロの姿が見える。

「何を馬鹿正直に応戦しようとしているのだ、君は。神父はそもそも戦えるような状態ではない。それだというのに、この状況は神父にとってあまりにも危険すぎる。だからこそ、ああして威い嚇かくしているのだ」

「はぁ？　威嚇って……」

　確かに、この激げつ昂こうぶりはまったく神父らしくない。戦せん闘とう中ちゆうでさえ取とり澄すました印象のある男だったというのに、この様はむしろ哀あわれとさえ言える。

　瀕ひん死しの状態で、目も見えず、敵の真ん中に放り込まれたら──か。

　そういう経験なら俺にもある。そしてそれを思うと、だ。

「……カル。ここの連中に明かりを消すよう言ってくれ。俺おれは夜目が利くし、大広間には明かりがある。この廊ろう下かを暗くするだけなら、神父が暴れても俺が対たい処しよできるだろう」

「明かりを消すのはかまわんが……一応理由を聞いても？」

「あの神父は明るいと目が見えなくなる特異体質なんだよ。明かりを消して周りが見えるようになりゃ、ちったぁ落ち着くだろう」

　そうまで言うならと、カルは周囲にいる連中に「松明の火を消せ！」と指示を飛ばした。

　瞬またたく間に、廊下は暗くら闇やみに沈んだ。

　俺は剣の柄つかを握にぎり込こみ、警けい戒かいしつつ神父の出方を窺うかがう。

　だが俺の警戒に反して、神父は暴れるのをやめた。恐おそる恐おそる目を開き、数人の男達に取とり押おさえられた状態のまま顔を上げる。

　その正面に、ゼロが立った。すると神父を拘こう束そくしていた男達が、神父を解放してさっと左右に引いた。神父はすぐさま立ち上がり、大きく後ろに飛ぶ。壁かべに背を張り付けるようにして鎌かまを構える姿は、なるほど怯おびえて周囲を警戒する動物のようだった。

「神父よ……そう怖こわがる事はない。君は重じゆう傷しようを負っていて、治ち療りようが必要だった。だから我わが輩はい達は、君をここに連れて来たのだ」

「じゅう……しょう……？」

「そうだ。聖都アクディオスの吊つり橋ばしで、君は傭よう兵へいと共に砲ほう撃げきされた。それは覚えているだろう？　その結果橋は落ち、傭兵が君を崖がけの上まで引っ張り上げたのだ」

　あからさまな嫌けん悪おの目が俺を睨にらんだ。

　獣けもの堕おちなんぞに命を救われた事が心外なんだろう。

「君は聖女を護衛する〈女神の浄火デア・イグニス〉の裁定官だった。──だというのに、君は聖都の衛兵に殺されかけた。君は聖都と聖女にとって邪じや魔まな存在だったという事だろう？　我輩達はその理由が知りたい」

「り、ゆう……聖女様が、私を……殺そうと……」

　自分が瀕ひん死しである事を思い出したのか、それとも危険はないと分かって緊きん張ちようの糸が切れたのか、神父の体がぐらりと揺ゆらいだ。

　その体をゼロが抱だき止とめると、神父はそのままゼロの肩かたに縋すがるようにして床に膝ひざをつき、苦しげに喘あえぐ。その耳元でゼロが何か囁ささやくと、そのままぐったりと動かなくなった。

「眠ねむらせた」

　と、ゼロが唇くちびるだけで俺に言う。神父に魔ま法ほうをかけるとは大胆な魔ま女じよだな……。

　そんな神父にティトが駆かけ寄より、ゼロからそっと引ひき離はなす。

「まったく、無茶をする神父様だ……！　誰だれか、神父様に水とスープを持ってきてくれ！　カル、神父をベッドに戻もどして差し上げてくれ」

　ティトの号令で、わだかまっていた奴やつらがぱっと散り、カルが神父を抱かかえて客間へと連れ戻す。事態が収拾したのを確認し、ゼロはやれやれと首を回した。

「まったく、あのまま放っておいたら神父は死ぬまで暴あばれ狂くるっていたぞ。手負いの獣けものを寄ってたかって追おい詰つめるような真似をするものではない」

「俺おれは普ふ段だん、猛もう獣じゆう扱あつかいされる方なんでな。なだめるのは専門外だ。それに、怒いかれる獣をなだめるのは無む垢くな子供か純じゆん潔けつの乙女ってあらゆる昔話で相場が決まってる。適材適所だろ」

「その昔話には、神父をなだめる魔ま女じよの話もあるのか？」

　咎とがめるように言われて、俺は答えずに肩かたを竦すくめる。

「それで？」

「あ？」

「鷹たかの戦士との話はついたのか？　仲間を得たと思ってよいのだろう？」

「ああ。利害は完全に一いつ致ちした。当座の目的は単純明快。──どんな手を使ってでも、聖女を聖都から引っ張り出す事だ」
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　聖女を聖都から引っ張り出す──と口にするのは簡単だが、実際どうやるのかと聞かれると答えに困る。それは俺おれもカルも同じで、現状としては〝戦力が増えた結果、ようやく作戦が立てられる〟という感じだろう。

　病人だらけの盗とう賊ぞく団だんと、魔ま女じよと獣けもの堕おちの傭よう兵へい、それから意識不明の神父という寄せ集めの集団で何ができるか、頭を絞しぼって考えるしかない。

　だが頭を絞って考えるにしても、俺達は疲ひ労ろう困こん憊ぱいだった。

　聖都で砲ほう撃げきされた後、休みもせずにロータス砦とりでに来たわけだから、疲つかれもするし腹も減る。

　そんなわけで俺はロータス砦の厨ちゆう房ぼうを拝はい借しやくし、今夜の晩飯を作る事にしたわけだが──。

　ゼロは木き杓じやく子しを手にぐるりと鍋なべの中身をかき混ぜ、ほどよく柔やわらかくなったにんじんを一口食べた。

「うむ……いい味だ」

　などと真ま面じ目め腐くさって頷うなずいたゼロの手から、俺は木杓子をひったくった。

「ああ！　な、何をするのだ！　返せ！　それは我わが輩はいの木杓子だ！」

「つまみ食いしておいて何を偉えらそうに文句をおっしゃってるんですかねぇ、このご主人様は。厨房を荒らす害がい獣じゆうは出入り禁止だ！」

　俺はゼロの首根っこを引ひっ摑つかみ、鍋から引ひき剝はがした。そのままずるずると引きずっていき、ぽいと厨房の外に放り出す。

「ま、待つのだ傭兵！　今日の料理はなんだかいつもと違ちがうぞ。我輩が見た事のないものばかりだ。全部いつもより美味そうだぞ？　我輩はそれが気になって気になって……」

「食材と設備と時間の問題だ。味はできてのお楽しみってな」

　ゼロの鼻先で乱らん暴ぼうに厨房の戸を閉めると、ゼロが外から「我輩も食べたい……ちょっとでいいのだ、一皿だけでも……」とわざとらしく泣きそうな声で訴うつたえてくる。

「ひ、一皿くらい食わせてやってもいいんじゃないのか……？」

　俺の手伝いで厨房に来ていたカルが、ドアの向こうのゼロに同情的な目を向ける。だが、俺はきっぱりと撥はね除のけた。

「ダメだ。甘い顔を見せると鍋ごと食われる」

「あんな細い体じゃ、そんなに食えねぇだろう」

「見た目に騙だまされるな。下手すると砦の連中の分がなくなるぞ」

　俺の目の前では、二つの大鍋でスープがぐつぐつと煮にえている。一つは俺達の分だが、もう一つの鍋は砦の連中の分だ。

　自分達の分だけ質素に作ろうと思ったんだが、意外にも食料庫には大量の食材が備び蓄ちくされており、しかも砦とりでに料理人がいないせいで「ここ最近まともな料理は食ってないな」と言われてしまっては、酒場の息子として黙だまっていられない。

　なんで食くい詰つめ者の集団の食料庫にこんなに食材が──しかも一級品と言えるような──詰まっているのか不思議でならないが、カルに一言「ツテでな」と言われては、わざわざそれ以上追及して事を荒あら立だてても仕方ない。

　しかし、と俺おれはふと疑問に思う。

「今いま更さらなんだが、ここの連中は獣けもの堕おちなんかが作った飯を食っても平気なのか？　普ふ通つう、気持ち悪いとかおぞましいとか思うもんだろう」

「本当に今更だな……この砦の頭目がそもそも獣堕ちなんだぞ？　それに、誰だれが飯を作ったかなんて事を気にする余よ裕ゆう、ここの連中は持ち合わせてないさ。こんな美味そうな匂においをかがされちゃあ余計にな」

「確かに。空腹の前には、何よりも美味いもんが正義ってな。──ほら、上がったぞ」

　俺が鹿しか頰ほほ肉にくの野菜煮に込こみの大おお鍋なべを火から下ろすと、控ひかえていた女達が大鍋を抱かかえて広間へと運んでいった。その手伝いについて来た子供の一人が、ふと立ち止まってカルを見る。

「タルバにもあげていーい？」

「当たり前じゃないか。どうした、急に」

「だって、部屋でずっと泣いてるんだもん。とんでもない事しちまった、もうお頭に顔向けできねぇって。タルバはおしおき中なんでしょ？」

　思わずといったふうに、カルは小さく吹き出した。

　酔よっ払ぱらいが正気を取とり戻もどし、自分がやらかした事に絶望しているらしい。

「反省してるんならもういいさ。あれはちゃんとタルバと話をしなかった俺のせいでもある」

「じゃあ、みんなにそう言ってくる！」

　嬉うれしそうに言って、子供は厨ちゆう房ぼうから出ていった。それに一いつ瞬しゆん遅おくれて、料理を前にしての歓かん声せいが、広間から厨房まで響ひびいてくる。

「で、こっちが俺達の分だ。猪いのしし肉にくの燻くん製せいに、それにかけるソースが二種類。鳥の素す焼やきには塩さえ振ふっときゃ十分美味い。魚の葉包み焼きもそろそろ焼きあがっただろう。パンをチーズと一いつ緒しよに並べて、あとは芋いものスープで完かん璧ぺきだな」

「素朴な疑問なんだが……あんた、こういう料理どこで覚えてきたんだ？　獣堕ちに料理を教えてくれる人間なんていねぇだろう」

「酒場の息子なんだよ。十三までは家で店の仕込みを手伝ってた」

「十三!?　驚おどろいたな……それまでなんの問題もなく生活できてたのか？」

「盗とう賊ぞくが俺の首を狙ねらってくるまでは、そうだな。だが裏を返せば、十三までは普通の人間みたいに扱あつかわれてたが、村を出た途と端たんに化物扱いされる事になったわけだ。村の奴やつらは俺を怖こわがらなかったから、最初は他人との距きよ離り感かんが摑つかめなくて苦労した」

　人に話しかけると悲鳴を上げて逃にげられるが、その理由が分からない。泣いて「助けてくれ」と言われても、俺おれは何もしていなし、何をする気もないんだ。

　だがそのうち、話しかける事自体が罪なんだと理解した。距きよ離り感かんなど必要ない──ただ、明確な距離が必要なんだと。異常だったのは俺が十三まで過ごした、あの居心地のいいぬるま湯のような世界の方だったのだと──。

「さあ、こいつで最後の料理だ」

　言って、小さな鍋なべを火から下ろす。

　中では柔やわらかくなったアリウス茸たけと、原形を留めていないほどぐずぐずになったシセロ豆が混ざり合い、こぽこぽと不気味に泡あわ立だってる。

「それで……その豚ぶたの餌えさっぽいのは？　随ずい分ぶん少なく作ってあるが……」

「俺の怒いかりと苛いら立だちをたっぷり詰つめ込こんだ特別食だ。誰だれに食わせるかは推して知るべしってな。そういうわけで、カル──ここにティトを呼んでくれ」





２






「ありがたい！　神父様の食事を用意してくれたのか」

　ティトを厨ちゆう房ぼうに呼び寄せると、俺が作ったものを一目見て察したティトが嬉うれしそうに表情を和らげた。

「ま、もののついでにな。適当にな。残飯でな」

「先生、神父様の様子は？」

　悪くない、と鍋を覗のぞき込こみながらティトは答える。

「今はぐっすり眠ねむっている。呼吸も落ち着いているし、熱もない。見た目によらず、恐おそろしく頑がん丈じような神父様だよ」

「よかった。目を覚ましたら、今度は穏おん便びんに話をさせてもらいたいところだな。俺達に手を貸してくれればいいんだが……なあ、傭よう兵へい」

「あー……まあ、だな……」

「なんだ？　歯切れが悪いな」

「まあ、相手は神父だからなあ……あいつをダシに協力を取り付けた俺が言うのもなんだが、たとえ利害が一いつ致ちしたとしても、俺達みたいな獣けもの堕おちと組むかどうか……」

「心配しなくても、俺も死にかけの神父様にそこまで期待はしてないさ。何か少しでも情報を引き出せれば御おんの字じだ」

「ま、邪じや魔まだけはしないで欲しいもんだがな。神父の出方次第では……」

　言いかけて、俺は慌あわてて口を閉ざした。

　神父の介かい抱ほうをしているティトの前で物ぶつ騒そうな事を口にするもんじゃない。

　そんな俺おれの肩かたを、カルの拳こぶしが軽く叩たたいた。

「あんたは深く考えすぎだ、傭よう兵へい。仮に神父様が敵についたとして、あの状態で何ができる？　一人じゃこの山を降りる事もできないさ」

「そりゃそうかもしれんが……お前は楽観的過ぎると思うぞ、俺は」

「俺は人一倍前向きなんだ。でなきゃ、明らかに怪あやしいあんたらを砦とりでに入れたりしない」

　それを言われてしまっては、もう俺には言い返せない。それ以上の反論を諦あきらめて、俺は自分達の晩飯が入った鍋なべを持ち上げた。




　ティトと別れ、料理をカルと二人で客間に運ぶと、ゼロはすでにできあがっていた。俺に締しめ出だされたゼロがふてくされて、自や棄け酒ざけでもした結果だろう。

「遅おそいぞよーへい！　我わが輩はい、待ちくたびれた。我輩は待つのは嫌きらいなのだ。一人でいるのも嫌いなのだ。そんな我輩を一人で待たせるなど、君はそれでも我輩の傭兵か？」

　などと、ゼロは微び妙みように呂ろ律れつの回らない口調でまくし立てる。

　カルは部屋の片かた隅すみに置いてあった酒さか樽だるをコンコンと叩き、「こりゃ相当飲んだな……」と苦笑い混じりに呟つぶやいた。

　俺は小言を言う気力も失い、とにかく料理をテーブルに並べる。するとゼロが並べる端はしから皿に手を伸ばし、一口食べるたびに大げさに「美味い」と笑った。
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「おい、お前普ふ段だんは酒なんぞ吞のまねぇだろう。ほどほどにしとかんと倒たおれるぞ」

「我わが輩はいが酒ごときで倒れるわけがないだろう。我輩を誰だれだと思っているのだ？」

「さぁ、知らねぇな。お前一体誰だっけか？」

　げんなりとした気持ちで聞き返すと、ゼロは心底傷ついたような表情で大きく目を見開いた。

「ひ、ひどいぞ傭よう兵へい！　我輩を忘れたのか？　我輩だ、ゼロだ！　ほら、森で君と会って、それで君は我輩のスープをひっくり返して、代わりに我輩にスープをくれて……覚えていないのか？　本当に覚えていないのか？　よ……よもやまた十三番の奴やつめが、遠い彼の地から君の記き憶おくを奪うばう呪のろいをかけたのか？　嫌いやだ嫌だ！　絶対に手放さないぞ、傭兵は我輩のだ！」

「お、おい……！　本気にするなよ、冗じよう談だんに決まってんだろ！」

　冗談？　とゼロは不思議そうに聞き返す。

　ゼロは俺おれが何を言っているのかまったく理解できないといった様子でふらふらとしていたが、突とつ然ぜんかくんと首を前に落としてうたたねを始めた。

　──だめだこいつ。完全に酔よってる。

　もはや一杯たりとも飲ませられない状態と判はん断だんし、俺は黙だまってゼロのコップを取り上げた。

　するとゼロがはっと目を覚まして、俺からコップを奪い返そうとする。

「ああ！　そ、それは我輩のだ！　我輩のコップを返すのだ！」

「いいからお前はこれでも食ってろ」

　酒の代わりにスープの器をゼロの前に置く。スープはゼロの好物だ。ゼロは一いつ瞬しゆんで酒に興味をなくし、嬉うれしそうに食事に取とり掛かかった。

　また突然意識をなくして熱々のスープに顔面から突つっ込こむんじゃないかと思うと、ゼロから目を離はなせなくて冷や冷やする。

「傭兵の作ったスープ……我輩のスープ……これのためなら我輩世界を滅ほろぼせる」

「そうか。頼たのむから滅ぼすなよ」

　適当にあしらいながら、俺は猪いのししの燻くん製せいをひとつかみ皿から取ってかぶりついた。カルもテーブルに落ち着いて、鳥のクチバシで器用にコップの中身を飲んでいる。

　酒ではなく、水だ。

「下戸なのか？」

「いや。だが、前に酔っ払って夜に飛んだ事があってな……遠くに明かりが見えると、夜でもそれを目指して飛べちまうんだ。で、案の定落ちて大だい惨さん事じになってな。それ以来酒は控ひかえてる」

　そうか、こいつはいつでもどこでも手軽に投身自殺ができるのか……。

「飛べるってのも大変だな……」

「だがいい事もある。晴れた空を一人で飛んでるときの快感ってのは、俺が鷹たかの獣けもの堕おちじゃなきゃ味わえなかった感覚だ。こう言ったら妙みような顔をされるかもしれんが、俺は獣堕ちに生まれて良かったと思ってる」

　カルが予想した通り、俺おれは究極に妙みような顔をしてカルを見た。獣けもの堕おちである事を誇ほこるのは、狂くるった獣堕ちの最大の特とく徴ちようだ。狂いでもしなけりゃ、どうしたって誇れるような存在じゃない。

「悪い所ばかり見て悲観してもしょうがねえって事さ。あんただってさっき、お嬢ちゃんに美しいと褒ほめられてたじゃないか」

「あれは家か畜ちくの毛並みを褒めるようなもんだろうが。お前の羽だって褒めてただろ？　あいつは獣堕ちならなんでもいいんだよ」

　言うと、カルは思わずといった風に失笑した。

「何がおかしい」

「いや、ついな。だってあんた、気難しい女みたいな事言ってるぞ？　〝あたしじゃなくても、女なら誰だれだっていいんでしょ？〟ってな」

「そ……それとこれとは話が別だろう！」

「へえ？　どう違ちがう」

　憎にく々にくしい事に、俺は答えられなかった。

「ほら、違わない。お嬢ちゃんは純じゆん粋すいに、あんたを美しいと思ってるんだろうよ。それの何が不満だ？　あんたは普ふ通つうの人間よりはるかに強いし、俺は飛べる。俺達の強さや翼つばさは、人間がどんなに望んだって手に入らねぇんだ。少しくらい自じ慢まんに思ったっていいだろうよ」

「ほんっとに……前向きな性格してんなぁ、お前」

　溜ため息いきをついて、俺はふと廊ろう下かの方に目をやった。

　廊下の先で、杖つえを突つく音が聞こえたような気がしたからだ。

　ここは病人の集うロータス砦とりでだ。杖を突いている人間なんて大勢いるだろうが──気になって耳をそばだててみると、話し声が聞こえてきた。

　──寝ねてなきゃだめだ、神父様。歩けるような体じゃない。

　だとか。

　──外の空気を吸いたいだけです。私一人でも大だい丈じよう夫ぶですので。

　だとか。

「またあいつか……今度は何をしでかす気だよ」

　一いつ瞬しゆん考えて、俺は立ち上がった。

「傭よう兵へい？　どうした」

「いや……ちと、外の空気吸ってくる」




「体を冷やすと傷に障さわるぞ」

　階段を探して上階に登り、砦の外周にめぐらされた見張り用の露ろ台だいに出ると、偶ぐう然ぜんにも俺と同じく外の空気を吸いに出ていた神父と鉢はち合あわせた。

　夜風が毛皮の奥おくまで染み込んできて、酒で火照った体を冷やした。毛皮を持たない、しかも血が極きよく端たんに減っている神父にこの寒さは毒だろう。

　声をかけると、神父に付つき添そっていたティトが大げさに驚おどろいて振ふり返かえったが、神父は何の反応も示さなかった。

　ああ、君か、とティトはほっと肩かたを落とす。

「猛もう獣じゆうには慣れているつもりでも、獣けもの堕おちが急に現れるとさすがにぎょっとするものだな。それで……私に何か用かね？　また誰だれかが怪け我がをしたのか？」

「いや、外の空気を吸いに出たら偶ぐう然ぜんお前らがいたってだけだ。まあ……話がないわけじゃないがな」

　黙だまり込こんだままの神父に一いつ瞬しゆんだけ視線を投げて、俺おれは今にも崩くずれ落おちそうな露ろ台だいの手すりに腰こしを下ろす。

「そうか。それじゃあ……少しの間付つき添そいを代わってもらって、私は食事でもしてくるとしよう。君の言う通り、この寒さは傷に障さわる。なるだけ早く、その聞き訳のない神父様を部屋に引っ張り戻もどしてくれよ」

「ああ。最悪、殴なぐってでも引きずり戻すさ」

　俺が軽口を叩たたくと、ティトは楽しげな笑い声を残して去っていく。俺はティトの足音が完全に聞こえなくなってから、

「……で？」

　と出だし抜ぬけに聞いた。神父は答えないが、俺は構わず質問を続ける。

「頭の整理はついたのか？　神父様。守ってたはずの聖女に殺されかけて、下げ賤せんな獣堕ちに助けられて、聖女と敵対しているロータス砦とりでの連中の世話になってるって状じよう況きようによ」

　ようやく、無表情だった神父の眉み間けんに深く皺しわが刻まれた。

　細く長く吐いた息は、弱々しいながらも溜ため息いきだろう。

「あなたには傷心の怪我人に気を遣つかうという考えはないんですか？」

「生あい憎にく、獣堕ちは人間じゃないらしいんでなぁ」

　嫌いや味みを込めて嘲ちよう笑しようすると、神父の苛いら立だちのこもった舌打ちが聞こえてきた。

　そのまま無視されるかと思ったが、意外にも神父は口を開く。

「まあ、してやられた──という事でしょうね。あの時の状況を考えれば、私は討って出るべきではなかった。みすみす隙すきを作った結果、付け入られたというだけの話です」

　あの時というのは、つまり俺が聖都の兵士に追われ、逃にげ回まわっていたときだろう。

　確かにあの時わざわざ俺を殺しに来たりしなければ、神父まで俺もろとも砲ほう撃げきを受けるような事にはならなかったはずだ。

「してやられた……ね。〈女神の浄火デア・イグニス〉の裁定官様を出し抜いて殺そうとするなんて、随ずい分ぶんと大だい胆たんな反教会派がいたもんだな。そこまでしてお前を殺したがってるのは誰で、一体どういう理由なんだ？」

「分かりませんね。そもそも、私はあなた達を逃にがすために討って出たんですから、誰だれが砲ほう撃げきの命令を出したかなんて知るわけがない」

「……は？」

　今こいつなんて言った？

　俺おれ達を逃がすために討って出た？

「あの襲しゆう撃げきは、私が屋や敷しきの裏であなたと交戦しているのを見た衛兵達が独断で行った事なんですよ。そして、一度動いてしまった兵を止める力を聖女様はお持ちでない。命令するのが苦手な方ですから。それでも無実の二人が命を落とすなど耐たえられないとお泣きになるので、私があなた達を安全に逃がすために一ひと芝しば居い打ったんです。私が傭兵と交戦すれば、他の衛兵は近付けないから……って──あなた気付いてなかったんですか!?」

「気付くかぁ！　どう考えても全力で殺しに来てただろうがてめぇ！」

「当たり前でしょう！　獣けもの堕おち相手に手て抜ぬきなんかしたら、私が殺されるじゃないですか！」

　一理ある。

　だがつまり芝居じゃなくて、本気で殺しに来てたって事じゃねえか。

「それに、攻こう撃げきよりも回かい避ひに重点を置いていたつもりです。そのくらい殺気の有無で分かるでしょう？」

「ぜーんぜん分からなかったなー殺気をビンビン感じてたんでなー」

「ケダモノのくせに、なんて鈍にぶい……」

　どうにも納得いかねぇが、何を言っても水みず掛かけ論ろんだ。神父がしばらく俺の盾たてになっていたのは事実だし、俺はそれ以上追及しない事にした。

　黙だまった俺に少しだけ顔を向けて、神父は話の筋を元に戻もどした。

「──あの状じよう況きようで……聖女様の暗殺を企たくらむ者が現れ、町中が大おお騒さわぎになっているような状況で、私が討とう伐ばつに乗り出し、そして死んだ場合……最も得をするのは誰か分かりますか？」

「俺は別に聖女の暗殺なんか企んでねぇんだが……」

「重要なのは事実ではなく、世間から見た状況です。〈女神の浄火デア・イグニス〉の裁定官が、聖女候補を守って死んだ。その結果、何が起こるか──」

「何が……って……まさか──！」

　そうです、と神父は忌いま々いましげに息を吐つく。

「裁定官の殉じゆん教きようによる、事実上の聖女認定──彼女を守って私が死んだら、それは私が彼女を正式に聖女と認めたのと同義になる。そして一度聖女と認められてしまえば、誰も彼女に疑いの目を向けられなくなります。つまりあの状況で私が討って出る事は──そしてその結果死ぬ事は、聖女様にとって実に好都合だった」

「それじゃあお前、聖女が俺達への砲撃を指示したと思ってるのか!?」

　確かに神父の話を聞く限り、神父を俺のところにけしかけたのはリアだという事になる。その上で俺おれごと神父を抹まつ殺さつし、事実上の聖女認定を引き出そうとした──と。そう考えれば一応の筋は通る。

　だが、

「思ってませんよ。早合点して吠ほえないで下さい、傷に響ひびきます」

　あっさりと否定されて、軽く脱だつ力りよくした。

「今の話の流れを考えれば、どうやってもその結論に辿たどり着つくと思うんだがな……」

「──私はね、傭よう兵へい。とんでもない噓うそつきなんですよ」

　あまりにも唐とう突とつに、神父らしからぬ事を言う。

　俺は虚きよを衝つかれて軽くうろたえた。

「な……なんだいきなり。神父が噓つきなわけねぇだろう……っていうか、噓つき宣言しちゃまずいだろう」

「〈女神の浄火デア・イグニス〉の裁定官がどうやって選出されるか、あなたは知っていますか？」

「……いや。教会の秘密主義は徹てつ底ていしてるからな」

「それじゃあこう聞きましょうか。〈女神の浄火〉の裁定官の選出方法で、あなたが知る限り最も悪い噂うわさは？　切りかかったりしませんから、どうぞ正直に」

「重罪を犯した死し刑けい囚しゆうを、命を救ってやるからって交こう換かん条件で働かせてるって話だ」

　神父は口元に笑みをたたえた。

　──これでまた一つ、俺が教会を嫌きらう理由が増えた。

　げんなりとした表情を浮うかべた俺に、しかし神父は容よう赦しやなく話を続ける。

「そして、そうやって死の淵ふちから拾い上げられた死刑囚に〝罪ざい業ごう〟と呼ばれる名を与え、徹てつ底てい的てきな訓練を施ほどこします。前にも言いましたが、私の罪業は〝隠いん匿とく〟──つまり、噓をつくのが得意な裁定官なんです。そもそも、非ひ戦せん闘とう向むきの裁定官なんですよ、私は。隠おん密みつ調査が主な仕事で、神父の姿をしていない事も多い」

　非戦闘向き……？

　こいつがか？　それじゃ、戦闘に特化してる裁定官ってのは一体どんだけ強いんだよ。

　想像して、俺は憂ゆう鬱うつな気持ちになった。

「そんな事、俺に話していいのかよ」

「構いませんよ。噓ですから。信じたんですか？　単純ですねえ」

　嘲ちよう笑しようされて、軽く頭痛がしてきた。

　噓だと言われればその方が納得できるが、しかし本当のような気もする。

「つまり、こういう事です。噓つきには、騙しやすい人間が分かる。そして聖女様は──フェーリアさんは、どう考えても騙だまされ、搾さく取しゆされる側の人間だ」

「まあ……そうだろうな」

　同意するのもなんだが、リアの顔には間ま違ちがいなく「どうぞ騙してください」と書いてある。

「騙だまされる人間は、噓うその仕組みを知らない人間です。そんな彼女に、これほど多くの人間を騙して搾さく取しゆする事などできるわけがない。だから彼女は奇き跡せきの力を持つ善良な聖女様であり、魔ま女じよなどではありえないんですよ」

　──逆引きの結論。

　たとえ疑ぎ惑わくで真っ黒でも、実際にリアの周りで人が死んでいても、そして命を狙ねらわれてさえ、リアが善良でさえあれば魔女とは呼ばないらしい。

　神父にとっての〝魔女か否か〟は魔ま法ほうや魔ま術じゆつを使っているかどうかではなく、善良かどうかの問題でしかないのだ。

「だが、この砦とりでの連中を見れば分かる通り実際に聖女の被ひ害がい者しやは存在するし、これからまだまだ増えていく。それを無視はできねぇんじゃねぇのか？　それとも、ここの病人達の原因は聖女じゃないと思うのか？」

「無視をする気はありませんし、原因が聖女様以外にあるとも考え難いでしょう。そもそも奇き跡せきにはなんらかの犠ぎ牲せいがつきものですし、その事自体にさして驚おどろきはありません、ですが今回は少々、奇跡と犠牲の規き模ぼが大き過ぎる」

　だからこそ、と神父は続けた。

「裏で糸を引く何者かが存在するのは間ま違ちがいありません。聖女様の奇跡を利用し、民を虐しいたげる何者かが」

　考えてもみてください、と神父は仰ぎよう々ぎようしく腕うでを振ふった。

「ここまで被害が広がったのは、聖女様という〝仕組み〟が完成してしまったからです。病人を聖都に集め、聖女様に大勢の怪け我が人にんや病人を治ち療りようさせようと考えたのは誰だれなのか──私はそれを突つき止とめるために裁定を引き伸ばし、聖女様の周辺を探さぐっていたんです。ですが、先手を打たれてこの様です」

　これは私の失態ですと呟つぶやき、神父は眼帯ごしに月を見上げた。

「今の私が聖都に戻もどったとして、その何者かに暗殺されるのがオチでしょう。かと言って、このまま教会に帰ったら、聖女様は教会の上層部によって魔女だと裁定が下される。〈裁定官〉に危き害がいを加えるという事はそういう事です。私が何を言ったところで、教会は神より賜たまわった権けん威いを傷つけた存在を許しはしない。そうしたら善良な聖女様が処刑され、裏で手を引いていた者が野放しになる」

　──という事は、だ。

　思わず俺は小さく吹き出した。

「利害が一いつ致ちしちまったな、神父様。俺おれ達もその、聖女の裏で手を引いてる奴やつに興味がある。そのためには聖都に乗り込む必要があるが、神父様の協力を賜たまわれると考えていいんだな？」

「獣けもの堕おちと手を組むなど不本意ですが、聖務は全てに優先される。私個人としても、あの人じん畜ちく無害な女性が魔女として処刑されるのは避さけたいですしね……」

　ですから、と神父は投げやりなため息を吐ついた。

「その剣けんを収めてもらえませんか。見えていないと思ってるかもしれませんが、眼帯をしていても気配で大体の状じよう況きようは読めるんですから。まったく……人を殺人神父だなんだと言うくせに、普ふ通つうに話もできないんですか？　獣けもの堕おちという連中は」

　呆あきれたように言われて、俺おれはいつでも抜ぬけるように剣の柄つかに添そえていた手を下ろした。

「俺は傭よう兵へいだから、いくら野や蛮ばんでもいいんだよ。お前さんに聖都や教会に戻もどられたら、こっちの情報がだだ漏もれになるんだ。はいそうですかとは行かせられねぇ。だが戦力になるんなら、誰だれだろうと歓かん迎げいするのが傭兵のやり方だ」

「それはそれは。手厚い歓迎いたみいりますね」

「歓迎ついでに、今いま更さらながらお名前をちょうだいできませんかね、神父様」

「本当に今更ですね……ありませんよ、そんなもの」

「ない？」

　神父はくるりと杖つえを回して首の後ろに渡わたし、両りよう腕うでを杖にひっかけるようにして空を仰あおいだ。

「私は〝隠いん匿とく〟の罪ざい業ごうを与えられた〈女神の浄火デア・イグニス〉の裁定官。ただそれだけが、教会での私の呼び名です」

「噓うそなんじゃなかったのか？」

「そこだけは本当です」

「あ、そう」

　確かにこの神父の隠おん密みつ能力は異常に高いが、神父を罪業の名前で呼ぶなんざ教会の趣味ってのも理解ができねぇな。

「あなただって名乗ってないんですから、とやかく言われる筋合いはありませんよ」

「別にとやかくなんて言ってねぇだろう」

「言われる前に牽けん制せいしたんです」

　ああ、そうですか。内心吐はき捨すてて、俺は踵きびすを返す。

　その俺の背中を、神父が思い出したように呼び止めた。

「あの豆と茸きのこを原形がなくなるまで煮に込こんだ食べ物──わざわざ用意してくださってありがとうございました。独創的な味わいで、正直豚ぶたの餌えさを食べた方がマシでしたが……ティトさんが怪け我が人にんの体にいい材料ばかりが入っていると感心していましたよ」

「へー。そりゃ知らなかった。俺はその辺に生えてる豆と茸を適当に煮ただけだからな」

「純じゆん粋すいに疑問なんですが、それ、格好いいと思って言ってるんですか？　偽ぎ悪あく的てきな自分に酔よって許されるのは、せいぜい十五歳までですよ」

「毒茸でも入れておくんだったなって、今すげー後こう悔かいしてる。──実際、あり合わせの物をただ煮ただけのもんだよ。わざわざ神父様に礼を言われるような事じゃねえ」

「礼を言うべき事かどうか──それは私が決める事です」

　筋金入りの自分至上主義だな……。まあ、神父らしいと言えばらしいだろう。

「ま、どうでもいいがな。風か邪ぜ引く前に早く中に入れよ」

　一応儀ぎ礼れい的てきにそんな言葉を残して、その場を後にした。




　部屋に戻もどってみると、誇ほこり高き泥どろ闇やみの魔ま女じよ様が完全に酔よい潰つぶれてテーブルに突つっ伏ぷしていた。周囲には食べ散らかした皿が散乱し、酒のコップが中身を撒まき散ちらしながら床の上に転がっている。

「おいおい……ひでぇ有様だな」

　思わず呆あきれて呟つぶやくと、ゼロの背中をさすりながら水を与えていたカルが大げさに肩かたを竦すくめてみせた。

「もう寝ねた方がいいってさっきから言ってるんだが、あんたがいなきゃ寝ないって聞かないんだよ。……本当のところ、あんたら一体どういう関係なんだ？」

「包つつみ隠かくさず打ちあけるが、寝ね床どことその持ち主ってところだろうな……今夜は冷えるから俺おれの毛皮をご所望なんだろ。おい魔女、起きろ」

　爪つめの先で頰ほおをつつくと、「むう」とゼロが呻うめいて薄うす目めを開ける。

　そして俺の姿を目に留めるなり、

「ん」

　と眠ねむたげに両りよう腕うでを突き出してきた。「運べ」という命令らしい。仕方なく抱だき上あげると、ゼロは俺の腕の中で丸くなり、気持ちよさそうにすうすうと寝息を立て始めた。

「はーん？　誰だれが〝獣けもの堕おちなら何でもいい〟んだって？　少なくとも、俺の羽毛じゃお気に召さないみたいだがな」

「使い慣れた寝床で寝たがるガキみたいなもんだろ、これは」

「あくまで認めずか。まあいいけどよ。神父の部屋の隣となりに寝床を用意してある。今後についての話は明日の朝、日が昇のぼってこの部屋に集合してからだ」

　短く礼を言って、俺はゼロを部屋に運んだ。

　しかしベッドに寝かしつけようとすると、ゼロが俺の首に腕を回したまま頑かたくなに離はなさない。

「おいこら、離せよ魔女」

「いやだ……！　これは我わが輩はいのだ」

「何と間ま違ちがえてるんだ！　俺は俺のだ！」

　力ちから尽ずくで引っぺがそうとするとますます強くしがみつかれて首が締しまり、俺は諦あきらめてゼロを抱かかえたままベッドに座り込む。

　するとゼロは満足したように、俺の首に頰をすりつけてきた。

　──完全に、家か畜ちく扱あつかいしかされてねぇんだよなあ……。

　健全な男としてはやるせない気持ちになるが、その気持ちをゼロに言ったところできょとんとされるだけだろう。

「まあ、変に警けい戒かいされるよりはいいんだけどよ……」

　この状じよう況きようで襲おそう勇気も沸わかないような軟なん弱じやく者ものに対して、警戒も何もないだろうが……。

　俺おれはしばしその状態のままどうしたもんかと悩なやんでいたが、気が付くとゼロと一いつ緒しよにベッドで眠ねむりこんでいた。
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　翌朝、俺達は日の出とともにカルに叩たたき起おこされ、神父やゼロを含ふくめた全員が一つの部屋に集う事になった。

「なんでこんなに早い時間に……」

　と思わずこぼした俺に対して、

「鳥は朝が早いんだ」

　とカルは悪びれた風もない。

「それに、朝が苦手なのはどうやらあんただけらしいぜ？」

「教会では、日の出の鐘かねで活動を開始するのが普ふ通つうですから」

　カルの視線を受けて、神父はあてつけがましくさらりと答えた。暫ざん定てい的てきに手を組んだところで、いけすかない性格には変化なし、か。まあ分かってたけどよ。

　そしてゼロは二ふつ日か酔よいでうんうんと唸うなっている──などという事はなく、むしろ昨晩の泥でい酔すいぶりの方が幻まぼろしだったかのようにけろりとしている。

「我わが輩はいも寝ねるのは好きだが、その気になれば三日は寝ずに活動できる体質なのでな」

　という言葉通り、早起きも苦ではないようだ。そればかりか、俺が見ていない間にカルからもらったらしい果物をもぐもぐと頰ほお張ばっている。

　俺は文句を言うのを諦あきらめて、降こう参さんの意味を込めて両手を上げた。すると神父に付つき添そっていたティトが軽く俺の肩かたを叩き、「大だい丈じよう夫ぶだ、私も眠い」と優しげに笑いかけてくれる。

　味方をしてくれたのがこの場に集った面子メンツの中で唯ゆい一いつの〝普ふ通つうの人間〟ってのも、なんだか皮肉な話だ。

　それじゃあ、とカルが明るい声で話の口火を切った。

「あらためて、ロータス砦とりでにようこそ。傭よう兵へい、ゼロ──それに神父様」

「先に言っておきますが、過度に馴なれ合あうつもりはありませんよ」

「かまわねぇよ。俺も神父は苦手だからな」

　鋭するどく牽けん制せいした神父に対して、カルは鷹おう揚ように笑って答える。どうやら神父の態度の険しさは全ての獣けもの堕おちに対して共通らしい。

「お互たがいに嫌きらい合あってる方が、むしろ物事ってのは上手くいくもんさ。俺達の間にあるのは、純じゆん粋すいな利害の一いつ致ち──ならこれが崩くずれない限り、俺おれ達はお互たがいを信じられる」

　そこでいったん、カルは俺達の利害関係を整理した。

　カルの目的──すなわち聖女に助力を求め、この国の医い療りようを正常に戻もどす。

　俺達の目的──すなわち聖女の裏で手を引いてる奴やつを見つけ、魔ま法ほうの拡かく散さんを止める。

　神父の目的──すなわち聖女を黒幕から解放し、正式な裁定を下す。

　そして俺達の目的を果たすための大前提が〝リアに会う〟事だ。暗殺騒さわぎが起こった関係上、リアが聖都から出てくる可能性は低いだろうから、こちらから聖都に出向く必要が出てくる。

　それを、どうやるか──全てはそこに集約される。

　問題なのは、とカルは難しげに息を吐ついた。

「殉じゆん教きようによる事実的な聖女認定──だったか？　神父様が世間的に死んだ事になったせいで、あの女が正式に聖女認定されるのは時間の問題って事だ。教会が正式に認めた聖女ってのは、凄すさまじい権けん威いを持つ事になる。聖女に刃やいばを向けるって事は、教会に刃向かうのと同義──裁定が下る前の〝暫ざん定てい聖女〟とは次元の違ちがう存在だ」

　しかし、とゼロが口を挟はさんだ。

「我わが輩はい達はすでに、教会に刃向かう覚かく悟ごを決めているのではないか？　暫定聖女が正式な聖女になったところで、何か変わるとは思えんが……」

「変わるんですよ、お嬢さん」

　苦々しげに答えたのは神父だ。

「私達は今、〝最悪の場合、聖女様の命を奪うばっても仕方がない〟という前提の元に、この場所に集つどっています。それは多くの民の命の方が、聖女様お一人の命よりも優先されるからだというのは分かりますね？」

　ゼロは頷うなずいた。

「最悪の場合とは、つまり聖女が今後も考えなしに〝奇き跡せき〟を使い続け、多くの民の命を奪うという決断を下した場合だな？　ならば一つの犠ぎ牲せいで多くの命を救うのは理に適っている」

「そうです──ですが彼女が正式に聖女様となった場合、命の価値がひっくり返る。聖女様お一人の命の方が、他の大勢の民の命よりも重要になるのです」

「……どういう意味だ？」

　神父が軽く言いい淀よどむ。そこから先は俺が答えた。

「つまり、俺達が聖女を殺した場合、聖女を守れなかった護衛や、賊ぞくの侵しん入にゆうを許した町の連中も実行犯と同罪──つまり死罪に処されるんだ」

　ゼロは目を瞬しばたたいた。フードの下で啞あ然ぜんとしたように大きく口を開き、すぐにその口を楽しそうに歪ゆがめる。

「我輩をからかう気だな？　我輩を騙だまそうなど、百年早いぞ傭よう兵へい。そんなふざけた道理がまかり通るわけがない」

「俺おれもふざけた道理だと思うが、それが教会の道理だ。なあ？　神父様」

「……それが神の御み心こころです。神より格別の愛を賜たまわった御方の命は、何をおいてもお守りせねばならない」

「神の御心？」

　馬鹿げている、とゼロは吐はき捨すてる。

「教会が魔ま女じよを駆く逐ちくし、世界の覇は権けんを握にぎって五百年──その果てに辿たどり着ついた平和の答えというのが、それか？　教会の権けん威いのためならば、どれだけ人が死のうと構わないと言うのか」

「それ以上はやめとけ。政治談議をしてる場合じゃねぇし、神父に言ったところで何かが変わるわけでもねぇだろう」

　重ねて何か言おうとしたゼロを、俺は半ば無理やり黙だまらせる。

　ゼロと神父が黙ると、カルが再び口を開いた。

「とにかく、そういう理由であまりのんびりはしていられない。神父様が死んだと教会に知らせが届くまで、聖都の橋が落ちた事を考えても早くて七日ってところだろう。昨日の分も考えるとあと六日。何があってもそこまでには勝負をつけなきゃならん」

「そうは言いますが……具体的にどうする気です？　まさか縄なわを使って崖がけを下り、湖から聖都に侵しん入にゆうするなんていう気ですか？」

「いや、神父様。さすがに俺もそこまで馬鹿じゃない。船が用意できないし、できたとしても聖都まで運んでいって、さらに湖まで船を下ろし、崖を下りて船に乗るなんて事をしてる間に警備の兵に見つかっちまう」

「船など用意しなくても、泳いで行けばいいのではないか？」

　ゼロが質問を挟はさむと、これには神父が「やめた方がいい」と答える。

　いったん政治談議は脇わきにおいといて、目的のために協力する事を思い出したようだ。

「聖都の湖にはフルゴルという巨大な魚が生息しているんです。食用に適しているんですが獰どう猛もうで、前にふざけて湖に飛び込んだ者が足を食い千切られたとか……」

　聖都アクディオスはそもそも籠ろう城じようのために作られた町だというから、そりゃあ湖から侵しん入にゆうしてくる奴やつらへの対策も完かん璧ぺきって事だろう。

　さすがに、俺は唸うなった。

「橋は当然通れない、湖からの侵入も無理で、カルが空から行くのも難しい──か。どうしようもねえな」

　だが、答えるカルの声の調子は明るい。

「まあ最後まで話を聞けよ。大昔のアクディオスは〝王が撤てつ退たいするための町〟だった。だが逃にげ込こんだはいいが、そこから出られないんじゃ意味がない。つまり──」

「外部へ抜ぬけ道みちがあるのか!?」

　カルは確信を込めて頷うなずいた。

「まあ、あくまで〝あるらしい〟って話だがな。俺おれはその抜ぬけ道みちを実際に見たわけじゃない。だが、抜け道を知っている人間とはちょっとした繫つながりがある」

「──妙みような話ですね。そんな抜け道があるなら、何故今まで使わなかったんです？　聖女様をさらうのにもってこいでしょう」

「使いたくても使えなかったんだよ」

　使えなかった？　と俺が聞き返すと、カルは「簡単な理由だよ」と笑う。

「ただ、危険過ぎるんだ」

　神父の眉み間けんに皺しわが刻まれた。

「その危険過ぎる抜け道を、昨日今日の付き合いである我々に通らせる、と？」

「それが何か問題か？　神父様」

　あっさりと冷れい酷こくな事を言う。

　さすが元傭よう兵へいだ。他人を駒こまとして使う事にためらいってもんがない。

「問題というほどではないが……我わが輩はいが不ふ愉ゆ快かいだな」

　こつ、とゼロが指でテーブルを叩たたいた。その声にも表情にも感情らしきものは浮うかんでいないが、だからこそ苛いら立だちが見て取れる。

　俺は溜ため息いきを吐ついた。

「どちらにせよ、その抜け道とやらを通るしか方法がないんだろ？　いいから話せよ。どんな抜け道なんだ？」

　カルは軽く翼つばさを開いて、閉じる。

「あんたが傭どう兵るいで助かるよ……まあ、言っちまえばただ俺には危険過ぎるってだけの話なんだ。抜け道の入口が海にあるらしくてな……」

　ははぁ、とゼロが納得したように頷うなずいた。

「さては泳げないのだな？」

　泳げないどころじゃない、とカルは沈ちん痛つうな声を出す。

「羽が水を吸って、沈むんだ……浅い川でも溺おぼれそうになる。海に落ちたらまず助からない」

　段々カルが可哀かわい想そうになってきた。

　天は人に二物を与えないとか言うが、飛べるからっていろいろと奪うばわれ過ぎじゃねえか。

「……で？　話の流れ上、その抜け道に行くのは俺の役目になるわけか？」

「そういう事になるな。今の神父様に荒あら事ごとができない事くらい、先生に言われるまでもなく分かってる」

　そうだとも、とティトが力を込めて頷いた。

「正直言って、こうして動けているだけでも不思議なくらいなんだ。常識的な頭目で助かるよ」

「と言っても、神父様に仕事がないわけじゃないんだ。それに先生、あんたにも働いてもらう」

　私？　とティトが目を見開くのを無視して、カルは俺に向き直った。

「なんにせよ、まずは傭よう兵へい、あんたに動いてもらわないと始まらない。すぐに砦とりでを発って、イデアベルナに行ってくれ。協力者が抜ぬけ道みちに案内してくれる」

「イデアベルナ!?　速度重視の馬車を飛ばしても、ぎりぎり三日で着くかどうかだぞ！」

　港町イデアベルナから聖都アクディオスまで馬車で来たときは、快適さを重視した大型馬車で四日かかった。しかも今回はまず、馬車を見つけるところから始めなければならないのだ。

　見たところロータス砦所有の馬車はなさそうだし、馬がいるかもそもそも怪あやしい。

「正規の道を通ったら──な」

　間に合うわけがない、と俺おれが怒ど鳴なると、カルは古びた地図をテーブルの上に広げてみせた。

「これは百年前にここで使われていた地図だ。ロータス砦からイデアベルナまで続く補給路が記してある。見ての通り、移動距きよ離りは山を迂う回かいする街道よりはるかに短い。昔の日誌を確認したら、有事の際には三日でイデアベルナから徒歩の兵が駆かけ付つけたって記録も残ってた」

　ふむと、ゼロが頭の中で何事か計算し、満足げに頷うなずいた。

「傭兵の足ならば二日といったところだな」

「おいおいおいおい！　簡単に言うんじゃねえよ！」

「気に入らないのならば、難しく言い直すが……」

「あーもー分かったよ確かにおっしゃる通りだよ！　休みなしで全力で走れば二日で行けそうな距離だよ！」

　俺が半ば自や棄けになって怒鳴ると「頼たのもしいな」とカルが明るく言った。

「ったく、人が化け物だと思って好き勝手言いやがって……で、その協力者ってのは何者なんだ？　大体なんでそんな抜け道知ってるんだ、そいつは」

「詳くわしくは言えない事になってるんだ。ただ指定された時間に、指定された場所に行ってくれれば、あとは向こうが接せつ触しよくしてくる。さっき伝でん書しよ鳩ばとを飛ばしたから、話は通ってるはずだ。一応目印として、船をかたどった品を身に着けてくれるように伝えておいた」

「こう言っちゃなんだが、お前の話はどこまでも怪しいぞ……」

「自覚してるが、信じてもらう以外にない。真実の証として指の一本でも切り落とそうか？」

「無む駄だだな。噓うそを信じさせるためなら指くらい切り落とすって連中を、俺はごまんと知ってる」

「ならよかった。この手段に効果がないなら、俺も指を切り落とさずに済む」

　前向きだなぁ、相変わらず。

　俺がそれ以上追及しないのを確認すると、カルは地図をくるくると丸めて俺に差し出した。

「百年の年月で補給路はほとんど森に飲み込まれてるが、俺が前に通ったときにいくつか目印を足しておいた。地図にも現在の道の状じよう況きようを書き込んであるから、これがあれば迷わず補給路を通ってイデアベルナに着けるだろう」

「イデアベルナに着いたら、その先は？」

「協力者の指示に従ってくれ。その地図が俺の仲間だって証になるから、間ま違ちがっても捨てたり、なくしたりするなよ？」

「お前らはどうする？　まさか砦とりでに待機してるなんて言わねぇだろうな」

　そうできれば楽なんだがな、とカルは笑った。

「陽動作戦さ。タルバ達を連れて聖都を襲しゆう撃げきするふりをして、すぐに撤てつ退たいする。あんたが起こした暗殺騒さわぎで連中もピリピリしてるだろうから、俺おれ達の追つい撃げきにかなりの兵力が割かれるはずだ」

「それで聖都の警備が手て薄うすになりゃいいんだがな……」

　そう願うばかりだな、とカルは俺の肩かたを軽く叩たたく。

　任せたぞ、という言葉に送り出されて、俺はゼロと共にロータス砦を後にした。










【幕間　払う犠牲】










　港町の空は晴はれ渡わたり、暖かな日差しが町中に降り注いでいた。

　人々は活気にあふれ、精一杯生きている。

　──生きる。

　そう、生きる事が全てだ。誰だれもが自分の命を惜しむし、家族の命を惜しむ。

　港町には船と共に未知の病気がやってくる。百人の名医が揃そろったところで、千人の民が死ぬ事だって少なくはない。

　そんな彼らにとって、どんな病も治せるという聖女がどれほどありがたい存在か──。

　ようやく、気付いた。

　大切な者の命を奪うばわれて、自分が何と戦おうとしていたのか。

　その結果何が待ち受けているのか。

　──たかを括くくっていたのだ。

　自分は強く、賢かしこく、豪ごう胆たんで、正義を貫つらぬく力があると。

　自分が正しいと思った道を突つき進すすめば、何者だろうと打うち倒たおせると。

　だが〝民意〟という巨大な力の前には、自分など波に浮うかぶ木片でしかない。その〝民意〟を味方につけた存在を、あまりにも甘く見ていた。

　──もはや、ここまでだ。

　これ以上の犠ぎ牲せいは許されない。

「許してくれ……私は愚おろか者ものだ」

　花の輪で埋うめ尽つくされた墓標に新たな花の輪を供そなえて、膝ひざをついて項うな垂だれる。

　豪ごう傑けつと名高いこの男が、イデアベルナの領主たるトーレスがこれほど小さく肩かたを落とす姿を誰が見た事があるだろう。

　どれだけ悔くいたところで謝罪を聞いてくれる少女はもういない。

　それでも──。

「すまない──パーセル」

　決然と立ち上がったトーレスの手に握にぎられた、一通の手紙。

　その差出人が何者で、どのような内容かを知る者はいない。







[image: 十章　生還の水路]
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　補給路などと御大層な呼び方をしてはいるが、ようは百年前に存在した道の残ざん骸がいだ。

　当時は馬車も通れる立派な道だったんだろうが、今ではレンガも朽くちて粉々になり、木の根や草に侵しん食しよくされて、道の痕こん跡せきを探すのも難しい。カルが地図に書きこんだ目印がなければ簡単に迷っていただろう。

　そんな状態の道を辿たどって森を進まなければならないとなると、夜になれば補給路の痕跡が見えなくなって、迷う確率が跳はね上あがる。

　それまでにできるだけ進んでおきたいという焦あせりもあって、結局ロータス砦とりでを出てから夜の闇やみに行く手を阻はばまれるまで、俺おれはゼロを肩かたに担いで延々と走り続けた。

　いつもなら夜が来る前に野宿の準備をするんだが、今夜は火も熾おこさずにマントにくるまってただ眠ねむる。

　──ようやく、今日が終わった。

　俺が地面に寝ね転ころがってへばっていると、不意にゼロが声を上げた。

「我わが輩はい、少し意外だったのだが」

「あ？」

　パンと干し肉だけの簡単な食事をつまらなそうに頰ほお張ばりながら、ゼロは寝転がっている俺の体を背もたれにして月を見る。

「君にしては、随ずい分ぶんとあっさりあの鷹たかを信しん頼らいしたではないか。今回の件、どう考えても君が引き受ける危険の比率が高すぎる」

「別に信じちゃいねえよ。どちらにせよ俺達は聖都に行く必要があるんだ。だったらどんなに危険でも、その方法を取るしかねえ。で、向こうもそれを分かってるから俺の事を利用するし、利用できると考える」

　俺もあいつもお互たがいに獣けもの堕おちで、同じく傭よう兵へいとして生きてきた。騙だまされている可能性もひっくるめて、相手の提案に乗って動く。そういう割り切り方を知っている。

「騙されてもいい、という事か？」

「いいとは言わねぇよ。騙されたら腹は立つし、生きて帰れたら復ふく讐しゆうもするかもな。だが、騙されるとは思わなかったなんて馬鹿な事は言わねぇ」

「よく分からないな……それが傭兵の流りゆう儀ぎ、という事か」

「流儀というか、まあ……騙し騙されが常だからなあ。俺達は協力してるっていうより、お互いを利用してるようなもんなんだよ。利害が一いつ致ちしている限りは裏切らないが、誰だれかがもっといい条件を提示したら簡単に裏切る。お互いそれが常識ってだけの話だ」

　ふうん、と。さして興味もなさそうに頷うなずいて、ゼロは俺のマントの中に潜もぐり込こんできた。俺は抵てい抗こうする事もなく、むしろ半ば無意識にゼロの居場所を作ってやってしまう。

「なあ、傭よう兵へい。少し下らない話をしないか」

「なんだ突とつ然ぜん……下らなさの種類にもよるぞ。疲つかれてるんだからな」

「うむ……例えば、そうだな。前に我わが輩はいは、聖女に嫉しつ妬としただろう？」

「なるほど、下らなそうだ」

　俺おれが失笑すると、ゼロはごろりと俺の腕うでの中で寝ね返がえりを打った。そうすると俺に背中を向ける形になって、フードを被かぶっているゼロの表情はまったく分からなくなる。

「それと同じように、だ。我輩がイデアベルナで領主と過ごしたり、鷹たかの翼つばさを褒ほめたりした事に……君は嫉妬したか？」

「しねぇよ。馬鹿らしい」

　何故だ、とゼロは不満げに言った。

　しかし何故だと聞かれたところで、俺だって分からない。

　そもそも俺には嫉妬の仕方も分からないんだ。嫉妬するのもおこがましいと、頭のどこかで考えているのかもしれない。

「あー……あれだ。嫉妬しても〝意味がない〟からじゃねえかな。俺が何をどう思ったところで、お前の考えを動かす事は俺にはできねぇだろ？　傭兵って生き物は無む駄だ骨ぼねが嫌きらいなんだ」

「つまり君は、我輩が突然君以外の者を護衛にしても抗こう議ぎしないという事か？」

「約束した報ほう酬しゆうさえ払はらってくれるなら文句はねぇよ。傭兵だからな。俺より弱い護衛に、俺よりいい報酬を支払われたら腹も立つだろうが……」

　やはり、そうかとゼロは囁ささやいた。

　何に納得したのかと思って視線を下げると、ゼロが首だけを捻ひねって俺を見る。

「つまり君は、鷹のやその他の者に対するように、我輩の事も信じてなどいないのだ。なんの期待もしていないし、だから裏切られても平気でいられる」

「ああ……まあ……かもな」

　否定はできない──たぶん、事実だ。

「前に我輩は、君に〝信じろとは言わない〟と言ったな。信じずとも、我輩が我輩の勝手で君の事を守るから、と」

「ああ、言われた」

「その考えは今も変わらない。君が我輩を好きだろうと、嫌いだろうと、信じていようと、いまいと、我輩は君が好きだし、決して君を裏切らない。──つまり傭兵、我輩はな」

「うん？」

「獣けもの堕おちならば誰だれでもいいなどと、思っていないぞ？」

　言われた瞬しゆん間かん、俺は気き恥はずかしさで全身の毛が一気に逆立つのを意識した。

「き……聞いてたのかよ！　お前完全に酔よい潰つぶれてたじゃねえか！」

「酔よってはいても、記き憶おくは残るようだな」

　俺おれの慌あわてぶりがおかしかったのか、ゼロがくすくすと肩かたを揺ゆらした。

「もし君よりも強く、美しく、従順で我わが輩はいを慕したうような素晴らしい獣けもの堕おちが我輩の護衛を申し出ても、我輩はきっと断るだろう。君に捨てられればひどく落ち込み、君の代わりを求めて足あ搔がく。けれど結局、そんなものは永遠に見つからないのだ。〝傭よう兵へい〟の代わりはいくらでもいても、君はこの世界でただ一人──それが、ひどく愛おしい」

「だ、だからそういう事を簡単に口にするんじゃねえって……！」

「するさ。するとも。何度でも口にするぞ、我輩は」

　ゼロは再び寝ね返がえりを打って俺の胸に顔をうずめた。

　我輩はな、とくぐもった声が胸の辺りから聞こえてくる。

「我輩にとって君が特別なように、我輩も君にとって特別な存在でありたいと思うのだ。我輩が君を特別に思い続ければ、いつか君も我輩を特別に思うかもしれない。だから我輩は君がどれほどうろたえようと、君を好きだと言い続ける」

「あ、あのなぁ……！」

　そんなのとっくに──と言いかけて、やめた。

　こんな会話は俺のがらじゃないし、今いま更さらわざわざ明言しなくても、ゼロにだって分かっているはずだ。

「傭兵？」

　なぜ黙だまっているのだと問われて、俺はゼロのフードを摑つかんで思い切り引き下げた。

「あぐっ……！　な、何をするのだ突とつ然ぜん！」

「うるせぇ！　下らねぇ話は終わりだ終わり！　日が昇のぼったらまたすぐに出発するんだから、今のうちに少しでも寝とけ」

　乱暴に言い放って、俺は決然と目を閉じる。

　ゼロはしばらくぶうぶうと文句を言っていたが、俺は一切取り合わなかった。




　宣言通り、俺は翌朝早くに出発した。

　教会がリアを聖女であると裁定を下すまで、せいぜいあと五日程度だ。

　一日中走り通したところでまだ半分進んだかどうかだから、そうのんびりはしていられない。

　イデアベルナにいるという協力者につなぎを取って、そこからまたアクディオスに向かったとして、本当に間に合うのかどうか──。

　いや、間に合わなかった時の事を考えてもしょうがない。

　間に合うように必死になって走るだけだ。

　百年前の補給路では〝整備された道〟とはお世せ辞じにも言えないが、急な崖がけや大きな川による行き止まりがないというだけで随ずい分ぶん助かる。水を補給できる小さな泉いずみもあり、午後遅おそくに一度だけ水分補給を兼かねて休きゆう憩けいを取った。

　カルに渡わたされた地図によると、泉いずみに着いた時点で行程の三分の二を走破した事になる。残る距きよ離りは三分の一──だいぶ希望が見えてきた。

　とは言え、森の中では日が短く、もういくらもしないうちに夜になる。いくら夜目が利くと言っても、暗がりでは走る速度は嫌いやでも落ちる。

　野宿をして体力を回復するか、それともこのまま夜通し走るか。そろそろ判断しなきゃならん時刻だが──。

「ッ──なんだ!?」

　突とつ然ぜん、俺おれは殺気を感じて足を止めた。矢が空を切る音が高く響ひびき、俺の爪つま先さきギリギリに突つき刺ささる。

　それから立て続けに矢の雨が降ってきて、俺はゼロをかばうようにして地面を転がり、近くの灌かん木ぼくに潜もぐり込こんだ。

　その逃にげ道みちを潰つぶすように、灌木の中に爆ばく薬やくが投げ込まれる。青ざめて再び道の上に転げ出ると、爆ばく風ふうが俺の背中にぶち当たった。飛んでくる石や木の破片からゼロを守って身を屈かがめる。

　その首の後ろあたりに尖とがったもの──恐おそらく剣けんの切っ先だろう──が突き付けられ、俺は身を屈めた状態で硬こう直ちよくした。

　相手の数は分かるだけでも十人以上。

　確実に──待まち伏ぶせされていた。

「荷物を確認しろ！」

　俺の首に剣を突き付けている何者かが命じるなり、別の奴やつが俺の鞄かばんを乱暴に奪うばい取とっていく。追おい剝はぎかと思ったが、身なりがいいところを見るとそうでもなさそうだ。

　揃そろいの紋もん章しようを縫ぬい付つけたマントに、鉄の鎧よろい。装そう飾しよくのある剣──盗賊や追い剝ぎというよりはむしろ騎き士し団だんか。

「傭兵、一体何が──」

「動くな！　じっとしてろ……！」

　ゼロが身じろぎしようとするのを、俺は押おさえつけた。相手が騎士団だとすると、下手に動かない方がいい。抵てい抗こうして皆みな殺ごろしにしたりすれば、報復が終わるまで延々と追いかけられるはめになる。

　荷物を確認するという事は、目的は何らかの犯罪の証しよう拠こ品ひんだ。この近辺で盗ぬすみでもあったんだろう。それでこの補給路に網あみを張っていたところ、俺達が飛び込んできた、と。

　何か探し物があるなら、適当に探してくれ。どうせ俺の鞄からは見つからない。

　そう、思ったんだが──。

「あったぞ！　補給路の地図だ！」

　俺は愕がく然ぜんとなった。

　顔を上げようとすると首に剣けんの切っ先が食い込み、慌あわてて再び体を伏ふせる。

　補給路の地図？

　なんで騎き士し団だんがそんなものを探してるんだ？　そもそも、なんで俺おれがそれを持っていると知ってるんだ……！

「間ま違ちがいない──こいつがロータス砦とりでの頭目だ！」

　その瞬しゆん間かん、俺は全てを理解した。

　ロータス砦に保管されていた、補給路の地図。

　カルはそれを俺に渡わたすとき、〝これが仲間の証になる〟と言った。

　そして、伝でん書しよ鳩ばとで知らせを送った、とも。

　その知らせの内容はなんだった？

　カルは一体誰だれに、どんな報告を送ったのか、ただの一度も明確に口にしていない。

　ロータス砦の頭目が、聖女暗殺の協力者を求めてイデアベルナに向かっているから待まち伏ぶせしろ、と──そう書いてあったんじゃないのか。

　そうする事で自分達から注意を反らし、行動しやすくするために。

　そう考えると、全てがするりと繫つながるように思えた。

　俺もカルも同じ獣けもの堕おちだ。ロータス砦の頭目は獣堕ちだという噂うわさが広まっていたのなら、俺ほど罪を着せるのに都合のいい存在もなかっただろう。

　思わず喉のどの奥おくから笑いがこぼれる。

　ああ、まったく──。

「騙されるとは思わなかった」





２






　傭よう兵へいとして長年死線をくぐってきたんだ。騙されて囮おとりにされたくらいで俺もうろたえたりはしない。

　次に、どう動くか。

　考えるまでもない。俺は剣の切っ先から逃にげるように地面を転がり、ナイフを引ひき抜ぬいてゼロの首にあてがった。

「な──」

　何をする、と言いかけたゼロの首にナイフを押おし付つけ、その口を閉じさせる。

　状じよう況きようが状況だ。俺はゼロの護衛なんかじゃないし、ゼロは俺にかどわかされただけの無力な女だと思わせておけば最悪ゼロは助けられる。

「全員動くな！　動けばこの女を殺す」

　距きよ離りを取った俺を追つい撃げきしようとした騎士達が、一いつ瞬しゆんひるんで動きを止める。

　無む駄だだ、と騎き士しの一人が怒ど鳴なった。

「我らが主たるイデアベルナ領主トーレス様より、ロータス砦とりでの頭目を拿だ捕ほすべしとの命令が広く発せられている。どこへ行こうと逃にげる事はできんぞ！」

　イデアベルナの、領主──？

　俺おれはもう一度、騎士達のマントの紋もん章しように視線を向ける。

　よく見ればそれは波と船をかたどった紋章で、イデアベルナの城で見たトーレスの紋章と同じだった。

「へーぇ？　俺はてっきり、イデアベルナの領主は反聖女派だと思ってたがな……なんでまた、同じく反聖女派のロータス砦を壊かい滅めつさせる気になったんだ？」

「トーレス様が反聖女派などという噂うわさは事実無根の風評だ。トーレス様は未知の病から民を救ってくださる聖女様を信しん奉ぽうしておいでだ！」

　諦あきらめる事だな、と騎士が吐はき捨すてた言葉を聞いても、俺は諦める気にはなれなかった。

　表向きはどうであれ、トーレスがリアを嫌きらっていたのは間ま違ちがいない。そしてカルに裏切られた以上、俺達に聖都アクディオスを目指す術はない。

　ならば一か八か──処刑される危険性をかけ金にして、トーレスに賭かけるしかないだろう。

　そうでなければここにいる騎士どもを全員八やつ裂ざきにして、クレイオン共和国で起こっている問題を無視して逃げ出すか、だ。

　だが、逃げ出すなら〝賭けに負けた後〟でいい。

「……いいだろう」

　俺はゼロの首からナイフを外し、騎士の方へと突つき飛とばした。

「捕まってやるよ。拿捕すべしって事は、生いけ捕どりにしてロータス砦の情報が欲しいんだろ？　領主のところまで連れて行って拷ごう問もんでもなんでもすりゃいいさ」

　傭兵、とゼロが声を上げかけるのを許さず、俺は続ける。俺がゼロを人質にし続けていたら、騎士連中は〝名めい誉よのために〟俺を倒たおさなきゃならなくなる。

　それなら、俺が取るべき行動は武器さえ捨てた完全降こう伏ふくだ。武器を捨てたところで俺には牙きばと爪つめと力がある。丸まる腰ごしという事にはならない。

　大人しくその場に膝ひざをついた俺の両りよう腕うでに、金属の枷かせが嵌はめられる。俺の意図を察したのだろう、ゼロも不安げに俺を見つめながら何も言おうとはしなかった。

「その女は丁重に扱あつかえよ？　何せ、領主の客分だからな」

　普ふ通つうこんな事を言っても信じてもらえるわけもないが、ゼロには常識を超えた美び貌ぼうと気品とも呼べる傲ごう然ぜんとした雰ふん囲い気きがある。

　この女ならば、王の客分だと言っても誰だれもが信じるだろう。

　ここから先はゼロ次第だ。──うまく領主に取り入ってくれよ、泥どろ闇やみの魔ま女じよ様よ。

　狙ねらった通り、ゼロは暫ざん定てい的てきに客分扱いで騎士の馬車に乗せられ、俺は用意されていた檻おりに放り込まれた。

　格子の内側には無数の棘とげがあり、底面には滑かつ車しやがついていて馬で引けるようになっている。はっきり言えば見世物として連れてこられる猛もう獣じゆう用ようの檻おりだ。

　過去にも何度か入れられた経験があるが、何度入れられても気分は悪い。何せ棘が邪じや魔まで寄りかかる事もできねぇしな……。

　自分で選んだ事とはいえ暗あん澹たんとした気持ちで溜ため息いきを吐つくと、ふと馬車の小窓からゼロが覗のぞいているのが見えたので、一応軽く尻尾しつぽを振ふって無事を伝えておいた。

　ほどなくして檻に黒い布を被かぶせられ、檻が馬に引かれて動き出す。

「夜明けまでに城に戻もどるぞ！　明かりをもって先行しろ！　私は先にイデアベルナへと戻り、トーレス様にご報告申し上げる！」

　騎士の一人が指示を飛ばす声がして、俺は内心ほっとした。

　走らずにイデアベルナまで連れていってもらえるなら──まあ、捕つかまったかいもあるってもんだろう。




　布をかけられた檻の中は暗く、疲つかれ切きっていた事もあって俺はすっかり眠ねむり込こんでいた。

　どうせ起きていたところで俺にできる事はない。せいぜい体力の回復を図って、ゼロが領主の懐かい柔じゆうに失敗したときに脱だつ出しゆつする準備を整えるくらいだ。

　がたがたと揺ゆれる檻の中で頭をぶつけたり、棘だらけの格子に刺ささったりしながら図太く眠り続けていた俺だが、潮の香かおりが強まるとふと目が覚めた。

　町が近いか──いや、波の音が聞こえる事を考えると、すでに町に入っているのかもしれない。分厚い布を通しては太陽の光も感じられないが、わずかに人のざわめきが感じられる事を考えると早朝だろう。

　寝ねながらにして予定より早くイデアベルナに到とう着ちやくできた。──と、前向きに考えておこう。

　馬車はしばし整備された道を走り、二手に分かれた。ゼロが乗っている馬車が遠ざかっていき、俺の檻は波の音のする方──おそらくは港へと向かっていく。

　檻は急な坂道を登ったところで止まった。布の隙すき間まから地面の様子を窺うかがうと、木材で作った足場の上まで運うん搬ぱんされたらしい事が分かる。

　地面よりも高い位置にある足場の上──見世物台か？

　檻を遠巻きに眺ながめるように大勢の人間の気配がするし、その可能性は高そうだ。

　──どうも、妙みようだ。

　俺の知っている罪人拿だ捕ほの手順と明らかに異なっている。

　なぜ捕とらえられた罪人を検分しに来ない？　ロータス砦とりでの情報を引き出そうとするのが普ふ通つうだろうし、罪状を書き留める必要だってあるはずだ。

　準備が整うまで罪人をさらし者にするのはよくある事だが、それなら町に入る前から覆おおいを取って、石なり腐くさった野菜なりを投げさせるのが常のはず。

　俺おれが獣けもの堕おちだから、町の人間が迂う闊かつに近づかないように警けい戒かいしてるのか？

　耳を澄すますと、波の音に混じってざわざわと人の声が聞こえてくる。声が遠く、小さく、数も多すぎるせいで断片的にしか聞こえないが──ロータス砦とりでがどうとか、頭目がなんだとか、話の内容が俺に関係しているのは間ま違ちがいなさそうだった。

　あとは他愛もない日常の雑談や、聖女や領主についての噂うわさ話ばなし……それに混じってぽつぽつと聞こえる声は、俺の耳が確かなら「処刑」がどうとか言っている。

　嫌いやな予感で全身の毛が逆立つようだった。

　俺の戦せん慄りつを見計らったように近づいてくる複数の足音に、自然と鼓こ動どうが速くなる。

　足音は檻おりの近くで止まった。何人かが檻に被かぶせられた布を摑つかむ。

　そして、

「諸君！　これなるはロータス砦に集う盗とう賊ぞくの頭目である！」

　口上が始まった。

「街道を行く商人の荷物を奪うばった罪！　罪もない女子供を傷つけた罪！　いたずらに徒党を組み民に不安と混乱をもたらした罪！　そして何より聖女様に害をなした罪により、イデアベルナ領主様の命により捕とらえる運びと相成った！　見よ、この堕だ落らくした醜みにくい姿を！」

　覆い布が勢いよく取とり払はらわれ、光が一気になだれ込んできて視界が真っ白に染まる。

　その瞬しゆん間かん、割れんばかりの喚かん声せいが周囲の空気を揺ゆるがし、俺は両耳をぺたりと伏ふせて全身を縮こまらせた。

　両手が拘こう束そくされているせいで耳が塞ふさげず、無数の人間の声が一気に俺の鼓こ膜まくを引ひき裂さこうと暴あばれ狂くるっていた。

　殺せ、と声がする。

　あの声を向けられているのは、考えるまでもなく俺だ。

　ようやく目が日の光に慣れ始め、少しずつ周りが見えてくる。

　予想通り、俺の檻は木で組み上げた足場の上に置かれていた。場所は海に面した崖がけの上で、足場の周囲には街中の人間が殺さつ到とうし、殺せ、殺せと口々に叫さけんでいる。

　その殺意に気圧されて、俺は軽く下がって棘とげだらけの柵さくに背中をぶつけた。咄とつ嗟さに背後を振ふり返かえり、ようやく自分の状じよう況きようを理解する。

　──見世物台なんていう穏おだやかな代物じゃない。

　陸地から海へと大きくせり出している足場に、檻を設置した床板が左右に開く仕し掛かけ──仕掛けが動けば、俺の檻は間ま違ちがいなく海に落ちる。

「う、そだろ……これは──」

　公開処刑場──！

「馬鹿な！　裁判もしないでいきなり処刑だと!?　獣堕ちに人道が適用されないにしても限度ってもんがあるだろうよ！」

　魔ま女じよにだって一応は裁判があるというのに、拿だ捕ほして即座に公開処刑など聞いた事がない。

　だがこの圧あつ倒とう的てきな熱気は、次の瞬しゆん間かんに行われるだろう処刑を待ちわびる熱気だった。

「近ちか頃ごろイデアベルナの町では、御領主様は神に愛されたアクディオスの聖女様に対して敵意を抱いだいているという、事実無根の噂うわさが囁ささやかれている。だが恐おそれるな！　その噂もまた、盗とう賊ぞく共が我らが御領主様の名めい誉よと信しん仰こう心しんを汚けがさんとした浅はかな謀ぼう略りやくに過ぎない！　我らが主であり、イデアベルナを統治する偉い大だいなる領主様は、聖女様にいかなる助力も惜しまない意向である！」

「待て！」

　今にも死刑の宣告をしそうな官かん吏りに向かって、俺おれは叫さけんだ。

　無む駄だだと分かっていても叫ばずにはいられない。

「一度でいいから領主と話をさせてくれ！　そうすりゃ誤解だと分かるはずだ！　っつか、おいさっきの女はどうした？　ちゃんと領主に会わせたんだろうな？　まさかあいつもいきなり火ひ炙あぶりにするなんていう気じゃ──！」

　官吏は理解できない獣けものの鳴き声を無視するように、死刑の執しつ行こうを告げる腕うでを振ふり上あげた。

　何の躊ちゆう躇ちよもなく、その腕を下ろす。

「これをもって死刑を執行する！　檻おりを落とせ！」

　次の瞬間──俺は檻に閉じ込められたまま、海の中に放り出された。

　落下の勢いのまま檻は深く沈み込み、波に揉もまれて浮うき上あがる。俺は檻にすがって水面から顔を出し、頭を振って水を払った。

　休む間もなくまた波に飲み込まれ、海水を飲んでむせかえる。潮の流れが恐ろしく速く、俺は檻の中でかき回され、棘とげだらけの柵さくに全身を打ち付ける羽目になった。

　このまま死ぬのか？　──冗じよう談だんだろう！

　ふざけるなと言いたいところだが、大海の彼方から巨大な波が目前に迫せまるとさすがに覚かく悟ごせざるを得なかった。

　波に檻が吞のまれて──沈む。

　一いつ瞬しゆん目の前が暗くなった。鼻や耳の奥おくに水が入り込んできて恐ろしく痛む上に、空気を求めてあえいだ肺にまで海水が流れ込んでくる。

　だが諦あきらめかけた瞬間に、どういう奇き跡せきか檻が再び海面に浮かんだ。盛大にむせながら海水を吐はき出だして、大きく息を吸い込む。

「なんだ……この檻──！」

　沈まない。

　波が海の底へと飲み込もうとしているのに、その力に逆らい続けている。

　檻は激流に押おし流ながされるまま崖がけ伝づたいに進み、暗い洞どう窟くつへと吸い込まれた。

　と──。

　大きな衝しよう撃げきがあって檻おりが揺ゆれ、動きが止まった。何かに引っかかったようだと俺おれが気づくより前に、急に檻の扉とびらが開いて外に放り出される。

　海水の中に沈むかと思ったが、予想外にそこは硬かたい岩の上だった。

　──いや。

　岩というよりは明らかに人の手で作られた石いし畳だたみだ。

「ガハッ……っは……一体──！」

　何が、どうなってる？

　酸素不足でくらくらする頭では考えがまとまらず、とにかく現状を把は握あくしようと体を起こして周囲を見回す。

　暗い洞どう窟くつの中だ。その暗くら闇やみの中に揺れる光に俺が気付くと同時に、豪ごう快かいな男の笑い声と拍はく手しゆが洞窟に響ひびき渡わたった。

「見事見事！　見事に流れ着くではないか、実際に。いや初めて使ったが素晴らしい。処刑された罪人がこうして無事に生きている！　これは実に愉ゆ快かいな仕し掛かけだ！」

「な──……！」

　男が一人、闇の中から歩み出てくる。

　まず目に入ったのは磨みがき上あげられた革のブーツと、一目で最高級品と分かる派手な葡ぶ萄どう色いろのベストだ。上背は俺と同じくらい高く、鍛きたえ上あげられた体たい軀くはガッシリとしているが、白しら髪が混まじりの口くち髭ひげが重ねてきた年ねん齢れいを感じさせる。

　その男を俺は知っていて──。

「──そうは思わないかね？　モフモフ君」

　どうやら向こうも、俺を知っているようだった。
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「と言っても、今は少しもモフモフしていないなあ。びしょ濡ぬれで実にみっともない！」

　カンテラを掲かかげて笑いながら、男が俺に近づいてくる。

　その指に光る金の指輪には、船と波をかたどったイデアベルナの紋もん章しよう──もはや間ま違ちがいようもない。俺は顔を見る前からこの男が誰だれなのか察する事ができた。

　何よりこの、尊そん大だいなくせに少しも嫌いや味みを感じさせない物言いと笑い声だ。努めて覚えようとしたわけでもないのに、勝手に頭に名前が上がる。

「イデアベルナ領主──トーレス・ナダ・ガディオ……！」

「私は細かい事は気にしない性た質ちだが、なんなら〝様〟をつけても構わんのだぞ、傭よう兵へい君。そうするのが筋であるとさえ私は思う」

「傭兵！　無事か！」

　俺おれの呼び捨てにさりげなく表情を引きつらせた領主を押おしのけて、ゼロが俺を呼びながら飛び出してきた。

　その瞬しゆん間かんどっと気が抜ぬける──良かった、生きてたか。

「これで無事に見えるのか？　裁判なしで公開処刑にされた挙句、なぜか謎なぞの洞どう窟くつに流れ着いて領主と対面してるんだぞ、俺は」

「軽口を叩たたく元気があるのならば、無事なのだろう。全ては領主めのはかりごとなのだ」

　ゼロの言葉を受けて、領主が「そうだ」と胸を張って答える。

「鉄製の檻おりに囚しゆう人じんを押し込め、公衆の面前で海へと落とす。そうすれば、誰だれもが罪人は死んだと思うだろう？　しかし檻は海に浮うく特別仕様で、落とすとここに流れ着く仕し掛かけになっているという寸法だ」

　言いながら、領主は檻の天板を拳こぶしで軽く叩いてみせた。天板の中でわんわんと音が反はん響きようし、俺は天板が空くう洞どうである事に気づく。

「船と同じ原理だ。巨大な鉄の塊かたまりでも、中身を抜いて水に接する面積を増やせば浮かぶ。そしてここは海面と海底で潮の流れが違ちがうのでな。沈んだものは沖へと流れるが、浮かんでいるとこの洞窟に流れ込んでくるのだよ」

　命を狙ねらわれている者にあえて無実の罪を着せ、死んだ事にして逃にがすための仕掛けなのだと領主は解説した。

「様々な状じよう況きようを考こう慮りよした結果、君には──というより、ロータス砦とりでの頭目には派手に死んでもらった方が都合がよかったのでな。いやあ、実に上手くいった！」

　愉ゆ快かい、愉快とトーレスは胸を反らして豪ごう快かいに笑った。

「だから！　俺はロータス砦の頭目じゃ──！」

「ああ、分かっている分かっている。ロータス砦の頭目はカルだからな」

「……はん？」

　さらりと、領主の口から〝本物の頭目〟の名前が出てきた。

「なんだねその顔は。ロータス砦で会っただろう？　ほら、白い鷹たかの獣けもの堕おちの──」

「いや知ってるっつの。俺は知ってるっつの。俺が疑問に思ってるのはなんでお前が知ってるんだよって部分だよ」

「なんだそんな事か。カルからイデアベルナに協力者がいると聞かされなかったのかね？」

「そりゃ聞かされたが──」

「私だ」

　きっぱりと領主は言った。

　俺は今度は聞き返す事もなく、ただ信じられないものを見る目つきで領主を凝ぎよう視しする。

「我わが輩はいも驚おどろいたのだが、鷹のが言っていた協力者とはこの男の事だったらしい。ちゃんと鷹のから届いた手紙も見せてもらったし、ロータス砦の内情にも詳くわしかった」

　出任せではないと、ゼロが俺おれにそっと耳打ちする。

「そうとも、ちゃんとカルに言われた通り、目印も身に着けているぞう。ほら、船をかたどった品だ」

　そう言って、領主は自分の紋もん章しようが刻まれている金の指輪を俺に突つき出だして見せる。

「それに君を捕とらえた騎き士し達もイデアベルナの紋章──すなわち船をかたどった紋章入りのマントを身に着けていただろう。一から十まで、私はちゃんと指示通りに行動している」

　俺はそっと額を押おさえ、混乱して喚わめき出だしたくなる気持ちをどうにか押さえ込んだ。

　という事は──だ。

「つまりカルは俺を裏切ったんじゃなくて……全部計画通りに進んでたって事か？　だ、だったら何でカルは最初から俺に段取りを説明しなかったんだよ！」

「そりゃあ、何も知らなかったからだとも。私はカルから〝獣けもの堕おちと美女の二人組がそちらに向かうので合流してくれ〟と手紙を受け取った。合流の仕事は私に任されていたので、ついでにロータス砦とりでの頭目を社会的に抹まつ殺さつしたのだ」

　おかげで、と領主は言葉を繫つなぐ。

「ロータス砦に対する警けい戒かいが緩ゆるんでカルは動きやすくなり、私は昨今不ふ穏おんな空気を見せていた聖女派の領民からの支持を得られた。一石二鳥、一挙両得だ！」

「って事は……まさか……」

　もとはと言えば、リアが聖都を離はなれて港町イデアベルナに向かっていたのは領主の要よう請せいがあったからだ。そしてその道中、リアは盗とう賊ぞく──つまりロータス砦の連中に襲おそわれた。

　──その領主とロータス砦が、最初から繫がっていたのだとしたら。

　領主の息子の病気も。

　聖女の移動も。

　盗賊の襲しゆう撃げきも。

「全部──お前が仕組んだって事かよ！」

　俺が怒ど鳴なると、領主はわざとらしいくらい重々しく頷うなずいた。

「そういう事だ。私が息子の風か邪ぜを口実に聖女を聖都から呼び寄せ、その道中でカルの手下が聖女を拉ら致ちする計画だった。まあ、どこかのモフモフとした何者かに妨ぼう害がいされて失敗してしまったがな。──いやあ、形だけでも聖女歓かん迎げいの準備を進めておいてよかったよかった！」

　備えあれば憂うれい無しだと、領主は胸を反らして大笑いする。

「なんだってそんな……大体俺を捕らえた騎士も官かん吏りも、領主が反聖女派なんてのは噓うそだと主張してたぞ。それはもう声高らかに」

「それを説明する前に、まず君はそのなんとも情けない姿をどうにかすべきだな、傭兵君。腹も減っているだろう。──付いてきたまえ。心配せずとも、ここは領主たる私しか知らない、極秘にして神聖な場所だ」

　領主が踵きびすを返し、大おお股またで歩き始める。俺おれはゼロの手を借りてよたよたと立ち上がりながら、その背中に呼びかけた。両手の枷かせもゼロがはずしてくれる。

「そんな場所に魔ま女じよと獣けもの堕おちを引き入れていいのかよ？」

「それが私の覚かく悟ごだと──そう受け取ってはくれんかな？　傭よう兵へい君」

　領主は振ふり返かえらない。その声だけが恐おそろしく真しん剣けんで、有無を言わせぬ気き迫はくめいたものがあり、俺達は大人しく後に付いて歩き始めた。




　例のごとくゼロが魔法で乾かわかしてくれたおかげで、俺は一いつ瞬しゆんでずぶ濡ぬれ状態から復帰する事ができた。──が、海水には大量の塩が混じっている。水気が一気に飛んだ結果、俺の毛には大量の塩が付着するという極めて不ふ愉ゆ快かいな状態に陥おちいった。

　そもそも俺の体毛は白いからさほど気にならないかと思ったんだが、全身に走っている黒い模も様ようが消えて完全に白くなるとは思わなかった。そんな俺の姿を見て無ぶ遠えん慮りよに大笑いしたゼロと領主を、俺は当然の権利として殴なぐりつける。

「り……領主を殴るなど本来であれば死罪だぞ……！」

「なんで我わが輩はいまで殴るのだ……君が風か邪ぜを引いてはいけないと思ってわざわざ乾かしてやったのに……」

「うるっせぇよ！　人を笑い者にしたら権力者だろうが功労者だろうが等しく罰ばつを受けるもんだ！」

　吠ほえるように言いながら全身の塩を払はらい落おとすと、ようやく気分も少しマシになってくる。

　場所は洞どう窟くつの奥おくに作られた隠かくし部屋だ。地面には絨じゆう毯たんが敷しき詰つめられ、ベッドや机、椅い子す、本ほん棚だなまでが揃そろっているところを見ると高級な宿屋の一室としか思えない。

　ここはイデアベルナの城の丁度地下に当たる場所で、領主しか存在を知らない秘密の部屋なのだそうだ。城の地下室に繫つながっているが、入り組んだ洞窟の複雑な道を覚えていなければ迷ってそのまま出られなくなるらしい。

「端たん的てきに言えば、私は聖女が大だい嫌きらいなのだよ。個人的な恨うらみもあるのでな」

　領主はソファにふんぞり返り、何年物かもよく分からない古びた葡ぶ萄どう酒しゆをグラスに注いで優ゆう雅がに傾かたむけながらそう切り出した。

「女性を悪く言うのは私の主義に反するが……彼女はあまりにも愚おろかだ。飢うえた群衆にたった一切れのパンを投げ込み、それで人助けをした気になっている。小さなパンを奪うばい合あって傷つけ合う人々も、パンを得られずに飢えて死んだ者も彼女には見えていないのだ」

　いや、と領主は自分の言葉を否定する。

「彼女には……ではないな。誰だれにも見えていない。治ち癒ゆの力を持った美しい聖女──その心地よい夢に囚とらわれたら最後、不都合な事は全て見えなくなってしまう。そしてその夢を否定する者は全て敵になってしまう。自分が被ひ害がい者しやになって初めて聖女の恐ろしさに気付くのだ。だが、気付いたところでもう遅おそい」

「イデアベルナの領主様が気付いてるんだったら、その権力でどうにかできそうなもんだがな」

「権力か……」

　そんなもの、と低く呟つぶやいた声は、恐おそらく誰だれに向けられたものでもないのだろう。

「権力とはな、傭よう兵へい君。民に貸し与えられているに過ぎないのだよ。民が税ぜいを払はらってくれるから私は金を持っているし、民が従ってくれるから私は法を作れる。全ての民が私に従う事を拒きよ否ひしたら、私は領主を名乗っているだけの無力な一人の男に過ぎない」

「権力者からその言葉を聞く事になるとは思わなかったな……どっかの啓けい蒙もう家かがそんな演説をして、確か処刑されてた気がするが」

「人を殺したところで思想は消えんよ。特にこの国は、多くの小国が集つどってできた共和国だ。誰が主か否かというのは絶対的なものではないが故に、民はやすやすと為い政せい者しやを脅す」

「脅おどす？　領主を？　どうやって」

　簡単な話だ、と領主は口元に自じ嘲ちようを込めた苦い笑いを刻む。

「娘のように思っていた少女が、聖女の信しん奉ぽう者しやに殺された……聖女を魔ま女じよと罵ののしったその日に。聖女への謝罪文をクギで背中に刻まれてな。君達が我が城に来たとき、馬車の前に飛び出してきた少女がいただろう？　あの子だ。──名を、パーセルと言う」

　俺はゼロを見た。

　イデアベルナを去るとき、気落ちしている風だった領主にゼロがかけたあの言葉──。

「お前──だからあの時領主に〝君のせいではない〟なんて言ったのか！」

　パーセルの死は、間接的にせよ聖女が原因だ。そして、聖女が現れたのはゼロが魔ま法ほうを作ったからだ。とことんまで突つき詰つめれば、パーセルの死はゼロの責任という事になる。

「お前……じゃあ、あの時から知ってたのか？　聖女のせいであの女が殺されたって……」

「血相を変えて飛び出して行った領主が、少女の遺い体たいを抱だいて戻もどってきたのを見たのでな。大体の察しはついた」

「なんであの時、俺おれにそう言わなかったんだよ……！」

「聖女を魔女と罵った少女が、聖女の信奉者に殺された。──そんな話をしたら、我わが輩はいと聖女の間で揺ゆれていた君にいらぬ情報を与える事になっただろう」

　俺は頭を抱かかえた。そこまでゼロにいらん気を遣つかわせていた自分が嫌いやになる。

　トーレスは苦しげなほどに重たいため息を吐つき、続けた。

「パーセルの遺体に刻まれていた、聖女への謝罪文──あれは反聖女派である私への忠告に他ならない。もし今後も私が反聖女派の立場を取るのなら、更さらなる犠ぎ牲せいが生まれる事になる──とな」

　なるほど、とゼロが頷うなずく。

「つまり主が反聖女派であるせいで、領民たる自分達までが聖女の治ち療りようを受けられなくなる事を恐おそれたのだな？」

「よくあるからなあ。領主同士の喧けん嘩かで領民が割を食うって話。領主が王への反乱に加担したせいで、村一つが見せしめに焼かれたりな。共和国じゃそこまではないだろうが」

　確かに、パーセルを殺した犯人を罰ばつすれば済む話ではなさそうだ。〝聖女を批ひ判はんするな〟というのが特定個人の意見ではなく、大勢の領民の考えならば、それに従わなければ、最悪、反乱や暴動、暗殺に発展する。

「そこで私は選せん択たくを迫せまられた。このまま反聖女派を貫つらぬくか、聖女を支持する方針に転じるか、そうでなければ──領民を騙だますか。知っての通り、私は騙す事を選択した」

「で、選んだ方法が俺おれの公開処刑かよ」

　反聖女派の代表格とも言えるロータス砦とりでの頭目を公開処刑にすれば、誰だれもが領主は聖女を支持していると考える。

「カルから手紙を受け取って、即座にこの筋書きを考えついた私は実に優秀な領主だと思わないかね？　君がカルと同じ獣けもの堕おちで実に都合が良かった」

　神に感謝だと笑って、領主は葡ぶ萄どう酒しゆのグラスを高く掲かかげる。

「傭よう兵へい君を公開処刑にすると言った瞬しゆん間かん、ゼロ殿に命を奪うばわれかけたのは予想外だったがね。いやあ、今思い出しても血が凍こおる」

　楽しげに笑ってはいるが、本当に殺される寸前だったのだろう。俺はゼロを軽く睨にらんだが、ゼロの方は悪びれる様子もない。

　私もな、と領主はグラスの中身を飲み干して話を続けた。

「最初は聖女の登場を喜んだのだよ。この国には女神の加護があるとな。だがパーセルの父が聖女の屋や敷しきで山や羊ぎの刻印を受けてな……」

「ああ……そう言えば、あの女パーセルが馬車の前に飛び出してきたときそんな事叫さけんでたな。確か、魔リ女アのせいで父親が死んだとか……」

「パーセルの父は我が城の庭師だったのだよ。足を悪くしてからは塞ふさぎがちだったが……聖女の刻印で病気が治ると噂うわさが立ち、彼はそれを信じた」

　前にカルからも聞いた話だ。

　刻印を欲しがる金持ち共を門もん前ぜん払ばらいにし、貧乏人にだけ与えられた山羊の刻印──治ち癒ゆの奇き跡せきを起こす聖女の紋もん章しようを刻む事で、病気が治るという噂が立った。

「たとえ単なる噂だったとしても、焼印の痛みに耐たえればまとまった金が得られる。パーセルの結婚資金にとでも考えたのだろう。──雇やとい主ぬしとして、なんとも情けない話じゃないか。彼は私ではなく、聖女を頼たよる事を選んだのだ」

　そして、死んだ。

「私は山羊の刻印と彼の死が無関係だとは思えなかった。私は聖女の事を調べ上げ、ロータス砦とりでの存在を知ったのだ。私は彼らの支し援えんをする事が最良の手段だと考えた。表立って行動できない私の代わりに働く、都合のいい手て駒ごまだと──だが、犠ぎ牲せいを払はらわずにいられるなどと考えていた私の慢まん心しんでパーセルは犠牲になった。そして犠牲を生んでしまった以上、私はこの手を汚けがしてでも聖女を倒たおさなければならない。ここで引けば、犠牲はただの犬死にになってしまう」

　領主の手の中で高く清んだ音が弾はじけた。

　手にしていた繊せん細さいなグラスを握にぎり砕くだいたのだ。粉々に砕けたグラスの破片が、領主の血と共に絨じゆう毯たんに降り注ぐ。

　話し終えると、険しく顰しかめられていた領主の表情が少しだけ和らいだ。

　グラスの破片でズタズタになった自分の手を見つめて、「いいグラスだったのに」と見当違ちがいの後こう悔かいを呟つぶやく。ガラスの破片を適当に取とり除のぞきながら、領主は改めて俺おれ達を見た。

「そういうわけで、早速聖都アクディオスへの抜ぬけ道みちに案内したいところだが──」

「何だ？　何か問題でもあるのかよ」

「まあ、問題というほどでもないのだがね。抜け道というのが、アクディオスの湖とイデアベルナの港を繫つなぐ地下水路なのだよ。傭よう兵へい君は知らないかもしれんが、イデアベルナには生せい還かんの港という異名もあってな」

「知ってる。アクディオスに閉じ込められた王が、ある日イデアベルナの港から現れたってな。──たんなる伝説じゃなくて、実話だったわけだ」

「ほーう。よく知っているではないか。感心、感心。つまりこの抜け道は、潮の満ち引きに大きく影えい響きようされるのだ。抜け道は普ふ段だんは海に沈んでいて、新月の晩とその前後──つまり水位が最も低くなる三日間のみ、その姿を現す。そしておりしも、今夜こそが新月の晩」

「真顔で噓うそつくんじゃねえよ。新月は十日も前だ」

　突つっ込こむと、領主は何が楽しいのか喉のどを反らして笑った。

　酔よっ払ぱらってんのか？　このジジイ。

「いやいや失敬。戯ぎ曲きよくにありがちな展開なのでな、私も一度言ってみたかったのだ。傭よう兵へい君の言う通り、つまり今夜も明日も明後日も、件くだんの抜け道はほぼ海に沈んでいる」

「では、どうするのだ？　その道から聖都に侵しん入にゆうする計画は言ってみただけか？」

　ゼロが顔を顰めると、領主は「まさか！」と大げさに腕うでを振ふった、

「私は〝ほぼ沈んでいる〟と言ったのですよ、ゼロ殿。つまり──まあ、辛かろうじて沈んでいない。夜中の干かん潮ちようを狙ねらって船を出せば、洞どう窟くつの天井に頭をぶつけそうになりながらも、水面を這はうように進めるはずだ」

　領主がクレイオン共和国の地図を広げて、イデアベルナからアクディオスまで続く一直線の水路を指差した。

　補給路の経路と似ているが、それよりもさらに距きよ離りが短縮されている。その上障しよう害がい物ぶつもなく水の流れを利用できる事を考えると、半日もあればアクディオスに着けそうだ。

「──ただし」

　急に、領主が表情を引ひき締しめた。

「干かん潮ちようという事は、つまりアクディオスの湖から、海へと水が流れ出しているという事だ。当然、流れを遡さかのぼって船を進める事になる」

「船を漕こいで進むって事か？」

「そうだ。しかも洞どう窟くつ内ないは流れが速く、気を抜ぬくと海へと押おし流ながされる。──まあ、その程度は君にとってはさしたる問題ではないだろう。ちょっと疲つかれるだけの話だからな。最も危険なのは、潮が満ち始めたとき──つまり、海から湖へと水が流れ込むときだ。船は流れに乗ってアクディオスまで高速で押し流されるが、当然洞窟内の水位が上がる」

　干潮で水位が下がってようやく船が通れる程度の水位になるというなら、満潮まで水位が上がったら確実に船は沈む。おまけに前に聞いた神父の話によると、水の中にはフルゴルという肉食の巨大魚がいるのだ。

「ちょっと難易度高すぎるんじゃねぇかな……」

「君が獣けもの堕おちでなければ私とて提案していない。本来なら新月を待って使う抜け道なのだからな。だが、今は時間がない。しかるに、ゼロ殿。あなたは私と城で待機を──」

「いや、我わが輩はいは傭よう兵へいと一いつ緒しよに行く」

　言いかけた領主の言葉を遮さえぎって、ゼロはきっぱりと答えた。

　これには、さすがに領主の笑いが止まる。

「いや、ゼロ殿……それは賛成しかねる。確かにあなたは魔ま女じよであり、私には想像もつかない力をお持ちなのだろうが──あまりにも危険だ」

「だが、傭兵はその危険な場所に行くのだろう？　ならば我輩も行って、傭兵を守らねば」

「おいこら、逆だ、逆。俺がお前を守るんだよ。それが仕事なんだから」

「分かっている。君は我輩の大切な護衛だ。護衛に死なれては困るから、我輩が守るのだ」

　どうも本ほん末まつ転てん倒とうな気がするが……実際問題、究極にやばくなったらゼロの魔法に頼たよるのが一番安全だ。俺が人間に戻もどるのが遅おそくなったとしても、死んじまったら意味がない。

「まあ……こいつは最終兵器みたいなもんだからな……」

　しかし領主は当然納得しなかった。

「馬鹿を言うな、傭兵君！　大体、君は腕うでを怪け我がしているんだろう？　そんな状態では、自分の身を守るだけで精一杯だろう！」

「ああ、忘れてたわ。もう治ってんだ、これ」

　包帯を外すと、乾かわいた血でへばりついた毛が抜けて、微び妙みように痛い。だが傷は完全に塞ふさがっていた。神父の糸の切れ味がよかったおかげで、治りも早かったんだろう。

「ば……化物め……！」

「む。こら領主、それは言ってはいけない言葉だぞ。世の中には言っていい事と悪い事があって、今のは悪い方に逸いつ脱だつしている」

　前に俺おれが言った言葉を、ゼロが真似して領主を責める。よしよし、ちゃんと社会的常識を学習してるな。いい傾けい向こうだ。この調子で早く普ふ通つうの人間らしくなってくれ。

「まあ……ゼロ殿がどうしてもと言うのならば仕方がない。確かに傭よう兵へい君一人では危険過ぎるが……私も立場上、人手を割くわけにはいかないからな……」

　それでは、と領主は立ち上がった。

「私は引ひき潮しおの時間まで城に戻もどる。カルに無事に合流できたと伝でん書しよ鳩ばとを飛ばさなければならないのでな。二人とも、私が戻るまで少しでも体を休めてくれ」
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「地下水脈──というのを知っているか？　地下を流れる川のようなものだ。それらは地面に染み込んだ雨から生まれ、再び地面にあふれ出して湖になったり、海へと流れ込んだりする。そして時としてその逆に、海の水が地下水脈を逆流し、塩の湖を作り出す。──それがアクディオスだ」

　長い洞どう窟くつを、領主に先導されて歩いた。

　俺達が体を休めていた部屋から秘密の水路までは、洞窟の中を正しく進まなければ到とう着ちやくできないらしい。そもそもは一本道の洞窟だったのを、わざわざ左右に掘ほり進すすめて迷めい宮きゆう化かしたのだと領主は言った。

「町の歴史を振ふり返かえれば、イデアベルナの港町はアクディオスより後に作られている。つまりアクディオスから海へと繫つながる水脈の終着点に、王はイデアベルナを作ったのだ。最初から、アクディオスとイデアベルナは対となる町として作られていたのだな。王より任ぜられたイデアベルナの初代領主は、城の地下に地下迷宮を作り上げ、その奥おくに秘密の船着場を作った──それが、ここだ」

　急に、開けた場所に出る。

　領主はランタンの炎を壁かべの松たい明まつに移しながら、地下船着場をぐるりと一周して回った。

　闇やみに沈んでいた水路の全ぜん貌ぼうが、松明の炎に照らされて浮うかび上あがる。

　──まさに、地下を流れる川だった。

　地面は歩きやすいようにならしてあるし、周囲の壁には一面に彫ちよう刻こくが施ほどこされているが、天井を見上げれば無数の鍾しよう乳にゆう石せきが垂れ下がっており、ここが自然にできた洞窟だと分かる。

　川の両りよう端はしはどちらも暗い洞窟の奥おくへと続いており、ランタンを掲かかげて見てもその先を見通す事はできなかった。

「素晴らしい場所だろう？　しかし機密であるがゆえ、誰だれにも見せられなくて少々寂さびしかったのだよ。ようやく、この台詞が言える──ようこそ〈生せい還かんの水路〉へ」
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「こいつは……すげぇな。ここから海にも出られるんだろ」

「無論だとも。並び立ついくつもの岩に隠かくされて、洞どう窟くつの入口は外からは見えないがね」

　俺おれは珍めずらしく素直に感かん嘆たんの声を上げた。ゼロは水路の脇わきにしゃがみ込み、水を一口舐なめて「しょっぱいぞ。本当に海水だ」と驚おどろいている。

「そしてもう一方は聖都アクディオスへと繫つながっている。この場所には人間の手が入っているので快適だが、先に進めばまったく自然にできた水脈だ。実は私も通った事がないので、どんな危険があるか分からない」

　ほら、と領主が水路の一方──アクディオスへ進む方向を指差した。

　海へと続く水路が段々と広くなっていくのに対し、アクディオスへ続く水路は天井がじりじりと低くなり、最終的には半分以上が水に沈んでいるような状態だった。

「想像以上に狭せまいな……本当に通れるのか？」

「まだ潮が引き始めたばかりだからな。今見えているのは洞窟の天井だ。五分もすれば通れるようになるだろう。船を用意してある。あれだ」

　桟さん橋ばしに小船が一いつ隻そうくくり付けられている。

「漁船か？」

　中を覗のぞき込こむと、漁業用のモリと網あみ、それから船を漕こぐための櫂かいが船底に転がっている。

「イデアベルナの漁船は頑がん丈じようで沈まない事で有名なのだよ。一応こちらの沖おきで餌えさを撒まくように指示してあるから、フルゴルの数もある程度は減っているだろう」

「あぁ、例の肉食魚な……」

　この辺りの海域にうようよしているという魚で、でかくて美味いとテオに評判の名物だ。

　まさか名物に食われる心配をするはめになるとはな……。

「まあ……油断はしねぇよ。感謝する」

「なんの、ゼロ殿のためならば」

　領主はゼロに向かって片目を瞑つむってみせた。見事にキマってるのが逆に腹立たしい事この上ない。

　それからしばし潮が引くのを待ち──俺達は船を洞窟に滑すべらせた。




　完全な闇やみに包まれた洞窟を、ランタンの光を頼たよりに進む。真っ直ぐに体を起こすと頭が天井に当たるので、不自然に体を傾かたむけて船を漕いだ。

「すげー腰こしにくるな、これ……」

「よい鍛たん錬れんの方法を見つけたな」

「ああ、新発見だな」

「我わが輩はい、船が自力で進む魔ま法ほうを考えておけばよかった。水を操る魔法ならあるのだがな……」

「やめとけ。漕ぎ手が失業する」

「そうか？　便利ならばよいだろうと思うのだが……社会とは難しいな」

　とてつもない閉へい塞そく感かんを、下らないやり取りで紛まぎらわせる。

　恐おそろしく静かだった。

　ちゃぷちゃぷと波が揺ゆれる音と、俺おれが櫂かいを動かす音だけが洞どう窟くつに反はん響きようしている。半日で洞窟を抜ぬけられると言うが、これを早朝まで続けるのは骨が折れそうだった。

　ゼロを連れてきてよかったと心底思う。一人だったら投げ出していたかもしれない。

　そんな考えも、ゼロが退たい屈くつな時間に飽きて居眠りを決め込むまでの話だったが……。

　流れは思ったよりゆるやかで、俺が櫂を動かすたびに船はすいすいと進んでいった。暗い洞窟の中では本当に進んでいるのか不安になるが、潮の引き具合で時間の経過だけは分かる。

　そろそろ干かん潮ちようが近い。満潮の流れに乗って進む事を考こう慮りよしても、半分は進んでいてくれないと困るんだが……。

　満潮になる前に──つまり洞窟が完全に沈む前に本当に洞窟を抜けられるのか？

　ちらと不安に思ったそのとき、突とつ然ぜん船に衝しよう撃げきが走って大きく揺れた。

　ゼロが飛び起き、叫さけぶ。

「どうした、傭よう兵へい！　何があった!?」

「分からん！　たぶん何かにぶつかったん──」

　また、衝撃が走る。よろけて海に落ちそうになったゼロを、慌あわてて船底に引ひき倒たおした。

　ランタンを摑つかんで、水中を覗のぞき込こむ。何かが光を反射した。水底に、何かが──。

「ひっ……！」

　俺は引きつった声を上げて飛びのいた。

　魚だ。

　それも巨大で、口から凶きよう悪あくなほどに鋭するどい歯列が突つき出だしている。それがフルゴルという肉食魚だと、考えるまでもなく分かった。

　そしてその無数のフルゴルが、ひしめき合うように水中を泳ぎ回っている。水位が下がったせいで、そいつらが船に激げき突とつし始めたのだ。櫂がフルゴルに弾はじかれ、大きく跳はね上あがった。水に落ちそうになるのをすんでのところで摑む。

「なんだこの数！　どうなってんだ……！」

「……餌えさだ」

「餌？」

「この魚は、肉食なのだろう……？　つまり、アクディオスには豊富な餌が……」

　──水に放り込まれる、死体。

「つまり何か……？　アクディオスはフルゴルの養よう殖しよく場じよう状態って事か？」

「さすがの我わが輩はいもちょっとぞっとした。まあ、イデアベルナの領域を抜け、アクディオスに近づいたのだと思えば気が楽かもしれないが……わっ！」

　また追つい突とつされた。

「よもやと思うが、傭よう兵へいよ。この魚達は……船から我わが輩はい達を落として食おうとしているのではあるまいな……？」

　さあと、血の気が引いていった。

「なあ、魔ま女じよさんよ……この魚を全部焼き魚にする魔ま法ほうとか、ねえのか？」

「あるにはあるが……雷かみなりを水に落とすような魔法でな。雷は水を伝って我輩達にも襲おそい掛かかるので、この状じよう況きようで使うと我輩達も死ぬ。それにここは洞どう窟くつだろう？　下手な衝しよう撃げきを与えると、崩くずれて生いき埋うめにされそうだ」

「役に立たねぇ魔女だな……」

「世の中そう上手くはいかないものだ──傭兵！　あの魚、飛び込んでくるぞ！」

　一匹のフルゴルが勢いをつけ水面から飛び出し、砲ほう弾だんのように俺おれ達に突つっ込こんできた。ギザギザした鋭するどい歯が眼前に迫せまり、咄とつ嗟さに剣けんを抜ぬいてその口の中を貫つらぬく。

　斬きり払はらって水中に死体を捨てると、あふれて広がった血にフルゴルが群がって共食いを始め、激しく水みず飛沫しぶきを上げた。

　フルゴル共が暴れるたびに船底から激しく突き上げられ、ぐらぐらと船が揺ゆれる。

「くそ！　船が壊こわされるのも時間の問題だな……！　だがこんなに密集されちまったら櫂かいも役に立たん」

「ふむ……我輩、考えたのだが……」

「いい考えなら歓かん迎げいだ。とりあえず言ってみろ」

「君は力自じ慢まんだな？」

「それはあれか？　力以外に自慢すべき能力がない事を暗に責めてるのか？」

「我輩、君のそういう猜さい疑ぎ心しんに塗まみれているところは嫌きらいじゃないぞ。だが、今は君の力自慢を誇ほこるべきときかもしれん──これだ」

　船の底に転がっていた漁業用の網あみを投なげ渡わたされ、俺は目を瞬またたいた。

「網をどうしろって？」

「基本的に、魚は流れに乗って泳ぐ生き物だ。そして今、水はイデアベルナ沖からアクディオスの湖へと流れ込んでいる。そこでだ。網で魚を一尾絡からめ取とり、引き上げようとする。すると魚はどうする？」

「そりゃ、逃にげようとして暴れるな」

「そうだ。水の流れを利用して、より速く、より力強く安全なところに逃げようとする。──つまり、聖都アクディオスの湖に向かって進むわけだ」

　ゼロの言わんとしている事を理解して、俺は鼻の頭に皺しわを寄せてゼロを見返した。

　つまりこの女は、フルゴルを馬代わりにして船を引かせようというのだ。

「……さすがに無茶じゃねえかな」

「君の怪かい力りきと根性があれば不可能ではない。どちらにせよ、やらねば船が壊れて我輩達はここで死ぬ。同じ間ま抜ぬけならば、今ある可能性に挑ちよう戦せんすべきだろう」

「そりゃそうかもしれねぇが……」

　そのとき、血の臭においで興奮したフルゴルが、再び大口を開けて俺お達れに突つっ込こんできた。

　どうやら考えてる暇ひまもなさそうだ。

「この……魚の分際で獣けものを食おうとするんじゃねぇ！　食物連れん鎖さに対する反逆行こう為いだぞ！」

　網あみを投げて飛び出してきたフルゴルにひっかけ、そのまま船底に足を踏ふん張ばる。

　網から逃のがれようと暴あばれ狂くるったフルゴルは、網に絡からまったまま船を引っ張るように猛もう然ぜんと泳ぎ出した。ゼロの読み通り、アクディオスを目指して。

「上手いではないか。さすが我わが輩はいの傭よう兵へいだ」

「はっは……！　船乗りにでも転職するか？」

　思わず引きつった笑いがこぼれた。でたらめ過ぎてもう笑うしかない。

　だが、フルゴルの群れがいるって事はアクディオスの湖が近いって証しよう拠こだ。

「この速度で進めば、すぐに洞どう窟くつを抜ぬけられそうだな。俺が漕こぐよりはるかに速い」

「むしろ、最初からこうすればよかったのではないか？　新しい動力の発見だ」

　俺達はそのままフルゴルに引っ張られ、驚きよう異い的てきな速さで俺達は洞窟を抜け──。

　待ち受けていた巨岩に激げき突とつし、水中に放り出された。
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　──アクディオスの湖は、鏡のように凪ないで静かだった。

　その平へい坦たんな水面を突き破り、アクディオス島のゴツゴツとした岩場に這はい上あがる影かげが二つ。

　言うまでもなく、俺とゼロである。

「がはっ……！　くそ、海水……！　しょっぺぇ！」

「魚が……魚の歯が我輩の爪つま先さきをかすめて……これが弱肉強食の世界……！　我輩は慢まん心しんしていた。我輩が食物連鎖の頂点であるかのような錯さつ覚かくを、いつから……！」

　無数のフルゴルが襲おそいかかる中、どうして岸に泳ぎ着けたのかはまったく分からない。俺は大量に海水を飲んだし、ゼロは弱肉強食の真理を悟さとったようだが、とにかく、どうにか生きてアクディオスの地を踏ふめた。

　最悪な事に、聖女の館の裏手にある、大量の死体の山を乗り越えての上陸だったが……目的地に近い陸から上がれたと前向きに考えよう。

「さ……寒いぞ、傭兵……それにひどい死し臭しゆうだ……」

　折角前向きに考えようと思ったのに、ゼロが現実を思い出させてくれる。

　そうだ。寒いし、腐ふ臭しゆうはするし、おまけに俺の全身は血で染まっている。泳いでくる最中、いくらかフルゴルを殺やったからな……。

　こんな状態の俺おれを目にしたらリアでなくとも問答無用で悲鳴を上げるだろうが、何を言ったところで聖女様への謁えつ見けんを賜たまわる前に身支度を整えたいなんて贅ぜい沢たくは通りそうもない。

「どうしてこう、もっと上手い事できねぇかな……」

「現実とはかくも厳しいものなのだ……英えい雄ゆう譚たんは脚色されているだけで、実際はどれもが血とか泥どろとか海水とか魚の内臓に塗まみれているのだ……我わが輩はいはそれを身をもって知ったのだ……」

　別に知りたくはなかったが、とゼロは最後に付け加えるのを忘れない。

　ともかくゼロの魔ま法ほうで体だけは乾かわかして、幾いく分ぶんマシな気持ちで聖女の屋や敷しきを目指した。

　アクディオス島の周囲は森に囲まれているので、町や屋敷に着く前に森を抜ぬける必要があった。絡からみ合あった木々を押おしのけながら苦労して森を抜けると、屋敷の外周を囲む背の高い壁かべが見えてくる。

　ふと人の気配を感じ、俺はゼロを木の陰かげに押し込んで自分も身を潜ひそめた。見張りの衛兵が二人、森を抜けたところに立っている。

　退たい屈くつな見張りの常として、二人はぽつぽつととりとめのない会話を交わしていた。

　曰いわく、俺と神父の死体が上がらないとか。

　獣けもの堕おちの死体を見つけなければ安心できないからと、もう何日も湖をさらっているとか。

　裁定官が聖女を守って死んだから、教会で正式に認められる日も近いだろうとか。

　イデアベルナ領主の計らいで、簡易ながらも橋が通ったとか。

「もう橋が通ったのか……？　すげぇな、あのジジイ」

　どうやらあのエロ領主は、アクディオスの窮きゆう地ちに誰だれよりも早く大量の資材と人員を送り込んだ英雄扱あつかいになっているようだ。

　裏で打だ倒とう聖女を掲かかげながら、表では人気取りにも余念がないとは、政治家って奴やつは恐おそろしい。

　そのまましばらく木の陰に身を潜めていると、衛兵達は二手に分かれ、それぞれ別の方向へと歩いていった。

　どうやら、屋敷の周囲を数人の衛兵が行ったり来たりして警備しているらしい。

　恐らく、衛兵の数は八人。四角い屋敷の四つ角に二人ずつ配置して、そいつらが定期的に二手に分かれ、屋敷の四辺を見回るという方式だ。

　今のは角から歩いてきた二人が、辺の中央で顔を合わせたところだったんだろう。

「次の見周りが来る前に、屋敷の塀へいを越えるぞ」

「あんなに高い塀を越えるのか？」

　はたと、俺はゼロを見た。半分とまでは言わないが、ゼロの身長は俺よりもかなり低い。俺からすれば大した高さの塀じゃないが、ゼロからすれば見上げるほどの高さと言える。

　俺は黙だまってゼロを抱かかえ上あげた。

　軽く下がって勢いをつけ、塀に向かって走る。塀の中ほどに足を引ひっ掛かけ、一気に体を持ち上げた。そうすると、ぎりぎり塀へいの上辺に手が届くのだ。しっかりと塀を摑つかんで這はい上あがり、屋や敷しきの敷しき地ち内ないに飛び下りる。

　その眼前に、衛兵が一人。

　大きく目を見開き、突とつ然ぜん塀の上から落ちてきた俺おれとゼロを見てあんぐりと口を開けている。

　素人め──と、自分で自分を罵ののしっておく。なんで俺は塀の中に衛兵がいないと思ったんだ？

「あ……ぁ……あぁ──」

「よせ、叫さけぶな……！」

　いよいよ悲鳴を上げそうになった衛兵の首を咄とつ嗟さに摑み、悲鳴と共に呼吸を奪うばってそのまま絞しめ落おとした。

「なるほど、そうやって頸けい動どう脈みやくを絞めるのか」

「頸動脈？」

「今、首を絞めただろう。そこの血流を止めると人は失神し、最終的に死ぬ」

　脳が酸素不足になるからだな、とゼロがもっともらしく頷うなずくが、やった本人である俺は何を言われているか分からない。

「……原理を知らずにやっていたのか？」

「原理なんぞ知らなくても、何が起こるか知ってりゃ十分だろう」

「どうも、君と我わが輩はいでは根本的に考え方が違ちがうようだな……」

「魔ま女じよと傭よう兵へいで考え方が同じでたまるかよ」

　吐はき捨すてて、気絶した兵士を縛しばり上あげて植え込みの裏に引きずり込んだ。

　ふと、遠くで警笛の音が聞こえた。

　どうした、何があったと怒ど鳴なり合あう声が、町のあちこちから上がる。

「ロータス砦とりでの連中だ！　みんな武器を取れ、出しゆつ撃げきだ！」

「もう我が慢まんできん……！　これ以上、賊ぞくを聖女様に近付けるな！」

　ああ、と俺は納得して頷いた。

「そういや、カルが陽動作戦で聖都の兵数を減らすとか言ってたな」

　領主が伝でん書しよ鳩ばとでカルに俺達の動きを伝えたんだろう。

　これで屋敷内の衛兵の数が減ってくれれば、それなりに動きやすくなる。

　俺は適当な木によじ登り、リアの部屋の窓を目指した。

　古い城なら寝しん室しつは広間の奥おくと相場が決まっているが、比ひ較かく的てき新しい屋敷だと見当をつけるのも難しい。だがまあ常識的に考えれば、屋根裏を除のぞく最上階──その中でも、一番広い部屋が大たい抵てい主人の寝室だ。

　幸いな事に今は夜で、窓からは明かりも漏もれている。人がいる部屋に見当をつけるのは難しくなかった。

「君はこういう犯罪めいた仕事になると生き生きとするな……」

「俺おれが普ふ段だんはボンクラみてぇな言い方はやめろ！　──見ろ。誰だれかいる」

　木の枝に体重を預けて、窓から部屋を覗のぞき込こむ。すると、リアの姿が見えた。

「当たりだ」

「どうやって入る？　窓を割るわけにもいくまい」

「古典的に、石でも窓に投げるか？　夜分遅おそくに失礼します、お姫様ってな」

「──待て、傭よう兵へい。様子が変だ」

　ゼロが低く囁ささやき、身を乗り出した。

　変？　と聞き返し、俺もよくよく窓を見る。

　確かに、変だ。リアは壁かべに背中を張り付け、怯おびえたような顔をしている。まるで、誰かに追おい詰つめられているようだ。だが俺達から見えるのは、四角い窓に切きり抜ぬかれた部屋の一部分だけだ。その範囲の外に誰かがいるんだろうが──。

　次の瞬しゆん間かん、その誰かの姿が見えた。

「──噓うそだろ」

　意識せずに俺の口からこぼれた声は、自分でも驚おどろくほど啞あ然ぜんとしていて、恐きよう怖ふめいた感情に引きつってさえいた。

　小さな体に、愛あい嬌きようのあるそばかす。

　最近綺き麗れいに切りそろえたばかりの、日に焼けて傷んだ茶ちや髪ぱつ。

　そしてその手に握にぎられた──子供の手には大きすぎる大人用のナイフ。

　──ごめんなさい。

　リアの唇くちびるがそう動くのが見えた。

　──ごめんなさい、許して、ごめんなさい。

　子供の目に宿る憎ぞう悪おの色が濃こくなった。

　ふざけるなと怒ど鳴なる声は、窓を突つき抜ぬけて俺の耳に直に届くほど強い。

　ナイフの切っ先が、明確な殺意をもってリアへと向けられる。




　──父ちゃんの形見なんだ。




　そう言って自じ慢まんげに笑った子供の名前を、俺は知っていた。

　そしてその子供が、聖女を憎にくんでいる事も。




　──これがテオの母親だ。聖女を襲しゆう撃げきする二日前に死んだ。




　だが、だからと言って許されない。

　それをしてしまったら全てが終わる。

　この先に長く続く折角の人生が、全て罪と憎ぞう悪おと後こう悔かいに塗まみれてしまう。

　いつか一いつ緒しよに旅をしようと、俺おれなんかに笑ってくれた子供に──。

　絶対に、人を殺させたりなどするものか。

「よせ、だめだ──テオ!!」

　怒ど鳴なって、俺は次の瞬しゆん間かん窓をぶち破って部屋に飛び込んでいた。










【幕間　貫く意志】










　大切な人を守ってやりなさいと、父はいつもテオに言い聞かせていた。

　テオの手には大きすぎるナイフを握にぎらせて、いつかこれを正しく使える、立派な大人になりなさいと。

　けれど父は、テオに正しさを教えてくれる前に死んでしまった。

　どうして？　とテオは何度も母に聞いた。

　どうして父は死んだのか。どうして聖女は自分達を苦しめるのか。

　その問いに答える事もなく、母もまた、父と同じように死んでしまった。

　どうして、という疑問ばかりが消えない。

　ロータス砦とりでにわだかまる病人や、怪け我が人にん達。その誰だれもが聖女を憎にくんでいる。

　あの女さえいなければと、呪のろいの言葉を吐はいている。

　ならば全て聖女のせいだ。聖女さえいなければ、聖女さえこの世から消えてしまえば、みんな元気になって幸せになれるのだ。

　毎日カルを追い回し、「聖女を殺して」とねだって歩いた。だってカルは獣けもの堕おちで、強いのだから簡単に殺せるはずだと。

　けれどカルは何もしてくれない。ただ優しいばかりの臆おく病びよう者ものだ。

　だから、タルバに無理を言って聖女の襲しゆう撃げきに参加した。自分の手で聖女を殺す事はできないが、その手伝いくらいはできるはずだと考えて。

　けれど──。




　──お前の持ってるナイフで刺さすだけで人は死ぬんだ。




　傭よう兵へいの言葉が、今もテオの胸を熱く滾たぎらせている。

　自分にも殺せるのだと、テオはそのとき初めて気付いた。

　不意をついてナイフで突つき刺させば、自分だってみんなを救う事ができるのだと。──誰かを守る事ができるのだと。

　甘えていたのだ。ずっと。

　自分は子供だから、自分は弱いから、だから何もできないのだと最初から諦あきらめて、世の中を憎んでばかりいた。

　自分にも、できる。ならば自分がやらなければ。

　そう心に決めて、テオは聖女の小間使いになったのだ。

　憎にくい聖女に笑顔をふりまき、信しん頼らいを得て、近づく機会を手に入れた。

　テオにそれをさせたのは憎ぞう悪おと孤こ独どくだ。

　両親は死に、自分を大切に思ってくれる者はもういない──そんな投げやりな孤独感が、テオを復ふく讐しゆうへと駆かり立たてていた。

　だが、傭よう兵へいとゼロはテオに優しかった。

　美味しい料理を作ってくれて、暖かな外がい套とうを巻き付けてくれた。

　良い子だと笑ってくれて、役に立つと褒ほめてくれた。

　傭兵とゼロと過ごした時間は、まるで両親と過ごした日々のように温かく心ここ地ちよく、このまま時間が過ぎるのならば、復讐など忘れてもいいとさえ思った。

　だが、傭兵は死んでしまった。またしても聖女に奪うばわれたのだ。

　それで──どうして、許せる。

　どうして許す必要がある。

　聖女は多くの人を苦しめて、多くの人を殺している。

「ずるいじゃねーか……聖女様ばっか。奇き跡せきの力があるからって、何の力もない奴やつらを踏ふみつけにしていいのかよ。おれの父ちゃんと母ちゃんを死なせていいのかよ……！」

　罪には罰ばつが必要なのではないのか。神が、教会が、世の中が聖女を許すと言うのなら、代わりに自分が罰を下してやる。

　人を守るために役立てると誓ちかった、父の形見のこのナイフで──。

「お前さえ……お前さえいなければぁああぁ──！」

　叫さけんで、テオはナイフを手に聖女へと突とつ進しんした。

「よせ、だめだ──テオ!!」

　そんな声が聞こえたのと、ナイフが聖女の柔やわらかな腹を貫つらぬいたのは、ほぼ同時の事だった。
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　テオの肩かたを摑つかんでリアから引ひき離はなすと、むっとする血の臭においが広がった。

　ナイフを奪うばうと俺おれの手にまでべったりと血が絡からみ付つき、ナイフの先せん端たんから鮮せん血けつが滴したたる。

「あ……ぁ……」

　小さく喘あえいで、リアはずるずるとその場に崩くずれ落おちた。

　──間に合わなかった！

「おい魔ま女じよ！　リアの傷を治せ──絶対に死なせるな！」

「分かっている！　分かっているから、そう怒ど鳴なるな。魔女使いの荒あらい男め……命令すれば簡単に傷が治せる便利な道具みたいに思っているのではないか？」

　こんな状じよう況きようでぶつくさと文句を言いながら、それでもゼロはリアのもとへとすっ飛んでいく。それを確認して、俺は抱かかえていたテオの体を乱暴に突つき離はなした。

「馬鹿野郎！　お前、何を考えてんだ！　聖女を刺さしたりしたら重罪人になるんだぞ。教会に火ひ炙あぶりにされる可能性だって──」

　あるんだぞ、とは最後まで言えなかった。

　テオの腹から赤い色が噴ふき出だし、みるみるうちにテオの服を染めていく様子に、意識を全て持っていかれたからだ。

「お……おじさ……」

　恐きよう怖ふと混乱に揺ゆれる瞳ひとみで、テオがくしゃりと顔を歪ゆがませた。次の瞬しゆん間かんテオの口から血があふれ出し、ぼたぼたと絨じゆう毯たんを汚よごす。

　膝ひざから崩れたテオの体を、俺は慌あわてて抱だき止とめた。

「なん、だ……これ、一体どうなって──！」

　どうなっているのか、状況に頭が追いつかない。テオがリアを刺さす瞬間を、俺は確かに見ていた。それなのになぜ、テオの腹にこんな傷が。

「そこを代われ、傭よう兵へい！　聖女は無傷だ！　──テオに〈犠牲印サクリシグス〉がある！」

　珍めずらしくゼロが切せつ迫ぱくした声で怒鳴り、俺を突き飛ばしてテオの体を奪い取った。ゼロが手をかざすと暖かな光があふれ、テオの腹の傷を塞ふさいでいく。

　だが、どうしてか少しも安あん堵どできなかった。テオの顔色は蒼そう白はくで、今も苦しげに歪んでいる。

「どういう事だよ……〈犠牲印〉ってのは傷や病気を分散する魔ま法ほうなんだろ？　だったらなんでこんな……！」

「全ては比率の問題だ。〈犠牲印〉を刻む人間を一人に絞しぼれば、その効果は〝分散〟ではなく〝肩代わり〟になる。テオは聖女が怪け我がをした瞬間に、その傷を一身に引き受けるようあらかじめ魔法をかけられていたのだ！」

「そんな馬鹿な事が──！」

　突とつ然ぜん、テオの血ち塗まみれの指が意外なほどの力強さで俺おれの服を摑つかんだ。

　反射的にテオの手を握にぎり返かえすが、その手がぞっとするほど冷たい。

「お、じさ……生きて……た」

「ああ、見ての通りだ……！　あの程度で死ぬもんかよ。お前の傷も塞ふさがったぞ、テオ。大だい丈じよう夫ぶだ、助かる」

　苦しげに歪ゆがんでいたテオの顔が、ふと安あん堵どしたようにほころんだ。

　よかったぁ、と。声にならない言葉がテオの唇くちびるに刻まれる。

「な、いっしょに……おれも……」

　その先の言葉は、いくら待っても聞く事はできなかった。

　急に大きくテオの体が跳はね、そして動かなくなる。握にぎり締しめたテオの手から急速に命の気配が失われていくのが嫌いやというほど感じられ、俺は戦せん慄りつした。

「どうして……傷は塞がってるじゃねえか！　だめだ、諦あきらめるな！　死ぬなよ、テオ……死ぬな！　医者になりたいって言ってたじゃねえか……一いつ緒しよに旅をするんだろうが！」

　呼んでも、テオは答えない。

　その目から完全に光が消え、開ききった虚うつろな瞳どう孔こうがぼんやりと俺の姿を写している。

「なあ……魔ま女じよさんよ。こいつ、助かるんだよな……？　お前なら、助けられ──」

　ゼロが静かに首を左右に振ふった。

「いくら魔ま法ほうでも、死者をよみがえらせる事はできない。子供は体が小さい分、血を失えばすぐに死ぬ。神父は出血に耐たえられたが、テオは……」

　栄養不良の、瘦やせたガキだ。テオの服を染める血と、俺の体を濡ぬらす血──絨じゆう毯たんに染み込んだ血。それらを全て集めたら、きっとテオの体の半分を満たせるだろう。

「すまない……」

　ゼロの静かな謝罪が、終わりだと告げていた。

「……どうして、俺は……」

　あの時、テオをここに置いていったんだ。

　どうして連れていってやらなかった。

　ここにいた方がテオのためになると、俺は本気で思っていたのか？　ただテオの人生に責任を持つのが嫌だっただけじゃないのか。

　テオを足手まといだと感じずにいられる自信がなくて、リアに任せた方がテオのためなんていうおためごかしで、ただテオをここに捨ててきただけじゃないのか──。

　息が、上手くできない。

　苦しさに喘あえいで、俺はようやく自分が泣きたいのだと気がついた。

　たかが、ガキ一人だ。

　それがもう動かないという事が、喋しやべらないという事が──笑わないという事が。

　耐たえられないと感じるほどに、痛い。

　力なく肩かたを落としたゼロがテオの見開いた目を閉じ、そっと小さな手を取る。

　テオの手には白い包帯が巻かれていた。

　雑用で火傷やけどをしたのだと、テオは言っていた。聖都に着いて、聖女の小間使いとして召めし抱かかえられ、早速仕事を任されているのだと。

　だがゼロがテオの包帯をほどくと、その下に現れたのは黒く引きつれた焼印だった。──白い、小さな子供の手だ。その手の甲こうのほとんどを、右側の角が折れた雄おす山や羊ぎの刻印が覆おおい尽つくしている。

　──どうして、気付かなかった。

　どうして気付いてやれなかった？

　どうして傷を見せてみろと聞いてやらず、雑用での火傷と聞いてそのまま信じたんだ……！

　煮にえ滾たぎるような感情が腹の奥おくから込み上げてきて、言葉になって口からあふれた。

「なんでだ……？　リア。どうして──」

　リアは怯おびえたような顔をして、弱々しく首を左右に振ふる。

　その瞬しゆん間かん、俺は低く咆ほう哮こうしてリアの細い首を摑つかみ、強く壁かべに叩たたき付つけた。

「ひ、ぐ──あ……」

「答えろリア！　どうしてこいつに〈犠牲印サクリシグス〉を刻んだ？　どういう目的で……！　何を考えてんだよ、聖女様。どうしてこんなガキに、こんな仕打ちができるんだ！」

「よせ傭兵！　聖女は何も知らない！」

「知らねぇわけがあるか！　これは〈犠牲印〉の力だってお前が言ったんだぞ。つまりこの女はテオを身代わりにしたって事だろう？　自分が助かるためにテオを殺したんだろう！」

「違ちがう！　最初にテオが聖女を殺そうとしたのだ。その結果テオは死んだ。ならばこれはテオ自身がもたらした結果に過ぎない！」

「じゃあそのテオに聖女を殺そうと思わせたのはどこのどいつだよ！　テオに〈犠牲印〉を刻んだ奴やつは？　どうしてリアの身代わりで死ぬような魔法をかけた！」

　リアを殺そうとしたテオの自業自得だと言えば、確かにそうだ。

　だがもしテオがリアを刺ささなかったとしても、どうせいつかテオはリアの身代わりになって死んでいた。

「何が、聖女だ……！」

　人の命を救える事がそんなにも偉えらいのか。

　千人の命を救えるからと、一人の子供を殺しても許されるのか。

「お前の命がテオの命より価値があるなんざ……一体誰だれが決めたんだ！」

「あ、え……や……たす、け……！」

　怯おびえた表情で唇くちびるを震ふるわせて、リアはゆるゆると首を左右に振ふる。

　その首を絞しめ上あげる手に、俺おれは殺意と共に力を込めた。

　じわじわと首を絞め上げるとリアの目から涙なみだがあふれ、開いた口から唾だ液えきがこぼれた。どうにか逃のがれようと暴れる指が、がりがりと俺の腕うでを搔かきむしる。

　それでも、俺は力を緩ゆるめなかった。テオを殺したこの女が、ただ憎にくくて──。

「いい加減にしないかこの──大馬鹿者がぁ!!」

　耳に痛い怒ど号ごうが俺の鼓こ膜まくを揺ゆらし、強きよう烈れつな衝しよう撃げきが俺の背中にぶち当たった。はずみでリアを絞め上げる指が緩み、リアの体が床に落ちた。

　痛みに呻うめいて振り向くと、ゼロが頑がん丈じような樫かしの椅い子すを手に俺を睨にらみ上あげていた。あの椅子で力任せに俺を殴なぐりつけたらしい。

「な……何しやがんだいきなり！」

「それは我わが輩はいの台詞だ！　聖女を殺せば全てが無む駄だになる！　重要なのは誰だれのせいかではなく、誰を倒たおせば終わるかだ！　我輩達の目的を思い出せ！」

　手にした椅子を乱暴に投げ捨てて、ゼロは俺を押おしのけてリアの体を助け起こす。

　リアは喉のどを押さえながら激しく咳せき込こみ、断続的に胸を痙けい攣れんさせてもがくように嘔おう吐とした。

　だから、と俺はリアを憎ぞう悪おの目で睨にらむ。

「だから目的を果たそうとしてるんじゃねえか！　その女が全部仕組んだ事なら、その女を殺せば解決だ！」

　最初から想定していた事態だ。

　最悪の場合──リアが善人ではなく、クレイオン共和国の歪ゆがみを正すつもりがなかった場合はリアを殺すと、最初からそう決めていた。

　だが、ゼロはゆるゆると首を左右に振って俺の言葉を否定する。

「言っただろう、傭よう兵へい。聖女は何も知らない。テオの死も、聖女にとっては理解不能な出来事に過ぎない」

「なんでそんな事が──」

「聖女も〈犠牲印サクリシグス〉を刻まれているからだ！」

　急激に、頭が冷えた。

　完全に言葉に詰つまり、俺はうろたえてゼロを見る。

「……なんだと？」

「刺さされた聖女の体を検分したときに刻印を見つけた。聖女もまた、誰かに死の危険を肩かた代がわりさせられている〝誰かの手て駒ごま〟に過ぎない。怒いかりにまかせてそれを殺して──君はそれで満足か!?」

　わけが、分からない。

　俺は混乱する頭を抱かかえ、軽くよろけて近くの壁かべにもたれかかった。

「ちょっと……待ってくれ。その女が聖女で、魔ま法ほうを使ってるんだろ？　なのになんで、その女に〈犠牲印サクリシグス〉があるんだよ……！」

「それが答えだ、傭よう兵へい。誰だれがこの無知な女を聖女にしたか──それを知るために、我わが輩はい達はここにいる」

　俺おれはゼロの腕うでの中で縮こまっているリアを見た。

　恐きよう怖ふに見開かれた目からは涙なみだがあふれ出し、全身をガクガク震ふるわせながらゼロに縋すがる姿は聖女というより小さい子供のようだ。

　この女を殺して、満足か。それで全てが解決すると、俺は本気で思っているのか。

「クソ……！」

　吐はき捨すてて、俺は血に塗まみれたテオの体を抱だき上あげた。

　その体をベッドに横たえ、顔の上まで毛布を引き上げる。そうすると今にもテオが毛布を撥はね除のけ、「マジになってやんの」と笑い出しそうな気がした。

　リアに対する怒いかりが萎なえると入いれ替かわるように喪そう失しつ感かんと無力感が強くなり、体の内側から心臓を握にぎりつぶされそうな圧あつ迫ぱく感かんを覚える。

　俺がそのままベッドに腰こしを下ろすと、俺がいつ激げつ昂こうしてリアを殺すかと警けい戒かいしていたゼロの視線がようやくリアへと移動した。

「聖女よ」

　びくりと、リアが肩かたを震わせた。

「この刻印は」

　ゼロがリアの心臓の辺りに触ふれる。

「誰が君に刻んだのだ？　君はこの刻印の意味を知っているのか？」

　リアは怯おびえた目をしてゼロを見つめ、弱々しく首を左右に振ふった。

　かすれた声で「分かりません」とどうにか答えるが、それはゼロの問いに対する答えというより「状じよう況きようが何一つ理解できない」という意味だろう。

「どうして……？　どうしてテオはわたしを殺そうとしたの……？　あんなに仲良くしてくれたのに。わたしの事、好きだって言ってくれたのに！　全部わたしのせいだって……わたし、刺さされたのに……どうして生きてるの？　どうしてテオがこんな事になったの……!?」

　どうして、と癇かん癪しやくを起こしたようにリアは叫さけんだ。

　ゼロに縋る指に力がこもり、外がい套とうの上から深くゼロの腕に食い込む。それでもゼロは表情を変えずに、一言。

「君のせいだ」

　と答えた。

　リアは愕がく然ぜんとして顔を上げ、恐怖で強ばった表情でゼロを凝ぎよう視しする。

「君の使う治ち癒ゆの力は、神の奇き跡せきなどではない。ウェニアス王国から持ち出された、〈犠牲印〉という魔ま法ほうだ。──君は悪あく魔まの力を振ふるう魔ま女じよであり、神に愛された聖女などではない」

　リアの顔から一いつ瞬しゆん全ての表情が消え、次に浮うかんだのは引きつった笑みのような表情だった。

　何度か口を閉じ開きし、

「……うそよ」

　とようやく絞しぼり出だす。だがゼロの答えはいつだって、残ざん酷こくなほどに淀よどみない。

「この状じよう況きようで、噓うそなどついて何になる？　実際に刺さされた君は無傷で、刺したテオの方が命を落とした。テオは君が命の危機に瀕ひんしたとき、その身代わりとなるよう魔法がかけられていたのだ。そして──」

「噓よ！　そんなの噓！　そんな話、信じない、信じない！」

「君にもテオと同じ魔法がかけられている。君の胸にある刻印によって、君は何者かの身代わりとなっていつか命を落とすだろう」

　やめて、とリアは叫さけんだ。

　ゼロの腕うでから抜ぬけ出だして、部屋の隅すみに逃にげ込こんで膝ひざを抱かかえて耳を塞ふさぐ。

「これは私とサナレの絆きずなの証だもの……！　〈犠牲印サクリシグス〉なんて魔法じゃないもの！」

　名前を、言った。

　聞いた事のある名だが、それが誰だれだか思い出せない。

　サナレは、とリアは語る。

　孤こ児じ院いんで邪じや魔ま者ものにされていたリアを引き取ってくれたのだと。

　腐ふ臭しゆうのしない食べ物を与えてくれて、清潔な服を与えてくれて、物覚えの悪いリアに根気よく読み書きを教えてくれたのだと。




　──怖こわがらないで。これは私とあなたの絆の証。




　焼印を押されるとき、リアは恐きよう怖ふで泣き叫んだ。

　するとサナレはまず最初に、自分に焼印を押おし当あてて笑ってみせたという。




　──あなただけに苦しい思いをさせたりしない。私があなたを支えるわ。

　──二人でたくさんの人を助けましょう。あなたにはその力があるの。

　──だって、あなたは。




「わたしとサナレに同じ印があるの……！　二人でずっと一いつ緒しよに頑がん張ばろうって、これはそういう約束の印なのよ……！」

「──〈犠牲印〉と対になる刻印。それを〈守護印アムルシグス〉と呼ぶ」

　確信を込めて、ゼロは言った。

「〝〈守護印アルムシグス〉を持つ者がその身に怪け我がや病を負ったとき、〈犠牲印サクリシグス〉を持つ者にそれを移す〟という魔ま法ほうだ。──覚えているか？　傭よう兵へい」

　急に水を向けられて、俺おれは顔を上げる。

「君が〈鳥追スタイム〉で貫つらぬかれた傷を、遠く離はなれた地にいた我わが輩はいが肩かた代がわりをした事があった」

「ああ……あったな、そんな事」

　ゼロは俺の体に目に見えない模も様ようを描えがき、「君を守る魔法だ」と言った。そして実際、俺はゼロに命を救われた。

「じゃあリアは、〈犠牲印〉と〈守護印〉の両方を刻まれてるって事か……？」

「最初は〝いつでも切り捨てられる手て駒ごま〟として〈犠牲印〉のみを刻んでおいたのだろう。それが正式に聖女として認定される段階に至って、聖女の命にも保険を張ると決めたのだ」

「違ちがうって言ってるじゃない！　どうして信じてくれないの？　私もサナレも魔ま女じよなんかじゃない！　だって、ウェニアス王国になんて一度も──！」

「君にその覚えがなくとも、サナレとやらには覚えがあるはずだ。ウェニアス王国の〈学舎〉で魔法を学んだ覚えがな。魔法には代だい償しようが必要だ。そして君の場合は、それが多くの飢うえた者の命だった。だから君は命を狙ねらわれ、だから君は魔女と呼ばれる」

「違う！　違う、違う、違う違う違う！　わたしは奇き跡せきの力を持ってる特別な存在だって、サナレがそう言ったもの！　だからサナレは私を引き取ってくれて……それで……」

「魔法を教えられたのだろう。──山や羊ぎの刻印を事細かに覚えろと言われたのではないか？　何度も同じ言葉を復唱させられはしなかったか。〝奇跡を導く祈りの言葉〟を」

　はっとしたようにリアが目を見開いた。

　噓うそ、ともう一度唇くちびるだけで囁ささやく。

「信じられないのならば、我輩がその言葉を今ここでそらんじてみせてもいい。きっと君の知っている祈りの言葉とぴたりと同じだろう」

「やめて！　そんなの聞きたくない！」

　ゼロの言う通りなんだろう。リアの顔色がみるみる青ざめ、両手で顔を覆おおって泣き出してしまう。

「ただ、役に立ちたかっただけよ……！　わたしも誰だれかを助けたかっただけ……！　なのにどうしてそんな事言うの？　どうしてわたしが悪者みたいに……！」

　何も、知らない。

　いや、何も知ろうとしなかったのだ。ただ言われるままに奇跡を起こして、聖女様と崇あがめられ、苦労している気分になって、人を救っている気になっていた。

　それがこんなにも苛いら立だたしく、こんなにも哀あわれに見えるとは──。

　そのとき、廊ろう下かを走る足音が聞こえた。

　衛兵かと咄とつ嗟さに身構えた俺達の前で、勢いよくドアが開く。

「聖女様！　どうなさいました？　一体なんの騒さわぎ──！」

　飛び込んできたのは侍じ女じよだった。

　部屋にさっと視線を走らせて、リアと、テオの死体、そして俺おれ達を見て表情を強張らせる。

「サナレ！」

　リアが叫さけんだ。

　それでようやく思い出す。サナレとは、リアの侍女の名だ。

　それじゃあ、この女が──。

「サナレ……！　どうしましょう、テオが……！　テオが私を刺さそうとして、けど、テオの方が怪け我がをして……ねえ、サナレは魔ま法ほうなんて知らないでしょう？　二人が、サナレはウェニアスから来た魔ま女じよだって言うの。そんなの噓うそよね……！」

　立ち上がり、リアはサナレに向かって駆かけ出だした。子供が親に縋すがろうとするように伸ばした腕うでを、しかしサナレは鋭するどく振ふり払はらう。

「──役立たず」

　一言だった。

　その言葉だけを残して、サナレは一いつ瞬しゆんの躊ちゆう躇ちよもなくリアに背を向け、今来た道を全力で駆かけ戻もどっていく。

「……え？」

　リアは振り払われた手を信じられないといった表情で凝ぎよう視しし、呆ぼう然ぜんと立たち尽つくした。鮮あざやかなまでに、あっさりと──サナレはリアを切り捨てたのだ。

「傭よう兵へい、追わなければ！」

「分かってる！　俺があの女を追うから、お前はリアとここにいろ！　俺が戻るまで絶対に誰だれも入れるなよ！」

　早口に言いながら、俺はサナレを追って部屋を飛び出した。





２






　サナレは鮮やかな赤毛を振り乱して廊下を駆け抜け、階段を数段ずつ飛ばしながら飛ぶように逃にげていく。おまけに、

「誰か！　誰か来て！　聖女様を狙ねらう賊ぞくが現れたわ！　お願い、誰かぁ！」

　人を呼び集める絶ぜつ叫きよう付きだ。

　屋や敷しきはサナレの領域で、曲がり角が多い事もあって追いかけっこでは分が悪い。おまけに屋敷内に残っていた警備の衛兵共をいちいち殴なぐり倒たおさねばならず、俺はあっという間にサナレを見失った。

　恐おそろしく頭の回転が速い。

　そして計算高く、冷静だ。

　そもそもサナレはゼロが魔ま女じよだと気付いていたに違ちがいない。ゼロがリアに対して「どこで魔ま法ほうを習った？」と訊たずねるのを、サナレは近くで聞いていたんだからな。

　そして黒幕が自分だと気付かれた時点で〝聖女という仕組み〟が機能しなくなる事を理解していた。ゼロが民衆にリアの言うところの奇き跡せきを使ってみせ、「これは魔法だ」とでも言えばリアが魔女である事は世界中に知しれ渡わたる。

　だからサナレは俺おれを味方に引き込もうとし、俺がなびかないと見るや聖女暗殺の嫌けん疑ぎをかけて殺そうとしたわけだ。

　そしてそれにも失敗したと分かり──逃にげた。

　だが、一体どこに逃げるつもりだ？　屋や敷しきを出て聖都を出て、それからどうする？

　遠くで人間が走る音が聞こえ、俺は窓の外を見た。窓の下に広がっているのは裏庭だ。その一角に木造の小屋があり、サナレが錠じようを外して中に飛び込む姿が見える。俺は迷わず窓から飛び下り、サナレに続いて小屋に飛び込む。

　だが、誰だれもいなかった。

　小屋のあちこちに無数の木箱が積み重なり、部屋のほとんどを埋うめ尽つくしている。

「隠かくれてるつもりか？　無む駄だだ、出てこい！」

　反応はない。

　鼻をひくつかせるが、今は夜だ。海から上がってくる死し臭しゆうでサナレの臭においは分からない。

　──いや、海からというよりも。

「この部屋から……？」

　濃のう厚こうな死の臭いがどこかから漂ただよい出でて、ゆるゆると俺を取り巻いている。

　そのとき、部屋のどこかで錠の下りる音がした。それに続いて階段を駆かけ下おりる音──。

「地下室か！」

　部屋を埋め尽くしている木の箱を押おし退のけて、床に張り付いている木製の扉とびらを見つけ、俺はすぐに飛びついた。内側から錠が下りているらしく、取っ手を引っ張ると抵てい抗こうがある。

　化物として生まれてきてよかった事と言えば、腕わん力りよくも化物じみている事だ。本気で殴なぐれば岩の壁かべも壊こわれるし──その場合は高確率で俺の拳こぶしも壊れるが──木製の扉くらいわけもない。

　俺は取っ手を力任せに引っ張った。すると錠じよう前まえを固定する木が砕くだけ、勢いよく扉が開く。

　地下へと続く階段が姿を現し、同時に死臭があふれ出してきた。海からの死臭とは異質な、粘ねばりつくような血の臭い。

「地下に死体でも溜ため込こんでるのかよ……！」

　一いつ瞬しゆん及および腰ごしになったが、ここで引き返すわけにもいかない。俺は階段を駆け下りた。

　がしゃん、と金属がぶつかりような合う音が、階下からわんわんと反はん響きようしながら駆け上がってくる。階段を下り切ると、すぐに音の正体が分かった。

　鉄格子だ。硬かたく錠じようの下りた鉄格子が、その先の部屋に俺おれが入るのを拒きよ否ひしている。

　部屋の四方は湿しめった石組みの壁かべで、棚たなや書き物机が雑然とならんでいる。床には大量の血がこびりつき、部屋の片かた隅すみに死体が積み上げられているのが見えた。

　さながら拷ごう問もん部屋のようだ。そしてそんな恐おそろしげな部屋の中央に、サナレが肩かたで息をしながら立っている。

「籠ろう城じようのつもりか？　そこに立てこもって衛兵が助けに来るのを待つ気なら、諦あきらめるんだな。その気になりゃ、この部屋ごとお前を爆ばく薬やくで吹き飛ばす事だってできるんだ！」

「爆薬ですって？　あら、怖こわい。けどやめた方が賢けん明めいね。──あたしを殺そうとすると聖女様が死ぬわよ」

　サナレが袖そでを捲まくって、俺に手首の腹を見せた。

　その腕うでにあるのは〈犠牲印サクリシグス〉──いや、口ぶりから察するにリアの〈犠牲印〉と対になってる〈守護印アルムシグス〉か。

　俺が緊きん張ちようして動きを止めると、サナレの耳みみ障ざわりな哄こう笑しようが地下室に響ひびき渡わたった。

「その様子だと、説明は必要なさそうねぇ。さすが、稀き代だいの天才魔ま女じよの傭よう兵へいさん」

　稀代の天才魔女──だと？　ゼロをそう呼ぶという事は、この女。

「ゼロを知ってるのか？」

　当たり前でしょう？　とサナレは呆あきれたように俺を見た。

　その顔には最も早はや、リアの側に控ひかえていた大人しい侍じ女じよの面おも影かげもない。表情一つで、ここまで印象が変わるものか──。

　俺がサナレに抱いだいていた「地味で落ち着きのある善良な侍女」の印象など、とっくにどこかへ吹き飛んでしまっていた。

「無意味に意味を見出す泥どろ闇やみの魔女。そして──【ゼロの書】を書いた天才魔女！　素晴らしいじゃない、素敵じゃない？　あたしもいつかそんな風に呼ばれてみたいものねぇ」

　うっとりと頰ほおに手をあて、憧あこがれを語る女のように息を吐つく。そのわざとらしい仕草に吐はき気けさえ覚えていると、

「──まあ、魔法を使えないあたしじゃあ儚はかない夢でしょうけど」

　突とつ然ぜん、妙みような事を言い出した。

　サナレが、魔法を使えない？

「一体そりゃ何の冗じよう談だんだよ、笑えねぇ……実際お前は──」

「使ってないわよ。魔法。ただの一度も。あたしはただ才能のある子を見つけて、魔法を教えて、使わせていただけ」

　だってそうでしょう？　とサナレは哀あわれむように俺を見る。

「あたしが魔法を使ってたら、あなたのご主人様が気付かないわけないじゃない。だって、魔女には魔女が見分けられるんだから」

「そんな馬鹿な！　実際お前はリアとテオに〈犠牲印サクリシグス〉を刻んだじゃねえか！　それに、〈守護印アムルシグス〉だって……」

「あら、本当に詳くわしいのね。けどあたしがやったのは刻印の作業だけ。魔ま法ほうの下準備みたいなものね。魔力が必要な部分は全部聖女がやってたし、〈守護印〉だって、刻印を刻んだうえに後から聖女様に魔法をかけてもらえば済むでしょう？」

　前に犬面──ウェニアスで主席魔法使いをしているアルバスの下げ僕ぼくが、アルバスの代わりに魔ま法ほう陣じんを描かいていた事を思い出す。〈犠牲印〉を小しよう規き模ぼな魔法陣のようなものだと考えるなら、それを刻む作業自体は誰だれがやったって構わないわけだ。

「本当は刻印の作業も聖女にやらせたかったんだけど……ほら、あの子焼き印とか、いかにも、無理そうじゃない？　入れ方にも細かい決まりがあるし、誰にでもできるわけじゃない。だからあたしが作業をしたんだけど……変に目立ちたくなかったから顔を隠かくして男装したのよ。そうすれば何かあっても、〝私は聖女様を信じてただけ！〟って言いい逃のがれできるでしょ？」

　──聖女の屋や敷しきで山や羊ぎの刻印を施ほどこすのは、仮面で顔を隠した下男だそうだ。

　ロータス砦とりでで、カルがそんな事を言っていただろうか。

　それはサナレが表おもて舞ぶ台たいから隠れるための変装か──。

「それじゃリアは、自分で自分に命を差し出すような魔法をかけたのか？　──それがどんな魔法か知りもせずに……？　だったらお前はなんで魔法を知ってるんだ！」

「さあ？　どうしてかしらねえ？　どうしてあたしがそんな質問に答えてあげなきゃいけないの？　答えて何かあたしの得になる？」

　俺おれは鉄格子を殴なぐりつけた。天井と床に深く埋うめ込こまれた金属の棒が低く鈍にぶい音を上げ、地下室中に反はん響きようする。

「〈守護印〉があるからって、完かん璧ぺきに安全だと思わねぇ事だな。リアが死ねばもう、誰もお前の傷を肩かた代がわりできない。つまり二回心臓を刺させばお前も死ぬって事だろう？」

「やだ……あたしを殺すために、聖女様まで一いつ緒しよに殺すつもり？」

「俺がそれを躊ちゆう躇ちよする善人に見えるのか？」

　この女が死ねば全てが終わる。ならば最悪、リアの命を犠ぎ牲せいにしても仕方ない。──そんな考えが、強く俺の背中を押おしていた。

　だがサナレは怯おびえるどころか、にぃと唇くちびるを歪ゆがめて笑う。

「いいのかしらねぇ？　そんな事言って。あたしを殺したら、どこにあるのか分からなくなるわよ？　──【ゼロの書の写本】」

「な、に……？」

　探してるんでしょ、と。お見通しだと言うようにサナレは笑った。

「ある、のか？　写本が……本当に？」

「あるわよ？　だってその写本、あたしが書いたんだもの」

　馬鹿なと叫さけぼうとした口のまま、言葉は出てこなかった。

　存在するかもあやふやな【セロの書の写本】──それが実際にあるとしたら。

「あたしにはねーぇ？　書写の才能があったのよ」

「しょしゃ……だと……？」

「あら知らない？　本を書き写す仕事よ。あたしはその才能をかわれて〈ゼロの魔ま術じゆつ師し団だん〉に入ったの。だから私自身は魔ま法ほうを使えなくても、あの子に魔法を教えられたのよ。……あらやだ、結局答えちゃった。あたしってお節介ねぇ」

　リアは誰だれかから魔法を教わった。──だから俺おれ達はこの国にはもう一人魔法に長けた奴がいると踏ふんだのだ。

　だが、その予想からして間ま違ちがっていたわけだ。魔法など使えなくても教える事はできる。そしてだからこそ、ゼロはサナレが黒幕だと気付く事ができなかった。

　サナレは魔法使いではなく、ただ〝魔法を知っているだけの無力な人間〟なのだから。

　思わず、乾かわいた笑いがこぼれる。

「なるほど……そうかよ。それでリアに魔法を教えて、聖女に仕立て上げて、権力者を思うように操ってたってわけか……賢かしこいじゃねえか。さぞ、いい暮らしができただろうよ！」

　吐はき捨すてると、サナレは喉のどの奥おくから引きつったような笑いをこぼした。

　癇かんに障さわる笑い方だ。

「いい暮らしですって？　そんなつまらない事のために、こんな馬鹿みたいな手間をかけたと思うの？　自分でものを考えるって事をしない小娘にかしずいて、聖女様聖女様って世話を焼いて？　馬鹿な事言わないで！」

　ケラケラと腹を抱かかえて笑いながら、サナレはものを知らない子供に教えるような声を出す。

「孤こ児じ院いんの子供達に食べ物と教育を。働けなくなった病人にほどこしを！　危険な道を舗ほ装そうして、毎年決けつ壊かいする川に堤てい防ぼうを！　そういう事にお金を使ったのよ。権力者を使ったの！」

「自じ慢まんのつもりか？　そんなのは全部、貧乏人の命を吸い上げてやった事だろう！」

「そうよ？　だってしょうがないじゃない。彼らは役立たずだったんだもの」

「……なんだと？」

「あたしねーぇ、役立たずって大だい嫌きらいなの。だって、役にも立たないのに食事をするのよ？　役にも立たないのに歩いて道をすり減らすの。役立たずって、存在してるだけで害悪よねぇ？　そんな連中を人助けに利用して、一体何が悪いって言うの？」

　一いつ瞬しゆん、反論の言葉が見つからなかった。

　確かにそうだと無意識に頷うなずく自分が、頭の中に確かにいる。

　いや、だが──違ちがう。そうじゃない。

「人助けってのは……何の話だ？　まさか聖女の奇き跡せきで国から医者を追い出して、貧乏人が治ち療りようを受けられないようにする事じゃあねえよなぁ？」

「……医者？」

　途と端たんに、サナレは笑うのをやめてまっすぐに俺おれを見た。

「医者ですって？　医者が減ったからなんだと言うの？　貧乏人からお金を巻き上げて、生活の全てを奪うばって治ち療りようをしてくださるお医者様達が、誰だれにでも無む償しようで治療を施ほどこす聖女様より崇すう高こうだって言うの？」

　ぎらぎらと光る、憎にくしみの目。だがその目が睨にらんでいるのは、恐おそらく俺ではない。これは神父が俺を睨む目だ──過去の記き憶おくを睨む目だ。

「この国の医者は昔からそう。金持ちを治療するのに忙いそがしくって、貧乏人になんか目もくれない。で、たまぁに気まぐれで貧乏人を治療してやって慈じ悲ひを与えた気になってる……本当に治療が必要な患かん者じやを、気が乗らないからって理由だけで見捨てておいて。子供が泣いて縋すがっても、まるで害がい獣じゆうみたいに追い立てておいて！」

　あいつらのせいで、とサナレは吐はき出だすように言う。

「父さんも母さんも死んだのよ……！　あいつらが治療してくれなかったから……！　けど、それってあたしのせいなんですって。あたしが無能で役立たずだから、両親は死んだんですって！　その通りよ！　あたしは無能の役立たずだった──けど、今は違ちがうわ！」

　暴あばれ狂くるう感情を押おさえ込こもうとするように、サナレは胸を押さえてギリギリと爪つめを立てた。は、は、と小刻みに息を吐き、無理矢理その唇くちびるに笑みを刻む。

「だからあたしが、医者から患者を奪ってやったの。本物の慈悲を見せてやろうと思ったの。医者なんかじゃ治せない難病を、奇き跡せきの力で無償で治す──そしたらどう？　人を救う崇高な志をお持ちのお医者様達は、もっと金が稼かせげる国に移るんですって！」

　お笑いじゃない、とサナレは本当に笑い声を上げた。その目に宿る憎しみはますます濃こくなり、俺を素通りして何者かを睨み据すえる。

　──恐らく、医者か。

　この女は医者を憎んでいる。それは、大切な誰かを救ってもらえなかった憎しみか──。

　その憎しみだけで、ここまで。

「大体ねぇ、受け取ったのと同じ金額の喜捨をすれば、〈犠牲印サクリシグス〉は消してあげるって説明してるのよ？　だけどお金を返しに来る奴やつなんてほとんどいないわ。『食べるので精せい一いつ杯ぱいだ』『子供を養うので金がない』、なのに『この刻印を消してくれ』って。虫がいい話しよねぇ？　それで、聖女の拉ら致ちだの暗殺だのに乗り出すんだから、ますます笑っちゃう。涙なみだぐましいのはあの子供よ。テオって言ったかしら。聖女を殺そう、殺そうって。ずっと企たくらんでるんだもの」

　テオの名前が出た瞬しゆん間かん、俺とサナレは明確な悪意をもって睨み合った。

「……挑ちよう発はつのつもりか？」

「いいえ、ただの事実よ。あぁ──可哀かわい想そうなテオ。どこかの誰かに捨てられて、もう他に生きる目的がなくなっちゃったんでしょうねえ？」

「黙だまれ」

「泣いてたわよ、あの子。『どうしておじさんは、おれを連れてってくれなかったんだ』って。よっぽどあなたの事が好きだったのねえ……なのに一人で置いていかれて、悲しかったでしょうねぇ……悔くやしかったでしょうねえ。自分の価値を見失ったでしょうねぇ！」

「黙れつってんのが聞こえねぇのか！　お前がテオの死を語るんじゃねえ！」

「だからますます、聖女殺しをやり遂とげなくっちゃって思ったかもしれないわねえ──自分の価値を取とり戻もどすために。それと──死んだあなたへのは、な、む、け、に」

「黙れぇええぇえ！」

　剣けんを引ひき抜ぬいて、俺おれは鉄格子を切り付けた。周囲に激しく火花が散って、暗い地下室を明るく照らす。そのまま力任せに何度も鉄格子を切りつけるが、格子の表面に浅く傷が付くばかりでどうする事もできなかった。

「八つ当たりはやめてくれないかしら。あたしはむしろ、落ち込んでたあの子を励ましてあげてたのよ？　泣いてるあの子の肩かたを抱だいて、〝あなたが聖女様を守ってあげて〟と囁ささやいて、危険が迫せまったときには聖女様と二人っきりになれると教えてあげたのよ。聖女様を殺す機会があると知って、あの子は喜んでたわ。そしてその機会は、意外なほど早く来た」

　ロータス砦とりでの連中が聖都を襲しゆう撃げきし、警備は手て薄うすになった。

　テオは人員の少ない屋や敷しきでリアと二人きりになり──リアを刺さした。

「こう考えたのよ、私。裁定官に続いて、小さな子供が聖女様を守って死ぬなんて最高の美談だわって。反聖女派の連中を排はい除じよする理由作りにもってこいでしょう？　私って頭いいわよね？　有能よねぇ！」

　過去に搾さく取しゆされる側だった人間の、虐しいたげられた憎にくしみ。

　それが今のサナレを作っているのだと、嫌いやというほど理解できた。

　俺は握にぎった拳こぶしをさらに強く握りこみ、鉄格子に額を押おし当あてた。

　あまりに、重い。

　俺はテオを殺したサナレの事を憎いと思う。苦しめてやりたいと思うし、殺してやりたいと思う。同じ目に遭あわせてやりたいと思う。だがその感情の全てが、サナレの行動を肯こう定ていしているようで吐はき気けがした。

　ただ、弱いだけだった。

　サナレも、テオも。どうしようもなく弱く、虐げられ、憎しみを募らせていた。

　強くさえあれば、強ささえあればと弱い自分の身を呪のろい──そしてサナレは〈ゼロの魔ま術じゆつ師し団だん〉に力を求めた。そこでも自分に魔法を使う力がないと分かれば、身代わりとして聖女を探した。その機転と行動力が、サナレの見つけた〝強さ〟だったのだ。

「……テオは〈犠牲印サクリシグス〉の意味を知ってた。どうやってリアの〈守護印アルムシグス〉と対になる〈犠牲印〉を刻んだんだ」

「聖女の小間使いになる条件だって言ったら、断れないでしょう？　それに、〈犠牲印サクリシグス〉を刻んでもすぐには死なないと思ってたみたい。自分が死ぬまでに聖女様を殺せれば、それでよかったのねぇ。まさかその聖女の身代わりになって即死なんて、思わないわよねぇ！」

　押おさえ込こんでいたような笑いが、サナレの喉のどの奥おくからこぼれた。

「よっぽど聖女が憎にくかったんでしょうねえ。親が〈犠牲印〉で死んだのかしら？　だったら可哀かわい想そうにねぇ……けど、そんなの別に聖女のせいじゃないわよねえ？　たとえば必死に働いてお金を稼かせいで過労死するのと、〈犠牲印〉で他人の怪け我がや病気を背負って死ぬのって──一体何が違ちがうっていうのかしら？」

　違わないわよねぇ、とサナレはくしゃりと顔を歪ゆがめた。

「過労で死んだ人に『自分の好きで働いたんだろ』『死ぬ前にやめりゃよかったんだ』って言うのと同じよ。死ぬ前に〈犠牲印〉を消せばよかったじゃない！　払はらうお金がないなんて、そんなの『仕事をやめたら飢うえて死ぬ」から過労死するのと同じでしょう？　なのに、聖女だけが魔ま女じよ扱あつかいされるの。だから嫌いやなのよ……奇き跡せきだ慈じ悲ひだのに甘えてばかりの役立たずって！」

　サナレは吐はき捨すてた。

　それは過去に役立たずと罵ののしられ、虐しいたげられた自分に対しての言葉のように聞こえる。

「無む償しようで与えられて当たり前だと考えて、自分はなんの努力もしない。等価交こう換かんなんて概がい念ねんも分からない。そんな役立たずは、必死に働いて社会に貢こう献けんしてる人達に、せめて健康な体くらい提供すべきだと思わない!?」

　再度サナレが下した結論に、今度こそ俺おれは反論する事ができなかった。

　そうなのかもしれない。誰だれの役にも立てないのなら、何の役にも立たないのなら、せめて養分になって死ねというのは真理だろう。

　だが、恐おそろしく冷たい真理だ。

　あまりにも動物的で、まるで人間らしさがない。

　ふと、サナレが俺の背後を見た。そして、陰いん鬱うつな雰ふん囲い気きで目を細める。

「──やっとお出まし？　のんびりさんねえ」

「傭よう兵へい！」

　ゼロの声が聞こえて、俺はぎょっとして振ふり向むいた。

「馬鹿！　リアを見張ってろって──」

　ひらりと、小さな黒い影かげが跳とぶ。それが軽やかに俺の肩かたに着地するのを、俺は何も言えずに凝ぎよう視しした。

　すっきりとした毛並みの、黒い猫ねこだ。それがどういうわけか、俺の肩に乗っている。

　基本的に、俺のような獣けもの堕おちには小動物は近づかないんだが──。

　猫は俺の肩の上でちょっと小首を傾かしげ、優雅に尻尾しつぽを振ってみせた。

　そして、

「心配するな。体の方は聖女と共にある。向こうで異変があればすぐ気付く」

　喋しやべった。声は間ま違ちがいなくゼロの声だ。

　喋る動物に遭そう遇ぐうするのはこれで二度目だ。一度目は、十三番が俺おれを呼びつけるために放った使つかい魔まのネズミ。という事は、この猫ねこも。

「まさか……使い魔か！」

　俺が叫さけぶと、驚おどろいたように猫の瞳どう孔こうが丸く広がった。

「よく知っているではないか。君の様子が気になったので、その辺を歩いていた猫にちょっと体を貸してもらったのだ。案の定、どうやら手こずっているようだな？」

「見ての通りだ。鉄格子ごと爆ばく薬やくで吹き飛ばしてやりたいが、あの女を殺すとリアが死ぬ」

「その事ならば心配ない。聖女は自分で自分に魔ま法ほうをかけたのだ。しかるに、我わが輩はいが聖女の魔法を〈却きやつ下か〉すればその効果は消える」

　消したのか？　と俺が聞くと、猫の姿をしたゼロは尻尾しつぽを優ゆう雅がに振ふって答えた。

「全てを理解した上で、聖女は望んで魔法を捨てた」

「じゃあ、もうあいつを殺しても……」

「死ぬのは侍じ女じよ一人だ。──さあ、侍女よ。君を守る〈守護印アムルシグス〉は効果を失った。聖女も我輩達の側についた。いつまでもここに立たて籠こもっていても仕方がないのではないか？　こちらが望む情報を提供し、大人しくウェニアスに戻もどるのならば、命までは奪うばわずにおいてやる」

　いかにもつまらなそうな顔をして、サナレは俺の肩かたの猫──ゼロを見た。

　長い沈ちん黙もくを挟はさんで、長く深いため息を一つ吐つく。

「──馬鹿ね。何も考えなしにあたしがここに降りてきたと思うの？」

　挑いどむようにサナレは嗤わらった。

　外に出る抜ぬけ道みちがあるのかと焦あせったが、サナレが動く様子はない。

　ただ、大きく両手を広げて胸を反らし、ゆったりと目を閉じた。

「ここにはあたしの全てがある。あたし以外の誰だれもここには入れないし、誰もあたしをここから出せない。あたたかくて安心できる、愛しい母の腹の中。そして今日、この部屋からあたしは産まれるの」

　いきなり何を言い出すかと思えば──逃にげ道みちを失って気でも狂くるったか？

　そんな風に思った俺に対して、肩のゼロはやわらかな猫の体を強張らせた。

「傭よう兵へい。床を見ろ。細かく溝みぞが刻んである。あれは魔ま法ほう陣じんだ……！」

「なんだと？　だが、あいつは魔法が使えないって……」

　哄こう笑しようが、弾はじけた。

　地下室中に反はん響きようする甲かん高だかい馬鹿笑いに、俺は思わず耳を覆おおう。

　腹を抱かかえてゲタゲタと笑いながら、サナレは腰こしから下げた小さな物入れに手を突つっ込こんだ。

「これ、なぁんだ？」

　赤い液体の満ちた小こ瓶びんだ。

　意味が分からず俺おれが黙だまっていると、サナレの唇くちびるが耳まで裂さけんばかりに吊つり上あがる。

「あなたの血よ、傭よう兵へいさん。──覚えてる？　この屋や敷しきの裏庭で、神父様とやり合ったわよねえ。そのときあたし、あなたの血を服で拭ぬぐったでしょう？　それはもうたっぷりとね」

　──なんて事……大変なお怪け我がを！

　あの時そう言って、サナレは血ち塗まみれの俺の腕うでをドレスの前まえ掛かけで拭った。

「知ってるわよねえ？　獣けもの堕おちの首は、魔ま術じゆつや魔ま法ほうを使う上で最高の贄にえになる。けど首だけじゃなくて、その血の一いつ滴てきに至るまで獣堕ちの体には魔術的、魔法的な価値があるの。あなたを見た瞬しゆん間かん、あたしあなたが欲しくてたまらなかったわ。あなたの首が、あなたの血が、あなたの爪つめや内臓に至るまで……全部が欲しくてたまらなかった……！」

　滴したたるほどに俺の血を吸い込んだ前掛けを見て、俯うつむきながら唇くちびるを嚙かんだサナレの顔を思い出し、ぞっとする。

　きっとあの時サナレは、笑いそうになるのを必死に耐たえて唇を嚙んでいたのだ。サナレが俺を聖女の護衛にしたがっていたのは、俺の体を贄として使うためか──。

「だが、お前は魔法を使えないんだろう！　さっきそう言ったじゃねえか！　魔法の才能がなくて、だから書写の才能で〈ゼロの魔ま術じゆつ師し団だん〉に入ったって……！」

「そうよ？　あたしに魔法は使えない。──【ゼロの書】にある魔法はねぇ！」

　腕を振ふり上あげ、サナレは瓶を床に叩たたきつけた。割れたガラスから血があふれ、床に刻まれた細い溝みぞに流れ込む。

　見る間に描かき上あげられていく血の魔ま法ほう陣じんを見て、ゼロが息を吞のんだ。

「復活を司る梟ふくろうに、不死の竜りゆうの象しよう徴ちよう……!?　馬鹿な！　貴様──死し霊りよう術じゆつを使うつもりか！」

　ゼロが叫さけんで、全身の毛を逆立てた。

「死霊術？」

「死者の魂たましいを彼方より呼よび戻もどす高等魔術だ。魔法としても理論だけは確かにあったが、死者蘇そ生せい魔法は完成しなかった。【ゼロの書】にも死霊術に関する記き載さいは一切していない！　いくら魔法陣と贄の補ほ助じよがあろうと、使えるわけが──」

「間ま違ちがえないでちょうだい。魔法陣と、贄と──それに魔法薬の補助、よ」

　ゼロは顎あごを落とした。

　赤く浮うかびあがりつつある魔法陣の四方に、確かに小さな瓶が配置されている。だが魔法薬は、十三番にしか作れないんじゃなかったか──。

「【ゼロの書】に書かれているのは、狩しゆ猟りよう、捕ほ獲かく、収しゆう穫かく、守護の四章。あたしにはどの章の才能もなかったけれど、その四章以外の魔法の才能だったら、ゼロ──あなたよりもずぅーっと優れてるかもしれないじゃない？」

　全ての溝に俺の血が行いき渡わたり、魔法陣が完成する。

「あなたに立ち会ってもらえて光栄よ、ゼロ。あたしの〝魔ま法ほう実験〟にねぇ！」

　まずい事になる。このまま黙だまって見ていたら、確実に。

　サナレが呪じゆ文もんの詠えい唱しようを始める──その、前に。

　俺おれは投げナイフを引ひき抜ぬき、投げた。

　だがナイフはサナレに届く前に唐とう突とつに勢いを失い、落ちる。

「なんだ──！　なんでナイフが……！」

　無む駄だよ、とサナレは嘲ちよう笑しようする。

「言ったでしょう？　この地下室は私の領域。外部から干渉されないように、何重にも結界が張ってあるの。あなたの脅おどしなんて最初から、全然怖こわくなかったって事！」

「お……お前は魔法を使えないんじゃなかったのかよ！」

　いいや、とゼロが苦々しげに言った。

「侍じ女じよは魔法薬を持っている。ならば最も早はや、侍女本人の才能など関係ない──！」

「だったら、お前なら結界の外から〈却きやつ下か〉できるんじゃねぇのか？」

「あれは我わが輩はいが作った魔法だからできた事だ。未知の魔法に対しては我輩も干かん渉しようできん！」

　なら俺達にできるのは、ただここで何が起こるのかを見ている事だけなのか。

　サナレが細身のナイフを引き抜き、儀ぎ式しきめいた動きで胸の中心にあてがう。

　魔ま法ほう陣じんの四方に配置された小こ瓶びんが同時に砕くだけ、サナレはゆったりとした口調で詠唱を始めた。




「ダーズ・ドゥゼ・レイゲドゥム・ウォーグ──欲望と渇かつ望ぼうの辻つじより睥へい睨げいせし絶望の王　死の劫ごう火かの唯ただ中なかにて憎ぞう悪おに咽むせぶ亡もう者じやの悔かい恨こんを聞け！」




　魔法陣から赤黒い霧きりが吹き上がり、サナレの周囲を取り巻いた。地下室に散乱している死体に霧が触ふれ、途と端たんにその死体がもぞもぞと動き出す。

「おいおい……マジかよ、冗じよう談だんよせよ……！」

　思わず一歩後退りした俺の耳元で、ゼロが唸うなった。

「死を司る絶望の王──驚おどろいた、我輩と同じ悪あく魔まに働きかけるとは……！」

「こんな状じよう況きようで、何を感心してるんだてめぇは……！」

「感心せずにいられるものか。〝欲望と渇望の辻より睥睨せし絶望の王〟──これは死を司る上位悪魔の呼び名だ。我輩も死者蘇そ生せいの魔法を求めてかの者へと働きかけたが、結果できた魔法が〈黒虚セグトル・メテイス〉──亡者が死者と喰くらい合あうだけの魔法だ。我輩はこれを〈禁章〉として封ふうじ、【ゼロの書】には記さなかった。それを、あの女──」




「死の澱おりに沈みし朽きゆう骨こつの塵じん灰かいへ　我が血肉を糧かてに今いま一ひと度たびの息い吹ぶきを！」




　赤い霧きりがサナレの胸の辺りに収束する。

　そして──。




「死し霊りようの章・第一頁ページ──〈偽命ダムウイータ〉！　承認せよ！　我はサナレなり！」




　高らかに宣言する。

　と同時に、ナイフを奥深くまで突き刺した。

　サナレ自身の、心臓に。
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「馬鹿野郎！　何考え──」

　思わず叫さけんだ俺おれの声を遮さえぎるように、サナレを中心に渦うず巻まいていた霧の塊かたまりが暴風と共に弾はじけ飛とび、地下室からあふれて地上へと吹ふき抜ぬけた。

　しんと、急に静かになる。

　もがくように蠢うごめいていた死体も沈ちん黙もくし、サナレの魔ま法ほうが失敗したのかと思いかけた次の瞬しゆん間かん、俺は自分の考えが甘かった事を思い知らされる。

　さっきまでもぞもぞと動くばかりだった死体が──立ち上がったのだ。

　腐くさった筋肉と、朽くちた骨。それでどうして死体が立てるのか俺にはまったく理解できない。だが死体は確かに立ち上がり、そして素人が弄もてあそぶ操り人形のような動きで駆かけ出だした。

　そのまま、俺おれ達と部屋を隔へだてる鉄格子に勢いよくぶち当たり、声とも呻うめきともつかない音を喉のどの奥おくから絞しぼり出だす。

　思わず後退りすると、そのおぞましい光景に似合わない楽しげな笑いが地下室に響ひびいた。

「やった！　やったわ！　動いた、動いた！　なんて素晴らしいのかしら！　死体が立って、歩いてる！」

　サナレだ。

　魔ま法ほう陣じんの中央に倒たおれ伏ふしたサナレが、肩かたを震ふるわせ、笑っている。

　ナイフを胸に突つき立たて、おびただしい血を流しながら笑う姿は、動く死体よりもいっそ不気味で禍まが々まがしい。即死するのが普ふ通つうの傷だ。

「──何のために、こんな魔法を……！　これを見ろ！　この動く死体に、生前の意志などどこにある？　刻み込まれた憎にくしみだけで動く、ただの木で偶く人形ではないか！」

「何のために……？　妙みような事を聞かないでちょうだい。できるからやったのよ……！　理論があるから新しい魔法を作ったの！　そしてあたしが実証したのよ……〝あの方〟が生み出した素晴らしい魔法を、このあたしが使えるってね！」

〝あの方〟とは、〈ゼロの魔ま術じゆつ師し団だん〉での十三番の呼び名だ。姿を隠かくし、正体を隠していた十三番を、〈ゼロの魔術師団〉の連中は〝あの方〟と呼んでいた。

「魔法薬に、〝あの方〟だと……？　まさか、本当に十三番の野郎が裏にいるってのか!?」

「馬鹿な！　十三番は穴ぐらに戻もどった。今いま更さらクレイオン共和国で混乱の火種などまいて、一体何になるというのだ！」

　あり得ない、とゼロは言い切った。

　だがそれじゃあ、サナレの言う〝あの方〟ってのは一体──。

　ああ、とサナレが溜ため息いきを吐ついた。

「あたしに魔法の才能がないわけじゃなかった……ただ【ゼロの書】にある魔法が使えなかっただけだった……ぜんぶ〝あの方〟の言う通り。これであたしも魔法使いの仲間入り。──これで、私も〝あの方〟のお役に立てる。〝あの方〟のお側に行ける」

　再び地下室の床が輝かがやき出だした。淡あわい光がサナレの体を包み込み、その眩まぶしさに目がくらむ。

　覚えのある光景だった。前に俺は、あの光の中に立った事がある。

「──強制……召しよう喚かん……だと!?」

　愕がく然ぜんとゼロが叫さけんだ。強制召喚を使えるのは、十三番と、ゼロの師し匠しようだけだったはずだ。そしてゼロの師匠はその十三番に殺されている。

　それなら、サナレをどこかに強制的に召喚しようとしているのは十三番以外にあり得ない。

　光に包まれたサナレの姿はもう見えないが、それでも声だけで俺達に語りかけてきた。

「獣けもの堕おちの血のお礼に、良い事を教えてあげるわ。【ゼロの書】は四章で一冊構成。当然私は全部の章の写本を書いたわ。けど、私がクレイオン共和国に持ち込んだのは、守護の章の写本だけ──この意味が分かる？」

　まさか、とゼロは声を震ふるわせる。

「分けた、のか……？　【ゼロの書】に記した四章を、それぞれ別の本に仕立てたのか？　何のために！　それは今、どこにあるのだ！」

　クスクスとサナレの声が笑う。

「全ては、我ら〈不完全なる数字セストウム〉の崇すう高こうなる意思の元に。──そうそう。聖女様はご無事かしらねぇ？　動く死体に襲おそわれていなければいいんだけれど」

　魔ま法ほう陣じんの光が消え、同時にサナレの姿もかき消える。

　そしてサナレが残した言葉に、俺は言い知れない恐きよう怖ふと嫌けん悪お感かんを抱いだいた。

　サナレの魔法──死し霊りよう術じゆつ。

　その効果が及ぶ範囲がこの地下室の中だけでなかったとしたら？

「しまった──逃にげろ聖女！」

　急に、肩かたの上でゼロが叫さけんだ。

「傭よう兵へい、急いでこちらに戻もどってくれ。テオが──！」

　俺の肩の上で猫が体を強張らせ、落ちた。慌あわてて抱だき止とめるとすぐに動き出し、俺を見るなり「フーッ」と威い嚇かくして階段を駆かけ上あがっていく。

　その後を追って地下室を飛び出し裏庭に出た瞬しゆん間かん、ぎくりとして俺は立ち止まった。

　裏庭に、何か──いる。

　ぎこちない操り人形のような動きで上半身を大げさに揺ゆすりながら、それは一歩足を踏ふみ出だした。べしゃりと水音が鳴る。それは、ずぶ濡ぬれの雑巾で地面を叩たたく音に似ていた。

　どっと、嫌いやな汗あせが噴ふき出だす。

　──サナレの死霊術の範囲が、地下室だけじゃないとしたら。

　アクディオス島にある全ての死体が動き出すのだとしたら。

　屋や敷しきの裏手の湖にどれだけの死体が沈んでいたか、俺はよく知っている。十や二十ではきかない、無数の腐ふ敗はいした死体達──。

　俺は顔を上げた。そこに広がっていた光景を、俺はこの先しばらく夢に見るだろう。

　屋敷の敷しき地ちと、外とを隔へだてる塀へいに、ぐずぐずに肉の崩くずれた死体達が群がっているという──世にもおぞましい悪夢として。







[image: 十二章　聖女の奇跡]
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　屋や敷しきのそこかしこで、悲鳴が上がり始めていた。

　一体でも恐おそろしい〝動く死体〟などというものが、集団でなだれ込んできたのだからその混乱は無理もない。

「死体だ……死体が動いてる！」

「だめだ……こいつら、いくら切っても──！」

　屋敷の正門に回ると、数人の衛兵が死体に取り囲まれているのが見えた。聖女の屋敷が獣けもの堕おちに襲しゆう撃げきされたと聞いて集まってきた衛兵達だろう。

　死体の数は四──いや、五か。

　下半身のない死体が一体、地面に這はいつくばっている。バラバラになっても動くのかとゾッとした矢先、俺おれは更さらなる嫌けん悪お感かんに吐はき気けさえもよおした。

　地面を這っている死体が衛兵の足にしがみ付き、そのまま衛兵の足に喰くらいついたのだ。

「ひ、ぎ……ぎゃぁあぁ！　い、嫌いやだ！　嫌だ、よせぇ！」

　衛兵が悲鳴を上げて崩くずれ落おち、半はん狂きよう乱らんになって剣けんを振ふり回まわした。他の衛兵達も次々に死体に摑つかみかかられ、仰あお向むけに倒たおれて絶ぜつ叫きようする。

　──こいつら、人間を食うのかよ！

　さすがに、衛兵の目を忍しのんで行動している場合じゃなくなってきたようだ。

　俺は剣を抜ぬいて正門まで走り、衛兵に摑みかかっている死体の胴どう体たいに、下から振り上げる形で思いきり剣を叩たたきこんだ。

　湿しめった布と腐くさった肉の中で、骨が砕くだける感かん触しよくが手に響ひびく。勢いを殺さずに剣を最後まで振り抜くと、いくつかの死体がまとめて派手に吹き飛んで地面を転がった。

　足を食われて叫さけんでいる衛兵からも死体を引きはがし、とりあえずの退路を確保する。

　だが当然、それで衛兵達の顔色が晴れるわけもない。動く死体が消えた代わりに、武器を持った獣堕ちが現れたわけだからな。

「あ……ぁ、あ……た、助……！」

　助けてくれ、と叫ばれる前に、俺はへたりこんでいる衛兵の一人を無理矢理立たせた。

「屋敷に残ってる奴やつらを連れて、教会まで逃にげろ！」

「は……？　え、あ……逃げ……？」

「教会だったら石造りだし、扉とびらも頑がん丈じように作られてる。めったな事じゃ破られないだろう。聖女は俺が助ける。ぐずぐずするな！　──行け！」

　神のご加護もありそうだしなと衛兵達に言い捨てて、俺は屋敷に駆かけ込こんだ。

　さすがにこの状じよう況きようで俺を捕とらえようという剛ごうの者もいないだろう。たとえ訓練された兵隊でも、人間を食う死体を前にしては勇ゆう敢かんではいられない。

　俺おれは玄関広間を抜ぬけて、大階段を駆かけ上あがった。ついでに窓の外をちらと見ると、一階の窓に死体が殺さつ到とうしているのが見える。

「なんで屋や敷しきに入ってこようとしてんだよ、あいつら……！」

　ここに死体の集団を引き寄せる謎なぞの品物でも置いてあるのか？　とにかく、ゼロとリアの事が心配だった。──そして、テオが。

　幸いな事に、屋敷にほとんど人の姿はなかった。さっき俺が屋敷でサナレを追い回したときに、戦えない下働き達を屋敷から避ひ難なんさせたんだろう。屋敷を守る衛兵の数も、カルの率いる陽動部隊を追うためにかなり絞しぼられていたらしい。

　そんな状じよう況きようのおかげか、俺は誰だれともすれ違ちがう事なくまっすぐにリアの寝しん室しつを目指す事ができた。だが寝室の扉とびらは大きく開け放たれており、中を覗のぞくと誰もいない。

　案の定、ベッドに寝ねかせてあったはずのテオの死体も消えていた。

「クソ、どこに……！」

　どこかに隠かくれているんだろうが、死し臭しゆうが酷ひどくて鼻が利かない。逃にげ惑まどう足音が聞こえはしないかと思ったが、屋敷の中は不気味なほどに人間の気配がしなかった。

　ただ階下から、死体の集団が動いたり、呻うめいたりする音だけが聞こえてくる。

　──どこかに隠れてるのか？

　何か痕こん跡せきは残っていないかと、俺は廊ろう下かを見回した。すると廊下の終わりに、小さな鞄かばんが落ちているのが目に入る。駆け寄って拾い上げると、その鞄が壊こわれた留め針フイブラで飾かざられている事に気付く。

「これは……」

　俺がゼロに贈おくった留め針だ。ならばこれはゼロの鞄に間ま違ちがいない。肩かた紐ひもが切れていて、それでここに落としたらしい。切り口を見る限り、何者かに刃物で攻こう撃げきされたようだ。

「……死体が武器まで使うのかよ」

　俺は顔を上げ、目の前にある扉を見た。この先は書しよ斎さいだと、前に屋敷の案内を受けたときに聞いた記き憶おくがある。その扉の取っ手に、血がべったりとこびり付いていた。黒く変色しているが乾かわいてはおらず、ぬめぬめと光っている。

　俺は扉を開け、中に踏ふみ込こんだ。

　照明はなく、月明かりが窓から差し込んでいた。

　その光に照らされている小さな背中に、俺は立ちすくんだ。

　小こ奇ぎ麗れいな小間使いの服に、強い日差しで傷いたんだ茶ちや髪ぱつ──その手に握にぎられた、父の形見だという大おお振ぶりのナイフ。

「……テオ？」

　思わず、俺は声をかけていた。

　書しよ斎さいの奥おくにある小さな扉とびらを見つめていたテオの体が、ぐるりと俺おれの方を向く。

「く、そ……こんな──！」

　血の気を失った顔に、生気がないくせにぎょろぎょろと動く瞳ひとみ、半開きの口からは舌が垂れ下がり、喉のどからこぼれる声はとても人間の声とは言えない。

　これは死体だ。

　立って動いていても、こんなものをテオとは言わない。

　嫌けん悪おが吐はき気けとなってこみ上げてくる。口元を押おさえると、テオがナイフを高く構えた。

　次に何が起こるのかを想像し、俺は膝ひざから崩くずれ落おちそうになる。

「よせ……頼たのむ。やめてくれ……！」

　俺は後退りした。

　だが次の瞬しゆん間かん、過去にテオだったその死体は不気味な呻うめき声ごえを上げ、ナイフを手に俺に向かって突つっ込こんでくる。

　──見境など、ないのか。

　それとも俺を憎にくんでるのか？

　俺が、お前を捨てたから──。

　だとしたら俺は、この攻撃を避さけるべきではないのかもしれない。意識せず、構えた剣けんの切っ先が下がって床に触ふれた。

　その瞬間、

「惑まどわされるな傭よう兵へい！　その中にいるのはテオではない！」

　ゼロの怒ど声せいが聞こえて、俺ははっとして剣先を上げた。直後に剣先に重たい衝しよう撃げきを感じて、俺は瞠どう目もくする。

　テオが正面から俺の剣に突っ込んできたのだ。そもそも避よけるつもりがない動きで、剣など目に入っていないというような勢いだった。幅はばが広く、さほど鋭するどくもない剣の切っ先がテオの腹に深く突つき刺ささり、それでもなお、テオは俺に向かってくる事をやめない。

「う……そだろ。おい……よせ、それ以上──」

　テオが床を踏ふみしめ、歩く。すると切っ先がテオの腹を突つき抜ぬけた。子供の腹を貫く感かん触しよくに耐たえられず、俺は剣を手放した。

　剣の重みでよろけたテオが勢い余って仰あお向むけに倒れ、握られていたナイフが転がる。

「テオ！」

　慌ててその体を助け起こし、腹を貫いた剣を引き抜いて投げ捨てた。瞬間、テオが顎あごが外れるほど口を開いて俺の首に喰くらい付ついてくる。

　痛みはなかった。子供の顎の力では、分厚い体毛に覆われた俺の皮ひ膚ふを破る事はできない。

　それでも、まるで生きているような力強さだった。

　抱だき寄よせた体が冷たく、硬かたく、どうしたって死体のそれでしかなかったとしても──。

　だからこそ。

「──終わりだ、傭よう兵へい」

　ゼロの声が聞こえて、テオの体が震ふるえて、そして再び動かなくなったとき。

　俺おれは、ゼロにテオを殺されたような気がした。
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　俺は動かなくなったテオの死体を腕うでに、呆ぼう然ぜんと座り込む事しかできなかった。

　けれども。

「すまない……」

　ゼロのその言葉で、ふと現実に返る。

　顔を上げると、フードで顔を覆おおったゼロの口元だけが見えた。嚙かみ締しめた唇くちびるが赤いのは、血が滲にじんでいるからだろうか。

「魔ま法ほうを用いて人を殺し、魔法を用いて死者さえ操る……人のための魔法であったはずなのに、今では魔法のために人が弄もてあそばれている。──全て、我わが輩はいのせいだ。我輩が【ゼロの書】など書かなければ……」

　すまない、と。ゼロが繰くり返かえし吐はき出だす謝罪は苦く、重苦しい。

　だが、少しも俺の心には響ひびかなかった。

　俺は何度、ゼロに「お前のせいじゃない」と言った。

　考え過ぎだと言った。責任を感じる必要がないと言った。

　それが本心からの言葉だとしたら──。




　どうして俺は今、こんなにゼロの事を憎にくいと感じてるんだ。




　傍ぼう観かん者しやの立場で吐き出す、他人事の正論。俺の言葉に「それとこれとは話が違ちがう」と言い続けたゼロの気持ちが、今ならば理解できる。

　言葉は、自然に俺の口からこぼれ落ちていた。

「──お前のせいだから……なんなんだ？」

「……何？」

「責任を認めれば許されるのか？　謝ればそれで、俺の気が済むと思うのか？　テオが生き返るのか？」

　それは、とゼロが言いい淀よどむ。

「お前が何を言ったところで、死んだ奴やつらは死んだままだ。責任を認めたところで、謝ったところでお前が満足するだけだ。──違うか？」

「……その通りだ。反論のしようもない」

　フードを深く引き下げて俯うつむいたその顔に、どんな表情が浮うかんでいるのか俺おれからは窺うかがえない。

　ゼロのそんな態度に、俺は無性に腹が立った。

　立ち上がり、ゼロの胸むな倉ぐらを摑つかんで引き寄せる。

「だったら──二度と軽々しく謝るんじゃねえ！」

　俺はまっすぐにゼロの顔を見た。不思議な青あお紫むらさきの目に映った自分の姿を、俺は正面から睨にらみ据すえる。

「俺はもう二度と、お前のせいじゃないとは言わねぇぞ。ああそうだ！　お前のせいだよ。全部お前が原因だ！　──だが、だからどうした？　誰のせいかなんてどうでもいい、重要なのは誰を倒せば終わるのかだと、てめぇが自分で言ったんだ！」

　ゼロが魔ま法ほうなど生み出さなければこんな事にはならなかった。

　だがそれを言うなら、十三番が【ゼロの書】を持ち出さなければ魔法は広まらなかった。

　サナレが写本をクレイオン共和国に持ち込まなければテオは今も両親と暮らしていたし、俺がテオを捨てなければテオはリアを刺さしたりしなかった。

　責任など探せばどこにでも転がっている。

　だがそんなものが一体なんの役に立つ？

　責任があるなら義務を果たせと言うのなら、ゼロはすでにここにいる。──自分の仕出かした事の責任を取るために。

　それなら、俺が倒たおすべきはゼロじゃない。

「──俺が許せないのはたった一人だ。テオを道具みたいに使って殺した上に、胸むな糞くそ悪わるい魔法でテオの死体を玩具おもちやにしたあの女だ！　何があろうとどこまでも追いかけて、ズタズタに引ひき裂さいて徹てつ底てい的てきに殺してやる！」

　俺は今初めて、傍観者から当事者になった。

　魔法に対する恨うらみを持った。

　ならば俺はもう、いつでも契けい約やくを破は棄きできるゼロの護衛などではない。

「お前がやめると言ったって、俺はあの女を追うのをやめねぇぞ。あの女の裏に誰だれかがいるなら、そいつもまとめてぶっ殺す！　そのためにお前が必要なんだったら、縄なわで縛しばりつけてでも連れていくから覚かく悟ごしとけ！」

　俺はゼロの体を突き放した。ゼロはよろけてその場に尻しりもちをつき、呆ほうけたように俺を見上げる。その目が、急に大きく見開かれた。

「傭兵！　後ろに──！」

「死体がいる事くらい気付いてるに決まってんだろうが！　いちいちでけぇ声で偉えらそうに忠告してるんじゃねえ！」

　怒ど鳴なって、俺は背後から跳とびかかってきた死体の頭を摑み、そのまま窓の外にぶん投げた。

　どうせ切っても死なないんだから、こうする以外に死体を排はい除じよする方法はない。俺おれにとって特別なのはテオの死体だけで、あとの死体はただの動く腐くさった肉の塊かたまりだ。

　書しよ斎さいから廊ろう下かを覗のぞくと、一階に続く大階段からぞろぞろと死体の群れが押おし寄よせてくるのが見えて、俺は慌あわてて扉とびらを閉めた。

　扉のすぐ横に置かれていた俺の背せ丈たけほどの飾かざり棚だなを移動し、扉を完全に塞ふさぐ形で設置し直す。

「あまりグズグズできねぇな……」

　俺はマントを脱ぬぎ、テオの体を包んで抱だき上あげた。いくらもう動く事はないと言ったって、テオをここに残していくわけにはいかない。

「それで──リアはどこにる？　まさか、どっかに置いて逃にげてきたんじゃねぇだろうな」

「我わが輩はいもそこまで鬼き畜ちくではない。あそこだ」

　ゼロは書斎の奥おくの扉──俺がこの部屋に入ってきたとき、テオが入ろうとしていた扉だ──を指差した。

　開けると中は真っ暗で、中から怯おびえた女のすすり泣きが聞こえてくる。

「出てこい、リア。テオはもう普ふ通つうの死体に戻もどったぞ」

　すすり泣きは止まらず、出てくる気配もない。俺はため息を吐ついて扉から離はなれた。俺が入口に立ってたら、出たくても出られないだろうしな。

　入いれ替かわるようにして、ゼロが扉の中を覗き込む。黙だまって手を伸ばすと、暗くら闇やみの中から出てきた手がゼロの手を握にぎり返かえした。

　俺のいない間に随ずい分ぶんと仲良くなったようだ。──まあ、サナレに見捨てられて、ナイフを振ふり回まわすテオの死体に襲おそわれて、それから救ってくれた存在ともなればゼロに懐なつくのも当然か。

「お前らはここに閉じこもってたせいで気付いてないかもしれんが、湖から這はい上あがってきた死体の大群が何故かこの屋や敷しきを目指してる。理由が分かるか？　魔ま女じよ」

「推測に過ぎないが……」

　分かりきった前置きをして、ゼロはリアに視線を投げる。

「侍じ女じよの詠えい唱しようを聞いた限りでは、聖女だろうな」

「わ、わたし……ですか？」

　リアが恐きよう怖ふに引きつった声を上げた。ゼロはなんの気き遣づかいもなく首しゆ肯こうする。

「〝死の劫ごう火かの唯ただ中なかにて憎ぞう悪おに咽むせぶ亡もう者じやの悔かい恨こんを聞け〟──そう、侍女は唱えていた。つまりあの大量の死体を動かす力の根こん幹かんは、死者達の恨うらみや憎にくしみ、後こう悔かいの念と考えて間ま違ちがいない。そしてアクディオスに吹ふき溜だまっている死霊の多くは、〝聖女に救われたい〟と願いながら死んでいった。だから聖女を探してこの屋敷を目指しているのだろう」

　それじゃあ、とリアは恐おそる恐おそる口を開いた。

「わたしが……わ、わたしが死んだら……それで終わるんですか……？」

「それは──」

「やめろ。お前を殺して終わりにする気はねぇ」

　ゼロが答える前に、俺おれはきっぱりと言った。

　今のは完全に「だったら私を殺して下さい」と言い出す流れだった。自分が魔ま女じよだったと知り、サナレに見捨てられ、大勢を殺した事に気付いた今、リアは確実に自分の命の価値を恐おそろしく低く見積もってる。

　リアは目を見開き、泣き出しそうな顔で俺を睨にらむ。

「どうして？　傭よう兵へいさんだって、わたしなんか死んだ方がいいって思ってるじゃない……」

「思ってねぇよ！　いや、確かにさっきは思ってたが……その、なんだ……誤解だった。悪かったと思ってる」

「だって、殺そうとしたじゃない！　わたしが生きてるのが悪いって、ぜんぶわたしのせいだって……そう言ったじゃない……！」

「だから悪かったって言ってんだろうが！　テオが死んで頭に血がのぼってたんだよ！」

「そうよ！　テオもわたしのせいで死んだのよ……！　あんなに小さな子供が……ほかにもたくさんの人が、わたしのせいで死んだの！　なのにわたしが生きてるなんて──」

「落ち着くのだ、二人とも。残念ながらと言うべきか、幸いにもと言うべきか、聖女が死んだところで状じよう況きようは変わらない。次の目的物を探して徘はい徊かいを始めるだけだろう。そうすれば、アクディオスは死者が生者を食い殺す地じ獄ごくと化す。そうなる前にどうにかしなければなるまい」

「どうにかって？」

「燃やすのだ」

　言って、ゼロは書しよ斎さいの壁かべに掛かかっていた三つ又の燭しよく台だいを手に取った。無詠唱で指先に小さな火を呼び、それぞれの蠟ろう燭そくに火を灯す。

　部屋が少しだけ明るくなって、すすの臭においに俺は軽くクシャミをした。

「火は古来より聖なるものと信じられており、実際に効果もある。だから魔女も火で焼かれるのだ。そうする事で二度と復活できぬようにという意味が込められている」

「動く死体にゃぴったりだな」

「しかし……そうは言ってもあの数の死体をいっぺんに焼く方法がない。松明を持って燃やして回るなど不可能だし、〈炎縛フラギス〉でも焼けてせいぜい数体ずつだ。全て燃やすには我輩の魔ま力りよくが続かない」

　どうしたものかとゼロが首を捻ひねると、リアが再び口を挟はさんできた。

「あの……死体はわたしを狙ねらってくるんですよね……？　それならわたしが屋や敷しきに残って、お二人が屋敷に火を放てば……死体は、全部焼けるでしょう？」

　怯おびえきった表情に無理矢理笑みを浮うかべたリアの頭を、俺は丸めた指先で軽く弾はじいた。

「馬鹿かお前は。それをやったらお前が死ぬから、どうするかって考えてるんだろうが」

「だ、だって……！　どうせ、逃にげたってあの死体は私を追ってくるんでしょう？　周りのみんなを傷つけながら……わたし、もう、そんなの絶対嫌いやなんです！　わたしのせいで誰だれかが傷つくくらいなら、わたしが死んだ方が……」

「だから死なせねぇって言ってんだろうが、しつけぇな！　お前の命にはまだまだ使い道があるんだよ！　それに、お前が死んだら怒いかり狂くるうだろう男も一人いるしな……」

「……え？」

　リアは目を瞬しばたたいた。そんな男に心当たりなどないと言うんだろう。

「あの……それって──」

「そいつだよ」

　俺おれはリアが胸から下げている、白い羽の首くび飾かざりを見た。その瞬しゆん間かん、絶望に淀よどんでいたリアの瞳ひとみに光が戻もどったような気がした。

　あの羽はカルがリアに贈おくった物だ。いつか迎むかえに来る約束の印だという。

　そのリアが死んだと伝えたら──いわんや見殺しにしたと話したら、カルは命を賭かけて俺を殺しに来るだろう。

　穏おだやかそうに見えるが、あの男のリアに対する執しゆう着ちやくは凄すさまじいものがある。何せガキの頃ころから今の今まで執着し続けてるんだからな。

　俺が白い鷹たかの獣けもの堕おちを思い出して息を吐つくと同時に、ゼロが「あ」と声を上げた。

「我わが輩はい、思ったのだが……聖女を囮おとりにしたとして、屋や敷しきが燃え落ちる直前に救出できれば問題ないのだろう？」

「何を言い出すんだお前は。それができないから問題なんだろうが」

「いや、できるやもしれんぞ。屋根にいる聖女を空から助け出せばいいのだ。──我輩、一人飛べる男を知っている」

　俺は目を見開いた。

　ああ──その男なら俺もよく知っている。

「……だが、賭けになるぞ。来るとは限らない」

「賭けではあるが、勝率はそう低くない」

　そのとき、飾かざり棚だなで塞ふさいだ書しよ斎さいの扉とびらが大きく揺ゆれた。リアの声を聞きつけて、死体が体当たりを始めたらしい。

「ここでのんびりと話し込んでいる暇ひまはないようだな……傭よう兵へい、聖女、まずは屋根を目指すぞ」

「屋根ね……窓から出て壁かべを登る必要があるな。二人とも、来い！」

　ここは最上階だから、屋根までは一階分の壁を登ればそれで済む。屋根には縄なわを引ひっ掛かけるのに使える彫ちよう像ぞうや出っ張りも豊富だし、状じよう況きようとしては申し分ない。

　ただし、荷物は子供一人と、女が二人──か。

　さすがに三人の人間をまとめて運んだ経験はないが……まあ、なんとかなるだろう。
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　リアを屋根に一人残して、俺おれとゼロは壁かべ伝づたいに屋や敷しきの一階へ舞まい戻もどった。

　ゼロが施ほどこした結界の効果で、〝この世ならざる存在である〟死体どもはリアには近づけなくなるらしい。これで死体が屋根に登っても、リアはしばらく無事でいられるわけだ。

　とは言え、魔ま法ほうや魔ま術じゆつに関係ないただの炎は防げない。

　屋敷を燃やせば、異変を察したカルが助けに来る──それはあくまで可能性の話でしかない大きな博打だったが、リアはカルを信じて疑わなかった。

　──来てくれます。絶対に。だってカルはいつもわたしを守ってくれたもの。

　計画外の事だから、絶対に来るとは限らない。引き返すなら今のうちだと念を押おす俺達に、リアは「どうせ死ぬつもりだったんだもの」と微ほほ笑えんだ。

　──もしカルが来てくれなかったら、神様が私の死を望んでるって事だから。

「つっても……カルとリアは十年も会ってないんだろ？　それをまあ、よくもあそこまで信じられるもんだな」

　俺達は死体どもが二階にいるのを確認し、地下の食品貯蔵庫から失敬した葡ぶ萄どう酒しゆと油を屋敷中にかけて回る。酒と油はよく燃えるからな。

　上質な葡萄酒をカーテンにたっぷりと染み込ませながら俺がぼやくと、ゼロは絨じゆう毯たんに油をぶちまけながら小さく笑う。

「一度交わった心は、距きよ離りや時間ではそう簡単に離はなれないものだ。我わが輩はいも十年間、たった一人で十三番を待ち続けた」

　十三番ねぇ、と俺はますます表情を苦くする。

　その十三番が今回の一件でも裏で手を引いてる可能性について、ゼロはどう考えているんだか──。

　何よりも、だ。

「結局、その十三番は戻らなかったんじゃねえか。お前、本当にカルが来ると思ってるか？」

「我輩は負けると分かっている勝負はしない。鷹たかのは夜でも光を目指して飛べるのだ。聖都が燃えているのを見れば、飛んでこずにはいられまい。それにな、傭よう兵へい」

「うん？」

「十三番は戻らなかったが、君は戻った。──そうだろう？」

　ゼロは穏おだやかに唇くちびるに笑みを刻む。

　俺がゼロの元を離れて、ゼロが十三番に幽ゆう閉へいされたときの話だろう。確かに俺はゼロのために延々断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきを登り、城の塔までゼロを迎むかえに行った。

「だから、きっと鷹のも来るだろう。我輩はそちらに賭ける。──こちらも終わったぞ、傭兵。この部屋で最後だ。火を放って屋や敷しきを離はなれよう」

　俺おれが微び妙みような表情を浮うかべていると、ゼロは俺に燭しよく台だいを差し出した。

　どうせ、今いま更さら引き返せない──か。

　俺はゼロから燭台を奪うばい取とるとカーテンに火をつけ、テオの死体を抱かかえて部屋を出た。




　火を放った屋敷を出た後、庭を徘はい徊かいしていた何体かの死体に火をつけ、俺とゼロは近くにある民家の屋根へと移動した。

　聖女の屋敷の近くに建てられた家だけあって、作りも頑じよう丈ぶで立派だ。住民達は死体が湖から這はい上あがってきたおりに逃にげ出だしたらしく、幸いな事に人の気配はない。

「これだけ派手に燃えると昼間のようだな……ランタンも不要だったかもしれん」

　ゼロは屋敷から持ち出したいくつものランタンに火を入れながら、明々と燃える聖女の屋敷を見る。

　ばらまいた酒と油の威い力りよくは凄すさまじく、俺達がこの場所に移動する間にも炎は燃え広がり、屋敷の窓という窓から火が噴き出していた。

　ゼロはそんな屋敷を横目で見ながら、カルが俺達に気付きやすいようにとランタンを丸く配置する。これで気付いてくれればいいんだが──。

「見ろ！　聖女様の屋敷が……！」

　燃えているぞ、と叫さけぶ声がどこかから聞こえた。

　聖女様の屋敷が火事だと喚わめく声はアクディオスの町を駆かけ、その事実はあっという間に町中に広まっていく。

　気がつくと屋敷の周囲には人が集まり、「聖女様は？」と問う不安そうな声があふれた。

「見ろ！」

　野次馬の一人が屋根の上を指差して叫んだ。

「いたぞ、あそこだ！　──死体の群れが聖女様を襲おそってる！」

　少し首を反らしてみれば、地面からでも屋敷の屋根に取り残されたリアと、その周囲を埋うめ尽つくす死体の群れが見えるだろう。

　死体の群れが窓からあふれて壁かべを這い登り、リアのいる屋根へと殺さつ到とうしていた。屋根に乗り切れなかった死体は人形のように地面に落ちて、それでもなおちぎれかけた手足を引きずりながら再び屋根を目指して歩き出す。

「凄すさまじい執しゆう念ねんだな……おい魔ま女じよ。本当に大だい丈じよう夫ぶなんだろうな？」

「前にも説明したはずだぞ、傭よう兵へい。魔まを退ける結界を完かん璧ぺきに張れないようでは、魔女は悪あく魔まに食い殺されて死ぬしかないと」

　そうは言っても、あの死体の群れからリアを守るものが〝文字〟と〝言葉〟だけってのはなんとも頼たよりなく感じられる。

　だが俺おれの心配をよそに、ゼロが張った結界は確かに機能しているようで、死体に埋うめ尽つくされた屋根の上にあって、リアの周囲にだけぽっかりと空間ができていた。その中心でリアが両りよう膝ひざをつき、握にぎり合あわせた拳こぶしを額につけて神に祈っている。

　──奇き跡せきっぽいなと、ふと思う。

　すると俺の考えを読んだように、眼下で群衆が叫さけんだ。

「奇跡だ……聖女様には女神様のご加護がある！　だからあの死体どもは、聖女様には近づけないんだ！」

　ゼロは口々に奇跡だと叫ぶ声を聞いて、「あれは我わが輩はいの結界だ。凄すごいのは聖女ではなく我輩なのだ」と軽くふてくされながら、カルを探すように空を見る。

　どう考えても、一番凄いのは死体と炎の真まっ只ただ中なかにいるリアだと思うが──あえて口には出さずにおこう。

　俺もゼロの視線を追って空を見るが、星と月があるばかりだ。その二つも、眩まぶしいほどに炎が燃えているせいでよく見えない。

　俺は再び屋や敷しきに目をやった。

　炎は今にも屋根に到とう達たつしそうで、そうなると〝神の奇跡〟もさすがにリアを守れない。死体に食われて死ぬ事はなくても、炎に巻かれて焼け死ぬ事になる。

「本当に来るのか？　来たとして──間に合うのか……？」

「分からない。我輩、神に祈っているところだ。どうか間に合ってくれとな」

　ゼロは空を見上げたまま、静かに拳を握にぎり締しめた。

　ぴりぴりとした、痛いような緊きん張ちようが伝わってくる。俺も無意識に拳を握り、白い影かげを探して空を睨にらみ付つけていた。

　──気付いてくれ、頼たのむから。

　炎が屋根のふちを越えて吹き上がった。皮肉な事に、屋根に殺さつ到とうしている死体達が壁かべになって炎を阻はばみ、結果的にリアを熱から守っている。

　だが──長くは持たない。

　燃え盛る炎が屋敷の骨組みを焼き崩くずし、屋根が崩ほう落らくを始めるのが見えた。結界の中のリアが炎に怯おびえ、軽くよろける。

　結界の範囲は狭せまく、その周囲には死体の群れだ。炎に煽あおられてもリアに逃にげ場ばはなく、たとえ足場が持ちこたえても、状じよう況きよう的てきには火ひ炙あぶりと変わらない。

　ふと、俺はリアの奇き妙みような動きに気付いて目を細めた。

　リアの手に握られている──大おお振ぶりのナイフ。

「しまった……！　あの女、テオのナイフを──！」

　テオの死体を押おさえつけたとき、弾はずみで部屋の隅すみに飛んでいったナイフを回収するのをすっかり忘れていた。

　リアはそれを拾って隠かくし持もっていたのだ。何のためにかは考えるまでもない。

「自害する気だぞ、あの女！」

「いや──間に合う」

　空を凝ぎよう視ししていたゼロの目が輝かがやいた。

「教会の神も捨てたものではないらしいな。見ろ、傭よう兵へい！」

　ゼロが空を指差し、ランタンを空に向かって振ふり回まわした。つられて首を反らすと、炎に照らされて赤く燃える空に白い影かげが滑すべるように飛んでくるのが見える。

　ゼロが振り回すランタンの光に気付いたのか、カルは俺おれ達のいる民家の屋根まで滑かつ空くうしてくると、数度大きく羽ばたいて着地した。

「傭兵！　ゼロ！　あんたら──一体何やってんだ！　なんで屋や敷しきが燃えてる？　丘の上からでも炎が見えたぞ！　リアはちゃんと連れて来たんだろうな!?」

「鷹たかの！　よく来てくれた──状じよう況きようを説明するには時間が要るが、今はその時間がない。屋敷の屋根を見ろ！」

　カルは首を巡めぐらせ、屋敷を見る。──その瞬しゆん間かん、大きく嘴くちばしを開いた。恐おそらく、あまりの光景に顎あごを落としたんだろう。

　その先の説明は必要なかった。リアの命が危険に晒さらされているのは誰だれの目から見ても明らかで、もう数秒も持つか分からない。

　一いつ瞬しゆんの判断でカルは矢をつがえ、今にも自分の心臓を貫つらぬこうとしているリアに向けて放った。炎の勢いに負けずにまっすぐ飛んだ矢はナイフに当たり、リアの手からナイフが落ちる。

　同時にカルは屋根から駆かけ出だし、飛んだ。

　強い風が起こって俺とゼロは一瞬目を伏ふせ、顔を上げるとカルはすでに上空高くを舞まっている。軽く旋せん回かいして滑空の姿勢に入り、カルは声を張り上げた。

「──リア！　腕うでを伸ばせ！　俺が摑つかむ！」

　リアは顔を上げて、空を見た。カルの姿を確認した瞬間、どっと全身から緊きん張ちようが抜ぬけていくのが分かる。

「──カル！　ああ、信じてた……！　わたし、来てくれるって……」

　高速で滑空してくるカルに向かって、リアはめいっぱい両腕を差し伸ばした。

　だが、遅おそすぎた。屋根が一気に崩ほう落らくし──リアの体が炎の中に投げ出される。

　群衆が甲かん高だかい悲鳴を上げ、絶望に目を覆おおった。

　しかしカルは速度を緩ゆるめず、ごうごうと吹き上がる炎の中に躊ちゆう躇ちよなく突つっ込こんだ。

　──一瞬。

　渦うず巻まく炎の中から、白い塊かたまりが盛大に火の粉を撒まき散ちらしながら飛び出してくる。

　カルだ。その腕に、しっかりとリアを抱だいている。

　がらにもなく、俺は成り行きを見守る群衆と一いつ緒しよになって喝かつ采さいを贈おくった。
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「──やりやがった！　惚ほれるぜ鷹たかの獣けもの堕おち！」

「待て、飛び方がおかしい！」

　ゼロが戦せん慄りつして、叫さけんだ。

「羽が燃えている……あれではまともに飛べない！　──二人が落ちるぞ！」

　カルはどうにか落下の勢いを殺そうと大きく羽ばたいたが、それが無理だと悟さとるとリアを庇かばうように胸に抱だき込こむ。

　背中から地面に叩たたき付つけられ、そのまま地面を転がった。

　カルの骨は鳥と同じ構造をしている。つまり中身は空くう洞どうで──ひどく脆もろい。

　それがあの落下の衝しよう撃げきに耐たえられるわけがない。

　しかもカルが落ちたのは、炎に巻かれている聖女の屋や敷しきの庭だ。屋敷の周囲の木々が燃えているせいで、誰だれも屋敷には近付けない。

　放っておけば二人は焼け死ぬ。

「まずいぞ──傭よう兵へい！」

「言われなくても──！　こんな事で死なせるかよ！」

　俺はゼロとテオの死体を置いて屋根から飛び下り、二人のもとへと急いだ。





４






　聖女の屋や敷しきからあふれた炎が周囲の木々に燃え移り、今や町にまで到とう達たつしようとしていた。

　水だ、火を消せと叫さけぶ群衆の押おしのけ、俺おれは壁かべのように立ちはだかる炎をくぐり抜ぬけて聖女の屋敷に飛び込んだ。

　最初にカルの名前を呼び続けるリアの悲痛な叫びが聞こえて、次にカルの体に取とり縋すがって泣なき喚わめくリアの姿が見えた。

　そして体の一部を焼かれながらも、執しゆう念ねん深ぶかくリアに襲おそい掛かかろうとする死体の姿が。

　俺は剣けんを振ふり上あげ、一足で距きよ離りを詰つめて死体を燃え盛る茂みに叩たたき込こんだ。

「リア！　大だい丈じよう夫ぶか！　カルは──」

　駆かけ寄よろうとして、俺は思わず足を止めた。

　リアはかなりひどい火傷を負っていて、右みぎ腕うでの皮ひ膚ふが真っ赤に焼やけ爛ただれている。だがそれよりも重じゆう傷しようなのは明らかにカルの方だ。

　──その背から生えていたはずの立派な翼つばさが、ない。

　燃えてしまったのだ。

　ほとんどの羽が焼け落ち、ただ、ひしゃげて折れた骨格が剝むき出だしになっている。出血こそ多くないが、おそらく体の方の骨も粉々だろう。

　あれは、助からない。

　今、息がある事が不思議なくらいだった。すぐにゼロを呼びに戻もどって連れてきたとしても、恐おそらく間に合いはしないだろう。

　リアは自分の傷も周囲の炎もまるで目に入らない様子で、血に塗まみれたカルの首を抱だき寄よせて泣き喚いた。

「カル！　カル……うそ、うそうそ嫌いやよ、死なないで！　大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫よ……！　今、わたしが治すから──」

　リアはカルの傷に手を当てて目を閉じた。

　しかし、何も起こらない。カルの羽はいびつにひしゃげたままで、苦痛に満ちた呻うめきもそのままだ。

　リアは絶望して目を見開いた。どうして、とその唇くちびるが動く。

「どうして？　どうして、どうして治らないの？　どうして、どうして、どうして──！」

「──〈却きやつ下か〉だ」

　俺が呟つぶやくと、リアは俺を振ふり仰あおいだ。

「ようへい、さん……わたし、カルを……助け……」

「魔ま女じよはお前の魔ま法ほうを〈却下〉した……だからお前はもう〈犠牲印サクリシグス〉を使えない」

　だからリアには、カルを助ける事はできない。

　リアはくしゃくしゃと顔全体を泣き顔にして、「そんなの酷ひどい」と泣き出した。カルはそんなリアの肩かたを摑つかみ、ぐいと俺おれの方へ押おしやる。

「傭よう兵へい、この女を連れていけ……頼たのむ……！」

　死ぬところを見られたくないからという言外の懇こん願がんだった。俺は黙だまってリアの腕うでを摑み、カルから引ひき剝はがそうとする。しかしリアは激しく抵てい抗こうして、絶対に離はなれるものかとカルの体に取とり縋すがった。

「いや！　いや、いや……！　折角また会えたのに──やっと、カルに会えたのに……！　カルが迎むかえに来てくれるの、わたし、ずっと待ってたのに……！」

　カルの目が大きく見開かれ、すぐにまた細められた。

「……なんだ……覚えてたのかよ……その約束……」

「当たり前じゃない！　わたしがカルとの約束……忘れるわけないでしょ……!?」

　カルが傭兵になって金を稼かせいで、いつかリアを引き取りに来る──孤こ児じ院いんで交わした、子供の遊びのような約束だ。

　それでも。

「覚えてたか……そうか……」

　だったら、とカルが喉のどに絡からまる血で濁にごった声で囁ささやいた。

「いっそ、さらっちまえば……よかったなぁ……それで、どっかに──」

　痛みに耐たえかねたようにカルが鋭するどく叫さけび、鉤かぎ爪づめで地面を搔かき毟むしった。

　ついに動く力もなくなったカルの体を抱だき寄よせて、リアは叫んだ。

「死なないで、死なないで死なないで……！　神様、どうかお願いします！　わたしの何を犠ぎ牲せいにしても構いません！　だからどうか……この人を死なせないでぇ──！」

　リアの悲痛な叫びが、燃える屋や敷しきの炎を一層激しく揺ゆらすようだった。

　テオが死んだ時のような激情はないが、ひどく苦い気分がこみ上げてくる。だが感傷に浸ひたっている余よ裕ゆうはなかった。俺はリアの肩に手をかける。

「ここには長くいられない。逃にげるぞ、急げ」

　チラチラと、宝石の屑くずのような光が空から降り注ぎ始めたのはそのときだった。

　一いつ瞬しゆん火の粉が降ってきたのかと思ったが、あまりにも細かすぎるし、多すぎる。それに何より、光に触ふれた布が燃える気配もない。

　まるで、冷え込む冬の夜に降り注ぐ細かな氷の破片のようだった。だが熱さと同様に冷たさも感じられず、体に触れたそばから消えていく。

「……なんだ？　傷が──」

　神父にやられた左腕の傷だ。

　ほぼ治りかけてはいたが、傷きず痕あとさえ残さず完全に消えている。

　まさかと思ってカルを見ると、光に触ふれたカルの羽から血が止まった。ひしゃげて折れていた骨がみるみるうちに繫つなぎ合あわさり、豊かな羽までが完かん璧ぺきに生はえ揃そろう。

　深く穏おだやかな呼吸がカルの胸を上下させ、力なく閉じられていた両目が開かれる。

「痛みが……消えた……？」

　カルは呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

　直後に「まさか」と青ざめてリアを見る。〈犠牲印サクリシグス〉を使ったと思ったのだろう。

　だがリアはカルの疑問に答える前に、その場に倒たおれ込こんでしまった。

　カルが慌あわててリアの体を抱だき起おこすが、完全に意識を失っているのかぴくりとも動かない。

「リア！　おい、どうした……！」

　炎の壁かべの向こうで、群衆にざわめきが広がったのはそのときだった。

　傷が治ってる。と確かにそう言っている。傷を癒いやす光は今もこの場に降り注ぎ続けているが、それは炎の壁の向こうでも同じらしい。

　そう言えば、俺は熱さを感じていなかった。

　間近に炎が迫せまり、熱風に煽あおられているはずなのに、炎に炙あぶられる痛みがない。

「……熱さを感じる前に、治ってるのか……？」

　降り注ぐ光が、〝火傷を認識する前に治ち癒ゆしている〟のだ。

　これはゼロの魔ま法ほうなのか？

「おい、傭よう兵へい……あれは……？」

「何？」

　カルの声につられて首を反らすと、町の反対側の空に何か異様なものが見える。地面から黒い柱が突つき出だしているように見えた。だがすぐに、それはただの柱ではないと分かる。

　水だ、と叫さけんだのは炎の壁の向こうにいる群衆だ。

「水だ！　水が噴き出してる！」

　巨大な──水柱。

　聖女の屋や敷しき裏からも、轟ごう音おんと共に水柱が噴き上がった。アクディオスをぐるりと囲むように水柱が次々と湖から噴き上がり、町は巨大な滝の中にあるような轟音に包まれる。

　たまらず、俺は耳を伏ふせて音を遮しや断だんした。

　広場にいる人間達は、全員あんぐりと口を開けて水の柱を見上げている。

　その目の前で、全ての水柱が町の中心で交差し、弾はじけた。

　大量の水が飛沫しぶきとなって炎に降り注ぎ、炎は瞬またたく間に勢いを弱めていく。

　ああ、ゼロの魔法か、と理解するのに少し時間が掛かかった。

　降り注ぐ光もあいまって、それほど現実離ばなれした光景だったからだ。

　だから、

「奇き跡せきだ……」

　誰だれかがこう呟つぶやいたとき、俺おれは純じゆん粋すいに「そりゃそう思うよな」と苦笑いした。

　なにせ、この町には聖女がいる。

「聖女様の奇き跡せきだ！」

　叫さけんだ誰かの言葉をきっかけに、奇跡だ、奇跡が起きたと歓喜する声が広場に満ちた。

　聖女様、聖女様と叫ぶ声が町を揺ゆるがす。

　アクディオスの聖女を讃たたえる声が噴き上がり、カルに抱だかれたリアを包み込んでいった。

　だがその歓声は、炎が消えた直後に困こん惑わくのざわめきへと変わる。




　それから三日もの間──リアは目を覚まさなかった。







[image: 十三章　アクディオスの聖女]
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　傷や病気を癒いやす〝奇き跡せきの光〟は一晩中降り続け、聖都アクディオスに住む者ばかりか近きん隣りんの村にまで広がり、治ち療りようが必要な奴やつらを片かたっ端ぱしから癒いやしていった。〈犠牲印サクリシグス〉の効力で病んでいたロータス砦とりでの連中まで健康を取とり戻もどしたと言うんだから、まさに奇跡と言うほかない。

　──そう。あの光はリアが起こした〝奇跡〟だった。

　ゼロは燃え広がり始めた炎を食い止めるために水を操る魔ま法ほうを使ったが、〝奇跡の光〟については一切関知していないらしい。

　あれがゼロの使った魔法ではなく、守護の章にもあんな魔法はないとゼロが言うのだから、他に考えようがない。

　だが規格外の奇跡を起こした反動は凄すさまじく、リアは通常の魔法ならあり得ない代だい償しようを払はらうはめになった。




　リアが目を覚ましたのは、倒たおれてから三日後の事だ。

　カルは眠り続けるリアをずっと側で見守っていた。一度だけ、テオを埋まい葬そうするついでにロータス砦の様子を見に戻ったが、その半日を除のぞいて片時もリアの側を離はなれていない。

　目覚めの始まりは、苦しげな呻うめき声ごえだった。

　静かだった呼吸が乱れて、うっすらとリアが目を開けると、カルが巨大なベッドに半分乗り上がるようにしてリアの顔を覗のぞき込こんだ。

「リア。俺が分かるか？　俺の声が聞こえるか……？」

「カ……ル……？」

　リアは目を擦こすった。声の方を探るように腕うでを伸ばし、柔やわらかなカルの羽毛に触ふれて歓喜の声を上げ、飛び起きる。

「カル……！　カル！　ああ、良かった、助かったのね？　怪け我が、治ったのね？」

「ああ、お前のおかげだ。ゼロが言うには、お前が神の奇跡を呼んだんだそうだ」

　私が？　と呆ほうけたようにリアは聞き返し、それからまた目を擦った。

「待って……ねえ、明かりをつけてくれない？　暗くてカルの顔も見えないの」

　窓からは、眩まぶしいばかりの光が差し込んでいる。

　全身を強張らせて、カルはリアから体を離し、その眼前に手をかざした。その手を何度か上下に振ふるが、リアは何の反応も返さない。

「カル？　どうしたの？　どうして明かりをつけてくれないの？　ここはどこ？」

「お前、目が……？」

　カルの呟つぶやきに、リアは首を傾かしげる。

「ええ、全然見えないの。変ね……カルには見えてるの？　どうしてかしら……カル、昔から暗い所は苦手だったのに……」

　──何も、見えてない。

　奇き跡せきを起こした影えい響きようか、リアは完全に視力を失っていた。

　そのうえ、さらに。

「立てない……」

　リアが呆ぼう然ぜんとして呟つぶやいた。

「立てない、カル……わたし、足が……！　足が全然動かない……！」

　感覚はある。だが、膝ひざにまったく力が入らない。リアは這はうようにしてベッドから下り、カルの手を借りながら何度も立ち上がろうとして、何度も同じように崩くずれ落おちた。

　聖女様がお目覚めになったと喜んでいた召し使い達も、リアの状態を知って言葉を失い、無言で俯うつむく。

　どうして、とリアはベッドに突つっ伏ぷして泣き出した。

「カル……わたし、あなたの顔が見たいのに……あなたと一いつ緒しよに、歩きたいのに……！」

　目覚めたら視力と足を失っていたリアの混乱がどれほどのものか、俺おれには想像もできない。

　気落ちして塞ふさぎ込こんでしまったリアは、その日、一度も部屋の外に出ようとはしなかった。




　──それからさらに二日が経過して、現在。

　屋や敷しきが燃えてしまった関係上、アクディオスで最も上等な宿の一番良い部屋が、聖女の屋敷代わりとなった。

　当然宿代など請求されるわけもない。聖女が長期に渡わたって滞在した部屋ともなれば、遠方から訪れる貴族は必ずそこに泊とまりたがる事を知っているから、むしろ聖女の滞在は大だい歓かん迎げいといったところだろう。

　今も宿の前には人が集まり、聖女の回復を祈って花やら食べ物やら金やらを置いていく。

　聖女の屋敷に雇やとわれていた人間は、動く死体に襲しゆう撃げきされた心の傷のせいかその殆ほとんどが去り、今は数人の召し使いがリアの身の回りの世話をしている程度だった。

　リアの命を救った〝聖女の僕しもべ〟として、カルもリアの側にいる事を許されている。

　普ふ通つうに考えれば俺とゼロは衛兵に捕とらえられてもおかしくない立場なんだが、この町で医者らしい知識を持っているのがゼロ一人であり、リアが倒れた直後にその医者っぷりを見事に発揮してくれたおかげで、聖女と同じ宿の一室に滞在する事が許された。

　そして俺もそのゼロの従者として、同じ宿の厩うまやで過ごす事を許されている。

　持つべき者は優秀な雇やとい主ぬしだな。高級な宿の厩は掃そう除じも行き届いているし、敷しき詰つめられてる藁わらも新しん鮮せんで気分がいい。

「──なんて思うのは、さすがに家か畜ちく根性が染み付き過ぎか……」

「いや、我わが輩はいもこの厩うまやは居心地がよいと思う」

　思わず俺おれが呟つぶやくと、ぬっと、ゼロが山積みになった干草の中から顔を出した。

　なんでお前がここにいるんだよ、という呆あきれ混じりの気持ちを込めて、俺はゼロを軽く睨にらんだ。

「てめぇにはもっといい部屋があるだろうが。そっちに行けよ、そっちに」

「知っているか？　傭よう兵へいよ。今より少し前の時代には、ベッドというものは解体して持ち運ぶものだった。城主が所領を巡めぐるときには、常に同じベッドが使われたという事だな。つまり我輩の部屋とは、我輩の寝ね床どこがある場所だ。すなわち君のいる──」

「リアの調子は？　どうなんだ？」

　ゼロの下らない講こう釈しやくを打ち切って、俺は端たん的てきに聞いた。するとゼロは表情を曇くもらせ、「よくはない」と答える。

　そうか、と俺は太い梁はりが張り巡らされている厩の天井を仰あおいだ。

「あいつの目、一生見えないままなのか？　足も？」

「分からないな……なんとも言えない。我輩も奇き跡せきをこの目で見るのは初めてなのだ」

「だから、推測でいいんだって」

　それならば、とゼロはどこか安あん堵どしたように口を開く。

「前に我輩がした、奇跡の定義を覚えているか？」

「魔ま法ほうが悪あく魔まに対して詠えい唱しようする代わりに、奇跡は神に祈るんだろ？」

「うむ……恐おそらく、それで間ま違ちがいないだろう。つまり無詠唱で魔法を扱あつかっていた聖女は、心で悪魔に働きかける方法を無意識のうちに習得していたのだ。そして我輩に魔法を〈却きやつ下か〉された結果、我輩とは無関係の悪魔──すなわち神に働きかける奇跡が起きた」

　だが、とゼロは重々しく言葉を繫つなぐ。

「それは〝何が起こるか〟も〝何が代だい償しようか〟も決めないままに契けい約やくを交わすという事だ。故に望んだ以上の奇跡が起こり、想定外の代償を払はらわされた。それが永遠のものか、一時的なものかは、我輩には分からない。──ただ、〝そのもの〟を奪うばわれたわけではない」

「そのものって……目玉とか、足そのものって事か？」

「そうだ。それは極めて大きな希望と言えるだろう。眼球や足が奪われていたら、それらを取とり戻もどせる可能性は万に一つもない。──そう、聖女にも説明した。それで少しは気が安らいだようだが……」

　気休めだなと呟いて、ゼロは藁わらの山に体を投げ出す。

「まあこの状じよう況きようじゃあ……何を言ったって気休めにしかならねえよ」

　俺は厩の窓から外の通りを見やった。

　そして、

「聖女を出せ！　俺達は病気なんだぞ！」

　そんな怒ど声せいに、さっと耳を伏ふせる。

　朝から晩まで飽きない事だ。聖女を出せ、病気を治せと、患かん者じや達は次々にやって来ては聖女の奇き跡せきを声高に要求する。

　これも、リアが部屋から出たがらない理由の一つだろう。と言うより半分以上はこれが理由と考えてまず間ま違ちがいない。

　今では患者に吊つり橋ばしを渡わたらせないようにしているらしいが、吊り橋の周りに病人の村ができたような状じよう況きようになっているらしい。

　ここに辿たどり着つけた奴やつらは、まだ幸運と言えるのかもしれない。

「どれだけの時間をかけて旅をしてきたと思ってるんだ！　ここに来るために、私は全ての財産を抛なげうったんだぞ！」

「お願いです、私の妻が……！　もうあなただけが頼たよりなんだ！」

　毎日叫さけばれる懇こん願がんは切せつ迫ぱくしており、まっとうな精神の人間なら無視し続けるのは難しいだろう。だがリアは消しよう耗もうし切っており、訪れる者を癒いやすような力は残っていない。

　とは言え、聖女の都合なんぞ縋すがる気持ちで聖都に来た奴らには関係ない。自分の命が救われるかどうかの瀬戸際で、他人の都合など考えている余よ裕ゆうなどこれっぽっちもないのだ。

　そして病気や怪け我がを癒してくれない聖女に対する不満は日々募っていき、最後には爆ばく発はつする。

　爆発した結果、何が起こるか──町の人間はリアをどうするか。

　急に、ゼロが立ち上がった。

「考えていたところで、今の我わが輩はい達が聖女にできる事は何もない。出かけるぞ、傭よう兵へい」

「はぁ？　出かけるって──」

　ついてこい、とだけ言ってゼロはさっさと厩うまやを出ていってしまう。

　俺はしばらく悩なやんだ挙句、結局ゼロの命令に従う事にした。
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　俺とゼロが向かったのは、焼け落ちた聖女の屋や敷しきだった。

「見事に焼けているな……」

　感心したように呟つぶやいて、ゼロは燃え残った瓦が礫れきを足で避よけながら歩く。あまりにももたもた歩くので苛いら々いらし、俺はゼロを抱かかえ上あげた。

「どこに行きたいんだよ、一体」

「地下室の入口を探しているのだ」

「あのなぁ……そりゃ屋敷の裏だ。ここは正面玄関辺りだぞ」

　呆あきれて息を吐つきながら、俺はゼロを抱えて瓦礫の山を乗り越えて歩く。その途と中ちゆう、ふと気になるものを見つけて俺は足を止めた。

　拾い上げるとやはり──テオのナイフだ。

　リアが屋や敷しきに落ちた時に落としたんだろう。煤すすで汚よごれてはいるが、ゼロがすぐに炎を消したおかげか刃は傷んでいない。

「……傭よう兵へい？　大だい丈じよう夫ぶか？」

「うん？」

「ひどく辛つらそうだが……体調が優れないのなら、日を改めても構わない」

「気のせいじゃねえのか？　俺おれの顔は獣けものだぞ。表情なんかほとんど分からねぇだろう」

「忘れたか？　傭兵。我わが輩はいには君の〝人間の顔〟も見えている。君は今にも泣き出しそうだ」

　ゼロの指が俺の目元に触ふれて、つうと頰ほおをなぞった。それは俺が流す事のできない涙なみだの軌き跡せきのようで、どうしてか少し救われたような気分になる。

　俺はゼロの頭を軽く叩たたいて、テオのナイフを鞄かばんにしまい込んだ。




　地下室への入口は燃え尽きており、地面にぽっかりと四角い口が開いていた。

　一歩足を踏ふみ入いれると、昼間であるにもかかわらずひどく暗い。そして相変わらず、じめじめとした空気とむっとするような死体の臭においが満ちていた。

「正直言って、二度と入りたくない場所だったんだが……」

　ランタンに明かりを入れて、思わずぼやく。

「仕方がない。侍女が残したものを確認し、少しでも情報を集めなければ」

　階段を下り切ると、未だに鉄格子の向こうで死体が暴れ、外に出ようと鉄格子に激げき突とつし続けていた。

　ゼロが指先に炎を灯し、死体の額に触ふれる。たちまち死体の体は燃え上がり、その場に崩くずれ落おちて動かなくなった。

　死体の焼ける臭いが地下室に充じゆう満まんし、ますます不ふ愉ゆ快かいになる。

　鉄格子の錠じようを壊こわすと、きぃきぃと蝶ちよう番つがいを軋きしませながら扉とびらがひとりでに開いた。

　人間の死体を解体して体の構造を調べていたのか、内臓の位置などを写し取った紙があちこちに散乱している。

　そんな死体と内臓と血と紙の山をずかずかと突つっ切きって、ゼロは書き物机の上に無造作に置いてある本を手に取った。

　装丁は顔が映るほどに磨みがいた黒こく檀たんで、その表には心臓の彫ちよう刻こくが施ほどこされている。

「──あったぞ。守護の章の写本だ」

　言って、ゼロは本を開く。数頁めくって溜ため息いきを吐ついた。

「完かん璧ぺきな書写だ。我輩の注ちゆう釈しやくや字の癖くせまで……まさか各章をバラバラにして別冊構成にするとはな……確かに、【ゼロの書】に書かれた全ての魔ま法ほうを操れる者は極めて少ないだろうが……」

　【ゼロの書】の最初の数頁ページは、魔ま術じゆつの過ちと魔法の理論に関する解説が入っている。

　その解説部分だけを余分に書き写して、四章それぞれの冒頭につければ、それだけで四冊の〝世界を滅ほろぼしかねない魔ま法ほう書しよ〟のでき上がりだ。

「〈不完全なる数字セストウム〉の崇すう高こうな意思……ね。つまり、サナレみたいな奴やつらが他にもいるって事だろ？」

「そう考えて間ま違ちがいないだろう。〈不完全なる数字〉──すなわち、教会における〝六〟だ。明らかに反教会を意識した組織だろう……妙みような事を考えていないといいが」

「考えてない可能性の方が低いんじゃねえか？」

「鋭するどい指し摘てきをするではないか。その通りだ──故に、見過ごせない。ここのゴタゴタが片付いたら、すぐに行方を追わなければ」

　サナレがクレイオン共和国に持ち込んだのは守護の章のみ。【ゼロの書】は四章構成なので、残っている写本は三冊という事になる。

　つまり狩しゆ猟りようの章、捕ほ獲かくの章、収しゆう穫かくの章だ。

　俺はアルバスの手紙を思い出していた。

　読むだけで魔法を使えるようになる本が、法外な値段で市場に流通しているという〝根も葉もない噂うわさ話ばなし〟──だが写本が複数存在するのなら、それは噂どころか〝疑いようのない事実〟だろう。

　それらの本が市場に流通した結果起こり得る問題を想像するだけで頭が痛くなる。敵対する二つの国家が、それぞれ別の写本を手に入れたりしたら、国家間で大だい規き模ぼな魔法戦争が勃ぼつ発ぱつするんだからな。

　そして〈不完全なる数字〉を名乗る連中が、それを裏で焚たきつけていたりしたら目も当てられない。

「当座の情報源として、十三番を絞しぼり上あげる必要がありそうだな」

　溜ため息いきと共に、ゼロがそんな言葉を吐はいた。

　俺は軽く目を瞬しばたたく。

「その言い方からすると……今回の一件を仕組んだのが十三番だとは思ってねぇんだな？」

「うむ。状じよう況きようは全て十三番を指しているが、だからこそそうだとは考え難い。十三番ならばもっと上手く自分の存在を隠かくすはずだ」

「……なるほど。確かにそうだ。そういう男だ。間ま違ちがいねぇ」

「仮に十三番が黒幕だったとして……軽く絞ったところでは呻うめき声ごえも漏もらさん男だが、今は他に当てもない」

　ゼロは【守護の章の写本】を大事そうに鞄かばんにしまい込むと、もはやここに用はないとばかりに踵きびすを返した。俺もその後を追いかけて、死し臭しゆうで胸のムカムカする地下室から出る。

　あの地下室に比べると、外の空気は死ぬほど美味い。この間まで湖に沈んでいた死体達も、屋や敷しきと一いつ緒しよに燃もえ尽つきてくれたおかげで町の死臭も消えていた。




　宿に戻もどると、聖女に治ち療りようを求める患かん者じやの数はますます増えていた。ざっと見積もって二十人はいるだろう。吊つり橋ばしの警備を突とつ破ぱしたのかもしれない。

「どうして出てきてくれないんだ……！　分かるだろう？　もう時間がないんだ！」

「見殺しにする気か？　誰だれのせいでこの国から医者が消えたと思ってるんだ！　金持ちしか救わない気か──この、魔ま女じよめ！」

「聖女を引きずり出せ！　無理矢理にでも治療させてやる！」

　まずいな、暴動一歩手前だ。

　衛兵達がどうにか押おさえ込こもうとしているが、このままじゃリアの前で、病人達が衛兵に殺されるという惨さん事じになる。

　俺おれは剣けんに手をかけて足を踏ふみ出だした。

「傭よう兵へい？　何をする気だ？」

「軽く脅おどして、散らす。衛兵が怒ど鳴なるより、俺が吼ほえた方がよっぽど効くだろう」

　悪評が立つぞ、とゼロが言ったが、悪評なんぞ気にしてたら獣けもの堕おちは勤まらない。

　しかし次の瞬しゆん間かん、俺が悪評を立てるまでもなくその場は一気に静まり返った。一台の大型馬車が暴走するような勢いで突つっ込こんできたかと思うと、宿の前で急停止して盛大に横よこ滑すべりした挙句、ゼロを庇かばって前に出た俺を見事に撥はね飛とばしてくれたからだ。

「よ、傭兵、無事か！」

　俺が地面を転がって、宿屋の正門に立つ厳かな石像に激げき突とつすると、ゼロがさすがに驚おどろいたように駆かけてくる。前にもどこかで似たような事があった気がしたが、忘れた。馬車に撥ねられる事なんて日常茶飯事だ。そう思いこむ事にしよう。

「ああ……ちょっと馬車に撥ねられて、頭ず蓋がい骨こつに軽くヒビが入った程度だろうよ……」

　俺は頭からだらだら血を流しながら立ち上がり、ゼロが差し出してきた布で血を拭ぬぐい取とった。俺の血が染み込んだ布をゼロがさっと受け取って、抜ぬけ目めなく鞄かばんにしまう。──何に使うのかは聞かないでおこう。

　完全に止まった馬車から、わらわらと人が降りてくる。全員見事に黒くろ装しよう束ぞく──つまり、医者の集団だ。

　そして最後に、聖職者の装束に全身を包んだ翡ひ翠すいの髪かみを持つ男が、御者台からひらりと跳とび下おりた。──その両目を隠かくす、革の眼帯。

　ロータス砦とりでから別行動を取っていた、〈女神の浄火デア・イグニス〉の裁定官だ。

　神父は俺を撥ねた事で縮みあがっている御者に「ご苦労様です。いい仕事をしてくれましたね」などと声をかけてから、呆ぼう然ぜんと成り行きを見守っている集団に向かって声を張り上げた。

「我らが女神の子、教会の敬けい虔けんなる信徒達よ！　あなたがたの切せつ迫ぱくした状じよう況きようは、橋に集う信徒達より聞きました。ですが神は、人が奇き跡せきにばかり頼たより、自ら行う努力を放ほう棄きする事を望んではおられない。人の傷病は、まず人が癒いやす努力を行って然るべき。苦痛を抱いだく女神の子らよ、ここにいる医師達は、慈じ悲ひによってあなた達を癒す者。まずは彼らに、その苦痛を打ち明けるのがよいでしょう」

　神父の口上ってのは、仰ぎよう々ぎようしくて、もったいぶっていて、回りくどくて、分かりにくい。

「タダで治ち療りようしてくれる医者を連れてきたぞってだけの話だろうが……」

　俺がリアの拉ら致ち計画を進めている間、神父はティトと共に去った医者を呼よび戻もどす仕事をしていたのだ。

　たとえリアを説得して〈犠牲印サクリシグス〉を使わないと誓ちかわせても、リアを聖都から連れ去っても、聖都にはどう転んでも医者が必要になってくる。

　俺が小さく吐はき捨すてると、神父がぐるりと首を巡めぐらせて眼帯越しに俺おれを見た。

「自分がのろまで馬車に轢ひかれたからと言って、八つ当たりですか？　わざとらしく血まで流して、姿ばかりか心根までなんと醜みにくい……はっきりと言っておきますが、医者の人数にも限りがあります。獣けもの堕おちに治療を施ほどこす余よ裕ゆうはありませんよ」

「なあ、お前さてはわざとだろ。御者に指示してわざと俺を撥はねさせただろ」

　思わず声を低くして聞いた俺には答えず、神父は「聖女様は？」と聞いた。それに答えたのはゼロだ。

「奇き跡せきを起こした影えい響きようで、目と足をやられた。過去に読んだ文献によると、奇跡の代だい償しように聖女が命を落とす事も少なくはなかったようだが──」

「そうですか……よかった。部屋から一歩もお出にならないと聞きましたが……混乱を懸け念ねんして死を隠いん匿とくしていたわけではないのですね」

　神父は心底安あん堵どしたように胸を撫なで下おろし、宿の窓を見上げた。カーテンがきっちりと閉められた最上階がリアの部屋だ。

　一いつ瞬しゆん前まえまで聖女を出せと騒さわいでいた集団は、今は駆かけつけた医者達に我先にと殺さつ到とうしている。ほとんどの患かん者じやにとって、治療さえしてくれるなら医者だろうが聖女だろうが関係ないのだ。

「橋のたもとに、この倍の医者を置いてきました。これで聖女様に奇跡を求める声も少しは静まるでしょう」

「上手い事やったもんだな。この国を見限った医者達を、どうやって集めたんだ？」

「教会の要よう請せいに逆らうとどうなるかを思い出させて差し上げて、ついでにイデアベルナ領主のトーレスさんから援えん助じよが出るとお伝えしたら面白いくらいに集まりましたよ」

　神父は涼すずやかに微ほほ笑えむ。

　飴あめと鞭むちか……さすが神父といったところか。そして聖女の不調を見越して医者を集めたイデアベルナの領主トーレスは、またもや民衆からの支持を獲かく得とくした事になる。

　実際には領主の主導で聖女を拉致する予定だったわけだが、外部からはそんな裏事情が分かるわけもない。

「躊ちゆう躇ちよしていた医者達も、ティトさんが何も知らない医者のふりをして名乗りを上げると、こぞって参加してくれました。これぞ群衆心理──いえ、神のお導きです」

　さすが、教会公認の〝噓うそつき〟か。詐さ欺ぎの手法を心得ている。

「で？　お前さんはこれからどうするんだ？　神父様。またぐずぐず裁定を下さないで、聖女の護衛を続けるのか？」

「あなた、私の事を暇人だとでも思ってるんじゃないでしょうね……立ち寄った教会で、帰き還かん命令を受け取ったので、もう教会に戻もどりますよ。今回聖女様が起こした奇き跡せきの噂うわさが教会の上層部まで伝わったらしく、聖女を殺した前科のある私を早く呼び戻したいんでしょう」

　思わず、俺おれは笑った。

「リアが殺されないように護衛を続けてたお前が、リアを殺すと思ってるのか。教会ってのもつくづく──」

　神父が鋭するどく杖つえを振ふって、その先せん端たんで俺の喉のどを捕とらえた。

「教会への罵ば倒とうは許しません。──それと、愛あい称しようを口にするなど、聖女様に対して馴なれ馴なれしいんですよこのケダモノ……！」

　俺が両手を上げて無む抵てい抗こうの意思を示すと、神父はいつものような傲ごう慢まんな態度で杖を下ろし、宿へと入っていった。

　ふうむ、とゼロが難しげな声を出して、その背中を見送る。

「傭よう兵へいよ。我わが輩はいちょっと不思議なのだが……昨今では教会への罵倒より、聖女の愛称を呼ぶ事の方が罪が重いのか？」

　明らかに、神父は後者に対して怒おこっていたぞとゼロは首を傾かしげる。

「さぁな……少なくとも、あいつの中ではそうなんだろうよ……」

　肩かたを竦すくめて、俺とゼロも神父の後を追ってリアの部屋に向かった。
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「教会は、アクディオス卿きようフェーリア様を正式に聖女様と認定しました」

　神父からその報告を聞いても、リアはぴくりとも微ほほ笑えまなかった。

　ベッドの上に腰こし掛かけ、大量の枕まくらに上半身を預けるようにして体を起こしている。

　そしてあろう事か、

「神父様……わたし、魔ま女じよだったんです」

　と言った。部屋の空気が一いつ瞬しゆん凍こおりつく。

　日の光を浴びていないせいか顔色は青白く、食欲もないようで頰ほおからは丸みも失せていた。神父の目にはそんなリアの姿が見えていないはずだが、見なくても弱っているという事は分かるのだろう。神父の声色は、俺が不気味に感じるほど優しい。

「そうですか……なぜ、そうお思いに？」

「わたしの奇き跡せきが魔ま法ほうだったと、ゼロさんから聞きました。私は侍じ女じよのサナレから、奇き跡せきを起こす方法だと言って魔法を教わったのです。わたしは人の傷が治るのが嬉うれしくて……その理由を少しも考えなかった。そして、たくさんの人を傷つけてしまった……もし、わたしが死ねばこの罪が消えるなら、わたしは火ひ炙あぶりになってもいいと思っています」

「おい、リア！」

　叱しかるような声を出したカルに、リアは首をゆるゆると左右に振ふる。

「わたしの本心よ、カル。わたしを殺したいくらい憎にくんでる人も、きっとたくさんいるのでしょう？」

「それは……！」

「毎日、毎晩、聖女の治ち療りようを求める声が窓の外から聞こえてくる。けど、わたしにはもう何もできないのです……ただ、生きているだけ。もう誰だれも救えないのに、たくさんの人を殺したという事実を背負って生きていくのは、とても辛つらい」

　だから、どうかと懇こん願がんするリアの声からは、生きようという気力が完全に消えていた。

　裏切られた喪そう失しつ感かんと、もう何もできないという虚きよ無む感かん。それけがリアの心を満たしている。

　リアの支えになれない悔くやしさからか、カルが拳こぶしを握にぎり締しめた。

　それに反してゆったりと、穏おだやかに神父が息を吐つく。

「あなたが聖女か、魔ま女じよか──それは私が、そして教会が決める事です。あなた本人にすらその裁定を下す権利はない」

「けど、神父様……」

「教会が聖女だと認めた以上、あなたは聖女であり続けなければならない。教会は今後、あなたがどれほどの暴ぼう虐ぎやくを働こうと、どれほど多くの民を傷つけようと、総力をあげてあなたを保護し続けるでしょう。──あなたは魔女であってはならない。分かりますか？」

「そんな……けど、わたし……！」

「仮にあなたが自分を魔女だと公言し、魔女であると証明したら、今回あなたを聖女だと証言した多くの民が魔女の手下として断罪されます。──それでも、あなたは魔女だと？」

　リアが怯えて肩かたを震ふるわせ、引き結んだ唇くちびるの奥おくから力なく悲鳴をこぼす。

「私からお伝えする事は以上です。それと、これは個人的な助言ですが……」

　神父の指が、そっとリアの瞼まぶたをなぞった。

「眼帯をつけていると、目が見えない事に対する違い和わ感かんが和やわらぎます。ほんの少しの気休めですが……あなたに、神のご加護があらんことを」

　神父はリアの額に口付けし、音もなく部屋から出て行った。

「生きろと、言うのね……」

　ぽつりと呟つぶやき、リアは力なく笑った。

「どうして……？　なんのために？　だって、わたしはもう奇き跡せきを起こせないし、お医者様がいればそもそも聖女なんていらないでしょう？　誰だれも救えない無能な聖女って罵ののしられるために生きろと言うの？　それとも、人殺しって言われるために？」

「リア、落ち着け！　お前が奇跡を起こして、この辺りに住んでる奴やつらの傷と病を全部治したんだ。だから教会がお前を聖女と認めたんだよ！」

「わたしはただ、カルに死んでほしくなかっただけよ！　わたしはそんなの覚えてないし、二度とそんな事できないのに、聖女なんておかしいでしょう!?　あのまま目が覚めなければよかったのよ、わたしなんて……！　誰も殺してくれないなら、わたし、自分で──！」

「……ならば我わが輩はいが殺そうか」

　茶でも淹いれようかと言うような気安さで、急にゼロがとんでもない事を口走る。

　ぎょっとして怒ど鳴なりかけた俺おれを、しかしゼロは軽く手を上げるだけで黙だまらせた。

「罪から逃にげたいか？　聖女よ。全てを忘れてしまいたいか。ならば我輩が君の記き憶おくを封ふうじ、君という存在をこの世界から消してやる」

「記憶……を？」

　そうだ、とゼロは頷うなずく。

「君が侍じ女じよに出会った以降の記憶の全てをだ。しでかしてしまった事実を消す事はできないが、君をその事実から切きり離はなす事は難しくない。君は自分の全ての罪を忘れ、鷹たかのが君をどこか遠い地へ連れ去る──鷹のならば、全ての罪を背負ってくれるだろう」

「そんな……そんな事できない……できません！」

「なぜだ？　逃げるのも、死ぬのも、何も変わらないではないか。取り残された者の恨うらみが気になるか？　ならば身代わりを立てて殺してしまえば、聖女に恨みある人々の溜りゆう飲いんも下がるだろう。幸いにも、死体ならばいくらでも調達できる」

「やめて！　私は逃げたいんじゃないわ！　どうしてそんなふうに言うの……？　わたしはただ……わたしは……！」

「──どうしたい？」

　ゼロの問いは静かだ。リアは両手で顔を覆おおって黙りこむ。

　長い沈ちん黙もくを挟はさんで、ようやく虫の羽音のような儚はかなさで囁ささやいた。

「許されたい……」

　命を奪うばってしまった人々に。

　そして、今も聖女の治ち療りようを待つ人々に。

「償つぐないたいの……けど、できないの……！　わたしにはもう、何もできない……！」

「何もできない？　我輩はここ数日君の様子を見ているが、悲ひ嘆たんに暮れるばかりで何かをなそうとしているようには見えなかったが……」

　ゼロが首を傾かしげるなり、リアは枕まくらを摑つかんで思いきり投げ付けた。ゼロに投げたつもりだろうが、枕まくらは見当違ちがいの方向に飛んでいき、壁かべにさえぶつからずに落ちる。

「だって、何をしようとしたって無む駄だだもの！　たくさん人が死んだのよ？　それを、一体どう償つぐなえって言うの？　わたしなんか、サナレがいないと何もできないのに……！」

「何もしていないうちから、何もできないとなぜ決める？　必死に何かをなそうとして、初めて〝何もできなかった〟と悔くいる事ができるのではないのか？　今まで奪うばった命を悔いて、この先救える命を見捨てるのか」

　まるで綺き麗れい事ごとのようだった。魔ま女じよの言葉のくせに、神父の吐はく言葉のようだ。

　だが、ゼロの頭の中にあるのが数字だけだと俺には分かる。今まで殺した人間の数、今まで救った人間の数、そしてこれから救う人間の数。

　それらを考こう慮りよして、どちらが得か。ゼロはそういう計算をしているに過ぎない。

「許されたいと、償いたいと思うか？　心から？　──もし君にこの先も人を救いたいと思う気持ちがあるのなら、我わが輩はいにはそれを手伝える」

「手伝うって……？　サナレみたいに、私を利用するって事でしょう!?」

「あまりうぬぼれるものではないぞ、聖女よ。我輩にとって、君などなんの利用価値もない」

　そっけなく言って、ゼロは鞄かばんから引っ張り出した本をリアの胸に押おし付つけた。

　ゼロが屋や敷しきの地下から持ち出した【守護の章】の写本だ。

　リアは受け取った本を指でなぞり、それが何なのかを見極めようとする。

「こ……れは？　四角い、木の板？　それと、紙の束……」

「君の侍じ女じよが持っていた魔ま法ほうの本だ。人の傷や病を癒いやす魔法について記してある」

　リアは不安げに顔を上げた。

「魔法って……〈犠牲印サクリシグス〉みたいな……？」

　それだけではない、とゼロは顔を顰しかめた。

「魔法は必ず誰だれかの犠牲を必要とするなどと思わないでもらいたい。その本に書いてある通りの使い方をすれば、多くの者を救える技術なのだ」

「おい魔女、まさか──」

　俺が口を挟はさむと、「そのまさかだ」とゼロは笑った。

「我輩は、この本を君に──聖女に預けようと思う。これは強大な力だ。この強大な力を扱あつかう才能を、君は確かに持っている。無む詠えい唱しようで〈犠牲印〉を使いこなし、あれほどの奇き跡せきを引き起こした君には、守護の章において我輩を上回る才能があるのだ」

　魔法の才能は、何かに対する思いの強さで決まるのだと前にゼロは言っていた。

　そして自分を犠牲にしてでも人を救いたいと願うリアには、魔法を生み出したゼロすら上回るほどの才能がある。──技術を生み出した人間が最高の使い手になるとは限らないのは、どこでも同じ事らしい。

　リアは困こん惑わくしたように本を撫なでた。

「けど……本なんてあったって、わたしは目が……」

　見えなくては、本があっても中身が読めない。だが、ゼロはリアに最後まで否定の言葉を吐はかせなかった。

「君が読む必要はない。誰だれか、信しん頼らいできる者に読んでもらえばいいのだ。呪じゆ文もんを唱え、決められた仕草をし、贄にえを差し出せば魔ま法ほうは使える。──一度過ちを犯した君だからこそ、きっとこの魔法を正しく使ってくれるだろう。君がそう誓ちかってくれるのならば、我輩は君が再び魔法を扱あつかう事を〈許可〉する」

　信頼できる人、とリアは呟つぶやき、受け取った写本を震ふるえる手で抱だきしめた。

「誰、かしら……信頼できる人って……どうやって見つければいいの？　わたしはサナレを信じてたんです。サナレはわたしのために、人のためにがんばってるんだって……だって、私の手を握にぎってくれるサナレの手は、いつも優しくてあったかかった……！」

　ひく、とリアは肩かたを震わせる。孤こ児じだったリアにとって、あれこれと世話を焼き、いろいろと教えてくれるサナレは母か姉のような存在だったんだろう。

　そういう存在に裏切られたリアは、もう二度と誰の事も信じられないかもしれない。

「……俺おれじゃ、だめなのか？」

　静かに聞いたカルに、リアは顔を向けた。

「……え？」

「新しく信頼できる奴やつを見つけなくても、俺を信じりゃいいだろう。お前のために命を張って、燃える屋や敷しきに突つっ込こんだんだぞ？　まさかその俺を信じてないなんて言わないよな？」

　明るい調子で重ねて聞かれ、リアはしどろもどろになった。

「それは、もちろん……カルの事は信じてるけど……けど、そんなの無理よ。だって、カルは字が読めないもの……」

「何年前の話をしてるんだ？　俺だって少しは読み書きできるし、博識な獣けもの堕おちなんて、いかにも聖女の従者って感じで、教会からの受けもよさそうだ」

　おどけたように明るく言って、カルは写本を抱くリアの手に、自分の手を重ねた。と言っても恐おそろしげな鷹たかの鉤かぎ爪づめでは、あまり心温まる仕草には見えない。

「ゼロがここに残ってくれりゃ、一番心強いんだがな。この本をリアに渡わたすって事は、そういうわけにもいかないんだろ？」

　カルの問いかけに、ゼロは重々しく頷うなずいた。

「うむ……我わが輩はいには我輩の罪があるのだ。我輩はその罪を贖あがなわなければならない。すまないが、他人の贖しよく罪ざいに時間を割いてはいられない」

「その……あんたの罪ってのは？」

　ゼロはそっと肩かたを落として、リアを見た。

「──全てだ。魔法に関するあらゆる罪が、遡さかのぼれば全て我輩に行き着く」

　そうかと頷うなずいただけで、カルはそれ以上追及しなかった。

「それじゃあ、いつまでここにいられるんだ？　今すぐ出てくってわけじゃないんだろ？」

　ゼロは首を巡めぐらせて俺おれを見た。旅程を決めるのは俺の仕事だ。食料の準備や装備の整備もあるし、天気や道の状じよう況きようも考える必要がある。だが、そんな細々とした仕事は、この数日間で全て済ませてしまった。

　神父が無事に仕事を終えた今、俺達がアクディオスに留まる理由はない。

「天気に見放されなきゃ、明日の朝には発つつもりだ。だが、その……クレイオンを離はなれる前に、寄りたい場所があるんだが……」

「寄りたい場所？」

　ゼロとカルに同時に聞かれて、どこか気まずい気持ちになる。

　傭よう兵へいのくせに感傷的過ぎる気もするが……どうしても無視できない場所だ。

「テオに会っていきたいんだ……ロータス砦とりででな」
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　ロータス砦の裏庭は相変わらず殺風景で、時が止まったように静かだ。

　そこに集った病人達は、今もタルバを頭目としてこの砦で過ごしている。

　その連中に、俺達は歓かん迎げいされていなかった。それもそのはず、カルが聖女の護衛となる事に、タルバは怒いかり狂くるって反発したらしい。

　──生き延びた病人を治したくらいで、許されたと思うなよ！

　──何人も死んだんだ。テオも、テオの両親も、俺の親友も……！

　──なのにお頭……お前はほいほい聖女の手下になるのかよ！

　そう言われて、テオを埋まい葬そうした直後にロータス砦を追い出されたのだと、カルはどこか寂さびしげな声で俺達に語ってくれた。

　俺達も危ういところで門もん前ぜん払ばらいされそうになったが、辛かろうじてテオの墓を参る事だけ許された。──まったく、遺い恨こんというのはどうしようもない。

　憎にくんでも無む駄だだと分かっていても、憎む気持ちを消し去れない。

「よう……元気か？」

　間の抜ぬけた質問をしながら、俺は墓標の前にしゃがみこんだ。

　テオの真新しい墓標の根元には、誰だれかが白い花で編んだ花の輪が通されていた。俺は聖女の屋や敷しきで拾ったナイフを墓標にひっかけ、先人にならって不器用ながらに自分で編んだ花の輪を供そなえる。

　教会の教えを信じるなら、墓標に輪状のものを供えるのは「また巡り合えますように」との願がん掛かけらしい。

　テオとしては、二度と俺おれなんかに巡めぐり合あいたくはないかもしれないが──。

「この国での用事は全部終わっちまった。領主のおっさんの計らいでイデアベルナから出る船に乗るんだが、その前に挨あい拶さつしとこうと思ってな……その……別れの挨拶っていうか……まあ、何も言わずに行くのもなんだと思って……」

　ごにょごにょと口の中で言いながら、俺は肩かたを落として頭かぶりを振ふった。

　どうにも、上手く言えない。そもそも何が言いたいのかも分からなかった。

　ただどうしようもなくここに来たくて、返事などないと分かっていても声をかけずにはいられない。

　自分で自分が滑こつ稽けいだったが、滑稽だと分かっていても割り切れなかった。

　これが死を悼いたむという事なのか、それか故人を偲しのぶという事なのか──。

「情けねぇな……俺が獣けもの堕おちじゃなかったら、たぶん今、馬鹿みたいに泣いてる。お前が死んじまったのが、今になって悲しくてな……我が慢まんできねぇくらい、ここが痛い」

　──なっさけねぇなあ。おじさん、大人で、獣堕ちのくせに。

　呆あきれたように言う声がすぐ耳元で聞こえたような気がして、泣き笑いのような声が出た。

　そうだな、と。幻げん聴ちように対して答える。

「なあ……テオ。教えてくれ。両親が死んで、一人になって……お前、なんであんな風に笑ってられたんだ？　どうやったらそんなに強くなれる……」

　失う痛みに耐たえられないと思うから、俺は誰だれとも情を交わさず生きてきた。二度と傷つきたくないと思うから、誰にも期待をかけずに生きてきた。

　結局俺は、はるか昔に村を出て、孤こ独どくを知った時の心の傷を、忘れたふりをしながら今も引きずって生きているだけなのだ。

　俺が黙だまり込こむと、突とつ然ぜん背後でわざとらしい咳せき払ばらいが聞こえた。

　振り返ると、ゼロがぎょっとするほど近くに立っている。

「……なんだ？　何かあったのか？」

「いや……その……我わが輩はいは、分からないのだ。死を悼む気持ちというのが、よく……」

　けれども、とゼロは呟つぶやく。

「前に聖都の吊つり橋ばしで……我輩は君が死んだと思った。そのとき我輩はとても辛つらくて、苦しかった。もう一度だけでもその声が聞きたいと思ったし、何か言って欲しいと思ったのだ。それで……もし君が不快でなければ、なのだが……」

　妙に歯切れの悪い言い方だ。俺が無言で続きを促うながすと、ゼロは力無く言葉を続ける。

「──伝えても、いいか？」

「……伝える？　って……何を……」

「テオの想いだ。人は死んでも魂たましいと呼ばれる心が残る。それが、先ほどから耳にうるさいほどでな。これを伝えずにいると、我輩が呪のろわれてしまいそうなほどなのだ」

「……それは、何かの気休めのつもりなのか？」

　咎とがめるように低く言うと、違ちがう、とゼロはきっぱりと言った。

「君が聞きたくないのならば、この話は忘れてくれ。本来、死者の声など聞くべきではない」

「死者の声……？　魔ま女じよにはそんなものも聞こえるのかよ」

「伝えたいという想いが強ければ強いほど、その者が死して間もなければそれほどに、その気がなくとも聞こえてしまう事がある」

　でなければ、死し霊りよう術じゆつなど生まれるものかとゼロは言った。

　もし本当に、テオが俺おれに何かを伝えたがっているのだとしたら──聞きたいか。

　一いつ瞬しゆん、迷った。

　恨うらみ言ごとを恐おそれた自分に気が付いて、俺は舌打ちする。

「言ってくれ。テオが伝えたがってるんなら」

　では、とゼロは咳せき払ばらいをする。

「……また、置いていくつもりか？　と言っている」

「──何？」

「それを、君に持っていて欲しいそうだ。墓前になど置いていかずにな」

　ゼロは墓標を指差した。

「一いつ緒しよに旅をしよう、と」
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　ああ──。

　急に、声が聞こえた気がした。

　行こう、行こうとテオが笑う声がする。

　おれ、船に乗るのって初めてなんだとはしゃぐテオに指を引っ張られたような気がして、俺おれは立ち上がってテオのナイフを握にぎった。

　急に背中を押おすような風が強く吹き、ゼロが軽くよろける。慌あわててその体を支え、俺はゼロと顔を見合わせた。

　胸の奥おくにわだかまっていた、引きつるような痛みがふと消える。

「──行くか、イデアベルナに」

　言うと、ゼロも力強く頷うなずいた。

「うむ。そして、我わが輩はいの故郷に──な」

　目指すは、大陸南東の外れにある、王のいない空白地帯──〈弓ゆみ月つきの森もり〉。

　その森にある穴ぐらに、十三番の住処であり、ゼロの故郷があるという。

　そして目的地へ向かうための最短経路は、港町イデアベルナからの海路。

　強い追い風に乱暴なほどに背中を押され、子供の笑い声のような葉は擦ずれの音の中、俺はゼロを抱かかえ上あげてロータス砦とりでを後にした。







　あとがき




　またお会いしましたね。どうもみなさん、このあとがきをどんなテンションで書けばいいのか分からない虎こ走ばしりです。

　なぜかって？　私の大好きなキャラクターが作中で死んでいるからですよ……！

　あとがきを先に読む派は閥ばつの方もいらっしゃるので、誰だれとはここでは言いませんが。

　そしてお気づきの方もいらっしゃるかもしれませんが、このお話はなんと四巻に続きます。この本をお手に取って下さったみなさんのおかげで、四巻を書かせていただける運びになりました。本当に本当にありがとうございます。

　さらにさらに、気が付けば『電撃マオウ』でコミカライズが決定していました。どのタイミングで言っていいのか分からなかったので前巻のあとがきには書かなかったのですが、本になったのを見てみたら、しずまよしのり先生が「コミカライズも始まります」と書かれていて、そればかりか帯にも「コミカライズ決定！」と書いてあり、「私だけがコミカライズに一切触ふれてないやないかーい！」と愕がく然ぜんとしました。

　そうなのです。大人気イラストレーターいわさきたかし先生の手によって、『ゼロから始める魔法の書』が漫画になったのです！　全ての頁ページでゼロがとてもとても可愛いので、是非チェックしてみてください。この場を借りまして、コミカライズを引き受けて下さったいわさき先生に、心より御礼申し上げます。

　編集さんに「コミカライズするかも」と言われたとき、正直「獣じゆう人じんが主人公の小説のコミカライズを引き受けて下さる漫画家さんなんているのか？」と不安に思っていましたが、神は存在した。「傭よう兵へいをもっとガチムチにして下さい」とか、趣味丸出しのお願いしてごめんなさい。

　あ、そうそう。コミカライズが決まったとき、編集さんがサンプルイラストと共にいわさき先生作のエッチな漫画を持ってきたんですよ。で、サンプルとして持ってきたはずなのにエッチな漫画の方は私に見せてくれなかったという事件を、いつかどこかで言おうと思っていたので、ここにそっと書いておこうかと思います。あれはどんな内容だったのかなぁ……。

　そして毎度素敵な挿さし絵えを描かいて下さるしずまよしのり先生にも、全力でありがとうございますを言わせていただきたい。

　例のごとく、このあとがきを書いているときはどんな挿絵がつくのか分かっていないので、カルがどんな感じになっているかとても楽しみにしています。

　夏頃発売の四巻ではファンタジー成分がマシマシになって、竜りゆうとか出てくる予定です。「竜とかいる世界だったのかよ」と言われそうですが、実は竜とかいる世界だったのです。

　もちろん新しい獣けもの堕おちも出てくる。しずま先生に描いてもらいたくて、せっせといろんな獣堕ち出しちゃう。

　それではみなさん、次は四巻のあとがきでお会いしましょう。
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虎こ走ばしりかける

東京生まれ。下町育ち。最近「ケモナー」とよく言われるが、個人的にはそうでもないと思っている。３巻の発売日をもって、丁度デビュー１年目になる事にビックリしている。２年目も３年目もビックリしたいと思っていますので、何卒よろしくお願いいたします。
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イラスト／しずまよしのり

埼玉県在住。主人公が獣人という一風変わった作品なので最初、傭兵を描くのにてこずりましたがさすがに慣れてきました。ゼロと傭兵のこれからの物語を楽しみにしつつイラストでより魅力のある作品に出来たらと思います！
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